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本書の表紙の裏側に印刷された灰色は 18 パ ー セン 
卜標準反射板（グレ ー スケール）に相当するもの 
で、 TTL 露出計で測光するときに役立つ。印刷面を 
カメラの方に向けて測光するが、 「て かり」がある 
とそれだけ測光値が明るくなるので、てからない 
角度にして測る。なお、紙の反射率や印刷の者 B 合 
により言呉差が見込まれるので、その点はご容赦い 
ただきたい。 
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カメラの露出計は適正露出を測っているのではない： 
露出計には白いもの、黒いものの判断がつかない 

カメラの A E は千差万別の被写体すベてには対応できない • 


露出のォ_ 


、アンダ— と適正露出 


カラ—ネガフィルムは露出の過不足に強いのが特徴 

露出と測光に関する基礎知識… 


被写体の明るさと写真が再現できる範囲 

フィルムのラチチユード .... 


絞りとシヤ ^I •••••: 
EV とフィルム感度：： 
絞りとシヤ^の働き 
測光とは . 


入射光式露出計と反射光式露出計 
反射光式露出計の約束事 .. 


0パ—セント反射板を使った測光 
反射光式露出計の性格 . 


手作り0パ—セント反射板 


露出決定のポイントは露出補正の考え方が基本 

被写体の白さ黒さと露出補正…： . 


イライト基準 測 光、シャドー基準 測 光 
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AE 撮影では露出補正は欠かせない操作 

女性の肌の露出補正 . 

夜景の露出補正 . 




2力所で露出補正を行う .. 

露出補正量を測光インジケ—夕—上に置き換える 


露出補正の概念は露出決定の要である： 

K ミリ I 眼レフの測光と露出のメカニズム 

TT 露出計の構造と特徴 . 

3つの測光方式 .. 
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露出？ド . S 

A E が無難に撮影できる状況と A E の失敗 ：… Q 
A E Q 問題占？ .. 
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A EnNN 


自分で露出を決めることの意味 . 

|番確実な露出の決定法 . 

もっとも簡単なスポット測光の使い方 

測光インジケ I 夕 I の働き .. 

測光インジケ—夕—と写真の再現幅： 

測光インジケ—夕—による輝度差表示 
とぶ ところ、 つぶれる ところが 撮影時に わかる 
数値を読むときの注意点： 

AE モ—ド時の輝度差表示 

測光インジケ—夕—に対する取扱説明書の誤解. 
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露出の実践テクニック . S 3 

朝日•夕日 .. 科 

光 S 海：： .. g 

黄昏 .. Q 

. g 

... ^ 

白-*花 ... ^ 

と IJ 533. % 

1^1 ... ^ 

赤色の露出： . 通 

黄色の露出 ... § 

青色の露出 . 謝 

一 GIS'H.....W 

肌の明るさと露出 . g 

•、レイト .... 

黒い背景、白い背景 . 2 

階調の再現と露出 . 山 

スポット測光の優位性 . …： m 

ブラケティング .. 0 

露出の才 I ハ I 、アン ダ I と色の pj || さ：：： . * Q 

露出がアンダ—な写真を救済する方法 . m 

明るさのバランスをとるテクニ# 
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f\ □— 、、 〆 、\クロ .. . . 2 

調光補正の問題 . …伽 

測光と露出の問題点と解決法 . m 

スポット測光のキレの問題 .m 

自分のカメラの露出計の性格を知る . .. 

画面内に明かりがあるとき . . . ♦■奉 . 3 

測光インジケ I 夕 I のレンジの問題 . 0 

測光インジケ—夕—のないカメラの測光法 . W 

装着レンズの明るさと測光感度 . 沿 

F 値の変化するズIムレ、Vスの測光 . ^ 

レンスの周辺光旦里と露出…：. . ••••••••料 

3つの測光方式を使い分ける ... 0 

スト Q ホ撮影の露出テクニ NN. 职 

ストロボの確実な露出はフラッシュ メ—夕 I で •：： M 

絞りとシャ ¥1 のステップについて .K 

被写体に恐いものなしの露出決定法 . 脱 

重要な露出補正と A E 口#の操作性 . 脱 

確実な露出が決められる、いい|眼レフとは . 0 

撮影用語解説 . 邡 














































カメラの露出計は、適正露出を測っているのではない 


露出計で露出を測るといぅことは一般 
的には被写体の明るさを測ると解釈され 
ている。しかし、この「被写体の明るさ」 
と一言で言つているところに実は0が 
潜んでいる。カメラに内蔵された露出計 
は確かに被写体の明るさを測ってはいる。 
しかしただ明るさを測り、それによつて 
決められた露出では、その被写体がフイ 
ルムに対して適正な露出になるといぅわ 
けではない。ここが写真の露出の難しい 
ところである。 

ネガフイルムによる撮影であれば露出 
量で2段ほどの過不足があってもプリン 
卜の段階で直しが利く。したがって露出 
はそれほど大きな問題にはならない。し 
かしスライド用のカラーリバーサルフイ 
ルムでは q 段露出が多いか少ないか、と 
いうだけで結果は良くもなったり惡くも 
なつたりする。この露出にシビアなカラ 
1リバーサルフイルムを使う撮影では露 
出にはかなり気を配らなければいけない。 


露出計の針を振らせる、とは言っても 
現在の露出計には針はな^^晶の数字で 
それを表示しているが、この露出計の針 
を振らせるのは被写体から来る光の量。 
そしてカメラでは針がいくつ振れたらど 
れだけの明るさの被写体という「前提」 
をもとに、絞りとシヤツタ1はいくつに 
せよという指示を出す。 

この露出計の針を振らせる光の量は明 
るいところでは多く、暗いところでは少 
ない。 と、 これが一般的な考え方。しか 
しさらにもう一歩踏み込んで考えてみる 
と、 同じ明るさのところにある被写体で 
も白いものからは多くの光が来るが黒い 
ものからは少しの光しか来ない。被写体 
の白さ、里 一 さによって来る光の量が異な 
る。 そこで露出計では白から黒までのち 
ようど中間の灰色をもって、被写体の基 

準の明るさということにしている。これ 
が「前提」である。 

そのために露出を測る被写体が灰色と 


同じ量の光を出すものであればいいが、 
白が多い被写体からでは光の量は多くな 
る。すると露出計はそれだけ明るいとこ 
ろの灰色だと一^して露出量を少なくす 
る。反対に黒が主体の被写体では光の量 
が少ないから暗いところの灰色だと 
して露出量を多くする。つまり、白いも 
のでも黒いものでも基準の灰色に写るょ 
うにしてしまうのである。しかし写真に 
おける適正露出というのはフィルム上に 
白いものは 白く、 黒いものは黒く写すこ 
とである。 

だが残念なことに露出計には被写体が 
白いとか黒いということはわからない。 
そのためにこのことを撮影者がカメラに 
教えてあげるのが露正である。この 
露^正を行うことで、初めて適正露出 
となるのである。カメラの露出計は適正 
露出を測っているのではなく、厥色の被 
写体に対する基準露出を指示しているに 
過ぎないのである。 
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露出計には 白いもの、 黒い ものの 判断がつかな 
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白い石だけを強べるとそれ 
を灰色の明るさにしようと 
するのでかなり暗くなる。 


出 
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白い石の影響を受けて盤の 
緑はまだ喑いが、それでも 


黒い石は露出計は暗い被写 
体だと判断して露出を多く 


石の白さはかなり出て きた。 するので緑が明るく写る 


0 
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上の写真はオセロゲームの盤と石を被 
写体に見立てて、^<部重点測光で測光 
したままの自 SI 路出と適正露出の違いを 
比較したもの。盤の色は緑色で、これは 
測光の基準の明るさである灰色とほぼ同 
じ明るさ。そして白い石と黒い石は白い 
被写体と黒い被写体である。 

緑の盤に0い石だけを並べると、 

したままの自馳路出では、その白を基準 
の灰色に写そぅとして露出を少なくする 
ために、盤の緑色は大変暗くなつてしま 
ぅ。 適正露出の1では白いものは 白く、 
盤は緑色に写つている。次に白と黒とを 
交互に置いた画面では、まだ白の影響が 
大きく盤の緑は暗い。そして黒い石だけ 
を並べた画面では、黒い石からはほとん 
ど光は来ないために露出計は暗い被写体 
たと^^して露出量を多くす る。 そのた 
めに盤の緑はかなり明るく写つてし まう。 
露出計は被写体の白さ里一さがわからない 


ことからこのようなことになつてしま 
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この日の出前の情景ではそのオレンジ色の空 
をきれいに写したい。そのためにはカメラの 
自動露出に頼るのではなく、自分で露出計を 
使って思い通りの写りになるようにしたい。 



人物を適正に写すには顔の明るさがどう写る 


ようにすればいいか、白いシャツはどうすれ 
ばいいか、というところから露出を決めれば 
このようにビタリの糸吉果にすることができる。 



多分害_]光の A E 判断が f 九になった例。多分 


割測光は画面内の明るさの差から画面上部よ 
りは下部を出そうとして露出を多くしたため 
にきれ いに 写したい空の色がと ん でしまった。 



背景は暗いが白いシャツと木道が画面の中で 
は明るい。そのために多分割測光の自動露出 
では人物はかなり暗くなってしまう。いくら 
進んだ多分害麵光といえども失敗はある。 


カメラは自^|路[+ 1 (八£)と0_フォ 
• ~カシン グ ( AF ) の•.一つの大きな自動 
化によってだれでも g {夹に写真が写せる 
ようになった。しかし、これはカラ^~ネ 
ガフイルムを使う場合の 話。 露出に高い 
If ® が要求される カラ ー リバ ー サルフイ 
ルム では、 期待通りの露出が得られない 
場合がよく ある。 

最近の一眼レフの内蔵露出計は多分割 
測光方式によって自_出の失敗は少な 
くは なって きた。 カラーネガフイルムの 
撮影では loo 点と言っても いい。 しか 

し、 カラ^ " リバ^~サルフイルムでは よく 

て n 点で ある。 光線 の 難しい状況で 
は納得の仕上がりに写らない ことの ほう 
が多いとも言える。被写体の状況は千差 
万別。 いくら進んだ多分割 測 光といえど 
も、 これらすべてを適正な露出で写すと 
いう ことはまだまだ 難しい ことなのであ 
る。 もちろんカメラによる 自^^路出の成 
績に差が あるのは 当然で ある。 


カメラの A E は、 千差万別の被写体すべてには対応できない 
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そこで本書では、どのよぅな 

状況の被写体でも確実な露出 

にすることができるテクニツ 

クを紹介して いく。 そのテク 

ニツクとは I 眼レフのスポツ 
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測光と測光インジケ—夕— 


を吏いこなす こと。 以下 6 ぺ 
ジにわたつて掲載する倩景 


v^i 


も、1回の露光で狙い通りの 
写真に する ことも可能で ある。 
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雲の間から太陽が現れ始めたところ。露出が難しいといわれる朝日の撮影だが、明るい太陽 
を避けて空や雲のもっとも鮮やかなオレンジ色の部分をスポット測光し、そこで+1 .5 段の露 
出補正をした露出にすればいい。70〜200ミリズーム絞り F 81/2 Q _> 1 SOIOO 
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夕日に照らされた富士山だが雪面で日の当たっているところを + L 5、陰の部分 
が±0、空が+1、下方の暗いところが 一2 とスポット測光でチェックすることで 
確実な露出にできる。300ミリ絞り F 2.8 開放1/200# ISOIOO 
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水平線上の明るい空から上空へのグラデーシヨンがスポット測光で+2〜一 I となる 
ような露出であれば、それぞれの色がその通りに再現される。またその露出で)海面 
を見ると±0となり、この露出で完璧である。28〜105ミリ絞り F 8 6秒 ISO 100 
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日没後まもなくの高田城跡の夜桜。桜の明かりのないところが+ 2/3、明かりが反射している水面が+ 
I 、反射のない水面が一！/3、空が+丨 • 1/3となるような露出。各部をスポット測光し、それを測光イ 
ンジケ—ターで 読めば確実な露出が決められる。70 〜 200ミリ絞り F 5.6 1.6# ISO 100 
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輝いている海面を測光インジケーターで+3にすると、そこはフィルムでは真っ 
白にとぶ。その露出でやや右下の海面を見ると±0となったので、この露出で I 
いということが確認できる。24〜85ミリ絞り F 8 f / 2501 少 ISO 100 
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雪景色はその白いところで+ 2段の露出補正をするのが基準。そこで正面の木の雪 
が+ 2、手前の真っ白なところが+ 3となる露出では正面の青空が± 0となり、ここ 
は真っ青に写ることがわかる。丨7〜35ミリ絞り F 8 \/ 20 m ISOIOO 
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黄色い花を黄色に写すには+ 2、赤い花は+ I 、白いところは + 2.5 といった露出 
補正の概念を理解すると、色の被写体でも容易に露出を決めることができる。 
24〜85ミリ絞り F 5.6 1/60#偏光フイルター使用 ISO 100 



花びらの日に透けて鮮やかなオレンジ色は、朝日のオレンジ色と同じ+丨 .5 にすればその通り 


の色が再現される。花びらの重なったところは暗いので±0。細かなポイントで露出が測れる 
のもスポット測光だからこそ。 IX 〜 3 X マクロズーム 絞り FL 6 丨/丨25# ISOIOO 
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電飾による明るい背景のために自動露出では、人物が暗くなりやすいケース。だがスポット測光で 
顔が+1となる露出にし、背景の緑を見ると+卜1/3でこれは明るい緑に、焦げ茶色の服は一2とな 
りこれはつぶれることなく写るなどということがわかる。50ミリ絞り F 2 1/30# ISO 100 
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顔が + 丨 .5 となるような露出にすると、う 
す紫色の服が測光インジケーターでは+ 
1,5、白樺が+ 2、背景の草が+ 0 • 5となつ 
た。これで服は明るい感じに写り、白樺 
は白く写る こと が撮影の時点でわかる。 
露出が読めることから、これが確実な露 
出の決定法である。28ミリソフトレンズ 

絞り F 4 1/3渺 ISO 100 


カメラまかせの自動露出ではどのように写る 
かはわからないが、スポット測光と測光イン 
ジケーターを活用すれば確実な露出が決めら 
れる。ここでは肌が+1_5、白い服が+2.5、 
赤い色ガラスで赤みを帯びた胸のあたりが+ 
0,5となるような露出である。85ミリ絞り F 2 
1/451 少 ISO 100 
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露出の才—バ I 、アンダ—と適正露出 
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2段アンダ— 







カラ 




サルフィル 


ムでは q 段の露出の差で結 
果が才^~パ . ~になったりア 
ンタ^~になった りする。 で 
はその S 段の差が写真では 
どうょうな 違いになって現 
れる のだろうか。 上の写真 
は q 段ォーバー、適正、そ 
して§段アンダ^の写真を 
並べた もの。 ここではまず 


露出が才 


ぐ、 


になると明 


るい感じになるが色が薄く 
なり、 アンダーになると暗 
い感じになるが色は濃くな 
るといぅことがわかる。左 
右の写真はともに同じよう 


.匕 


な色のピンクの花だが、： 
の色や緑だけを見ると q 段 
アンダーなほぅが色が濃く 
てきれいに見える。 

しかし人物のほぅは：2段 
アンダーな画面は顔がやや 
暗い感じに なり、 S 段オー 
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下の写真に比べて 213 段露出才—バ I 






, 一..、 
目 U 讓 W ' 1 


上の写真に比べて213段露出アンダー 
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1 




でしまうが ipl は明るく、こ 


ちらのほうが感 





V V 



らいで ある。 このように被 
体によって適正と感じる 
露出が 異なる。 結局は画面 

全体でもっともバランスの 


ところを適正露出とみ 


y ^4 

I V 
なす 


0 


また上の朝日の写真では 
ややアンダ^~にして空の才 
レンジ色を ^ is くした as 


のほうがきれいに見える 


0 


実際の感じは上側の写真の 
ほうが近く、さらに人間の 
目にはもつと明るく見えて 


いるが、その通りの露出 


するとオレンジ色はさらに 


くなつてしまい 写真と し 


てのおもしろさがなくなつ 

てしまう。被写体をどう見 
せたいかでも適正露出は変 



わつてくる 


0 
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カラーリバーサルフイルムでは I 段の露出の過不足でも致命的だが、カラーネガフイルムで 
は2段程度の過不足ではまったく問題のない仕上がりになる。これはカラーネガフイルムには 
被写体の コン トラストが圧縮されて言己金录されるからで、カラーリバーサルフイルムよりもはる 
かに明るいところから喑いところまでが写し込まれていることになる。そして プリン トの段 P 皆 
で、その中の必要な部分を伸長して元の被写体のコントラストに戻すようにしている。（詳しく 
は2 [ページ） 


2 段 オーバー 


2段アンダ 


カラーリバーサルフイルム 


カラ—ネガフィルムは、露出の過不足に強いのが特長 
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被写体の明るさと写真が再現できる範囲…20 

フィルムのラチチュード . …… . 21 

絞りとシャ、ン$ —. 22 

EV とフィルム感度 .. 24 

絞りと、>ンター⑽# . 26 

測光とは . 28 
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カラーリバー サルフィル 
ムで暗いほうに広がって 
いるのは実際には記 I 录さ 
れていることを意味する 


被写体の明るさと写真が記録再現できる範囲 




被写体の 明るさと、 写真が再現で きる 範囲 

写真で撮影す る 被写体の 明るさは、 夜 てみ る。すると 数ルクスから Q 万 ルクス 


景やローソクによる暗いところから直复， 
の 直射日光 下の明るい ところまでと 範囲 
が極めて 広い。 被写体自体の明るさを表 
す単位は一般にはなじみがないので、 こ 
こではその場の明るさを表す照度で考え 


以上になる。^真の場合の光 M は2倍に 
なって1段化すると数えていくので、 
被写体の明るさだけで S 段階分ほどにな 
る。 そしてさらに明るい被写体が眩しく 
光る もの。 太陽はその典型だが、そこま 


でいかなくても太陽の反射で輝く海面も 
非常に明るい被写体で ある。 このよぅに 
被写体の明るさの範囲は非常に 広く、1 
枚の写真て再現できるのはその中の限ら 
れた範囲でしかない。 

カラ ー プリントの写真に 比べ、スクリ 
1ンに明るく映写され るスライドは 鮮や 
かに M える。 これは画像の ハイライト 部 
分がカラープリントでは紙の， n さで1現 
されるのに 対して、スライドは プロジェ 
クターの光源からの明るい光が再現する 
からで ある。 その再現能力が紙の白さよ 
りも高いので鮮やかに 見える。またスラ 
イドをライト テ^ — ブルで U て も鮮やかに 
U えるが、 これも ライト テ ー ブルが紙の 
白 さよりも明るいからで ある。 

カラーブリントにしろ印刷物にしろ白 
い 紙に画像を洱現する以上、被写体の明 
るさの再^!一は紙の白さと染料やインク 
の黒で 決まる。 この紙の h の0と黑の範 
囲が写真が再現で きる 範囲で ある。これ 
が露出の幅にして大体 5 段階から 6 段階 
分といぅことになる。 
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暗い 




被写体 





明るい 


カラーネガフィルムは圧縮して記録するのでラチチュードが広い 



フィルムのラチチユ—ド 


mH の才 


V " 


、 


アンダ 


ついて語 


るとき、よくラ チチュ ードという 言葉が 
出て くる。 露出の寛容度ということで力 


ラ 


]/ 




サルフイルムはラチチュ 


が 狭く、 カラ^ — ネガフイルムはラチチ 


ドが広い と言う。 これは カラ 


V * 




サルフイルムは露 !- I : 1 に シビア だが、 カラ 
—ネガフイルムの撮影ではおおざっぱな 
露 m でも_ゎない ということで ある。 


カラ— 


> ' 


サルフイルムの ことを ポ 


ジフイルムとも-一一一 f — l ぅポジとはポジ テイ 
ブすなわち陽1]のことでネガフイルムの 
ネガ テイ フ{陰叫)に対する|い力。こ 
のポジ画像は被写体の階調を直接 j ; 現す 
るために、 そのコントラストも当然被写 
体に比例した1対1のものでなければ な 
ら ない。 これは露出が1段アンダ ーにな 
ると、 再現され る 画像は1段暗い感じに 
なるということで、 これが露出がシビア 


になる理由である 


〇 


J れに対してカラ！ネガフイルムは被 


写体のコントラストを圧縮して、すなわ 


そしてプリン 


ち軟調な画像 



卜のとき に逆に コントラストの 強い5 •_ 


を使うことで軟調なフイルム 






の被写体の コントラストに M す。 したが 


被写体の明るい 


ところから If いところまでの ffiM は 


_はポジフイルムと基本的には変わりは 



な 


〇 


ネガフイルムには写っているのに 


P 


ントにすると I 7 '! くとんだり^くつぶ 


れたりするのはそのためである。もしそ 
のとぶところやつぶれるところまでプリ 
ントに出るようにすると再現 S が広がる 


ことにはなるがコントラストが低 



調でメ 


ly 


のない両像になつて しまう。 


カラ^—ネガフイルムがラチチュ 


力 


広いと 


つのは、 ポジ フイルムよりもさ 


らに明るいところから、さらに暗いとこ 
ろまでがフィルム画像に記録されている 
からで ある。 そして露出の過不足があつ 
てもフィルムに記録されている範_ 
あれば、プリントの段階でその f が再 
現で きる からで ある。 
























































































絞リはレンズを通過する光量を、 シャツ 
ターは フイ ル厶 への 露出時間を調節する 


絞り口径の面潰は1段で1/2となり、 F 値 
は直径で計算されるので1 .4 倍刻みとなる 




絞りとシヤツタ— 

フィルムに光を与えることが露出で、 

1路出調節はさまざまな明るさの被写体が 
フィルムにおいて最適な濃度に感光する 
ようにその光の量を調節する こと。 その 
光の量は絞りとシャツタ—によって調節 
される。 

絞りはフイルムヒの被写体像の明るさ 


そのものを調節し、シヤツターはその像 
をフィルムに与える時間を調節す る。 写 
真の表現上では、絞りはボケ量あるいは 
被写界深度を調節し、シヤツタ1は動い 
ている被写体ではそのブレ量を調節して 
いる ことにもなる。 絞りとシヤツタ 1と 
いぅ、 たった2つの調節だけで写真はフ 
ィルムへの露出 量と 写直；表現のコントロ 
1ルまでしている ことになる。 それだけ 


にこの絞りとシャツタ^~ は、 写真の仕上 
がりを決める大切な要素でも ある。 

絞りの F 値はレンズの焦点距離をレン 
ズの口径すなわちレンズに入射する光の 
束の直径で割った値。8< ; 6:など 
一見わかりにくい数字が並ぶが、入射す 
る光の束が面積であるのにそれを直径で 
表現しているからである。そこで絞りの 
1 段は 2 倍だから、 /1 •段刻みという こと 
になる。 

F 値の数字は小さいほどフィルム上の 
像は明るくなる。またそのレンズの絞り 
をいつぱいに絞つたところを日取小絞りと 
言う。 例えば F Q や F 2 などで、この最 
小絞りの数字が F 値ではもっとも大きい 
数字とややこしいのでこの点は注意して 
おきたい。 

シャツターは露出時間そのもので、1 
秒を基準にその半分、さらにその半分と 
いう間隔の系列になつて る。 そしてその 
露出時間の分母の数字を倍数表示の切り. 

のいいところで表したのがシャツタ1ス 
ピド。よく露出時間とシャツタ^ —スピ 
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シャツタースヒ~ド 

は倍数系列による近 
似の数字による表示 

」 
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混同されるが、カメラのシヤツタ 


1ダイヤルに表記される数字がシャツタ 
1スピードで、これは露出時間そのもの 
ではない。したがつてシャツタ1スピー 


ドが12 5分の1秒という言い^は 


には誤り。125分の1秒と言ぅときは 

，露出時間」あるいは「シヤツタ1」と一 
うべきである。なおシヤツタ^ —スピ^—ド 



は分母の数字なので数字が大きくなるほ 
ど露出時間は短くなる◦そこで露出時間 


が短いほど高速シヤツターと言う 


〇 


絞りやシヤツターは光量を 2 倍、 4 倍 


や 


2 




i という関係で変化させてい 


J れを倍数系列と言い、おかげで 



りと シヤツタ— は同じ露出量でもその組 
合せを0由にすることができる。 

最近の電子ダイヤル式のカメラではシ 
ヤツタ—スピ^~ドや絞りを fr 々の^1^よ 


hv 


も杻力 


5 


段刻み、あるいは13段刻 


みで設定で きる。 露出にシビアなカラー 
リバー サルフイルムを使う上では1段刻 

惜い調節しかで きず、 この細かな 


みでは. 


調は不可欠である 


〇 
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露出時間（抄） 

シャッター ^ ピ~ド 

TV 


1 

0 

1/2 

2 

1 

r i/4 

4 

2 1 

1/8 

8 

3 

1/16 

15 

4 

1/32 

30 

5 

1/64 

60 

6 

1 /] 28 

125 

7 

1/256 

250 

8 

1/512 

500 

9 

1/1024 

1000 

10 


絞 

A V 

1 0 

1.4 1 

2 

2 

2-8 3 

4 

4 

5.6 5 

8 

6 

11 

7 

16 

8 

22 

9 

32 

10 


AV + TV = E V 


A V /Aperture Value 
TV /Time Value 
E V /Exposure Value 


E V とフイルム感蜜 


倍数系列の絞りとシヤツタ^~スヒ^—ド 
を単なる整数に置き換え、その数字の和 
で露出量を言い表すようにしたのがアベ 
ツクスシステム。絞りの数字を AV 、 シ 
ヤツ タ， __ スピ- — ドの数字を TV と 1 一一 I い、 
AV と TV の和が EV で、この数字だけ 
で露出量が表せる。例えば絞り FM (A 
V5) で lg 秒 ( TV 6) では 5 + 6で 

EV は1ということになる。 EV は絞り 
とシヤツタースピ^—ドの利なので、その 
組み合わせをどのようにしても EV 倘さ 
え 同じであれば、露出量も冋じで ある。 

そこでフィルムの感度を Isoloo 
にしたときの EV 値によつ て、 被写体の 
明るさを言い表すことができる。露出計 
や才^ ™ トフォーカスの作動範囲を衷記す 
るときにはこの EV 値が使われる。そし 

て (Isoloo) というただし 3L きを 

併記す る ことになつてい る。 

露出は被写体の明るさとフイルムの感 
度に対して絞りとシャツタースピードで 
調節するとい う 、4 つの m 素で成り立つ 
関係にある。そこでアぺツクスシステム 


では、 絞りとシャツタ1スピードのほか 
にフィルムの感度と被写体の明るさも S 
V と BV で表記して いる。 しかしこの2 
つは一般にはあまり使われていない。 

フィルムの感度は ISO で衣されるが 
これは国際標準化,構の規格で定められ 
たもの。 ISO の数字は感度そのものを 
表して おり、 ISO 200のフイルムは 
100のフィルムの2倍の感度が あり、 
ISOQ のフイルムは loo のフイルム 
の半分の感度となる。 


ほどいいが、一局感度フイルムほど 
や色再現性が悪くなる。そこでカラーリ 

バ^~サルフイルムでは、もっとも'ハラン 
スがいいことから一般によく使われるの 
が-— •. so' ― -oor ■ 八 通！！でも、その：^ 

真のほとんどをこの loo のフイルムで 
撮影して いる。 

これがカラ^ " ネガフイルムでは 、 Is 

0400 でも画質が loo のフイルムに 
対してもそれほど劣らない ことから、 4 
〇 〇の一焉感度タイプが主流になって いる。 
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絞り F 22 0,7秒 


85ミリ F I . 4のレンズでフ オー カスを人物に合わせ、絞り開放と 
F 5• 6、そして最小絞りの F 22 における前後のボケと被写界深度を見 
たもの。前後をボカすことでフォーカスの合っているところが浮 
き上がり、絞るほど手前から奥までシャープに写る。 

















:: 






写真においては絞りはボケ量を、シヤ 
ッタ ー はブレ量を調節しているが、これ 
は写真の絵作りに大きく関係しているの 
で簡単にその働きを解説しておきたい。 

写真ではフォーカスを合わせた被写体 
のその前後にもシヤ^~アに写つていると 


みなせる範國がある。これが被写界深度 
で、絞りを絞るほどこの被写界深度は深 
くなる。またレンズの焦点距離が短いほ 
ど、そして被写体までの撮影距離が遠く 
なるほど深くなる。逆に絞りを開けるほ 
ど被写界深度は浅くなり、レンズの焦点 


距离か長くなるほど、また M 写体までの 
撮影距離が近くなるほど被写界深度は浅 
くなる 

絞りとシャッタ^はそれぞれを勝手に 
は決められない。絞りを絞り込めばシャ 
ッタ1は遅くなる。露出は_りの上で 

両方が ぅまく 4 ff ね合ぅ組み v f わせにする 
ことでもある。 


: -.:i ; t:>/>MTV-*;:;.v 7 ii^l-''* し • f ♦ J'^ 

^ ...A /... 
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写界深度 1 

絞りを開ける 



$5ミリ判の場合、許容ボケ% 

(許容錯乱円〉は1/30ミリ 
、あるいは 0-03 ミリとする^ 



許容ボケは写真をどのような大きさにして観賞するかによって変わってくる。35ミリ判の1/30 
ミリというのは四ツ切に引伸ばし、30センチほど離れて見ても十分シャープに見えるとい 
うレベル.、もしキャビネサイズに引伸ばすのであれば許容ボケはこれより大きくてもいい。 


ゆつくりと回る水車は1/丨5#ほどの露出時間にすると多少ブレて実感通りの写りになる。ところ 
が露出時間を長くすると、それに比例してブレ量が大きくなるので4秒ではすごい高速で回転し 
ているように写る,〜現実にはこのような水車はないわけで、これはシヤツターのトリックである 



4秒 1/15# 
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暗い光源 明るい光源 


照明光 


暗い照明 明るい照明 



/ ■ひ , 

[入射光式露出計] 




測光とは 


自ら光を発するもの以外は、それ自体 
の反射率の程度によって白から黒までの 
それぞれの明るさに見える。白いものは 
明るいところで見ても暗いところで見て 
も白く見え、黒いものは黒く見える。こ 
れは人間の目が明るいところでは虹彩を 
絞り、暗いところでは虹彩を開けてその 
場に応じて調節しているからで、虹彩は 
写真の絞りとまったく同じ働きをしてい 
ると il _ える。 

被写体はこの白から黒の範囲に ある わ 
けで、その被写体の明るさはそれを照明 
する光の強さで変わる。そこで被写体の 
明るさをフィルムにその通りに写すには、 
照明光の明るさに対応して露出を調節す 
ればいいといぅことになる。そこでその 
場の照明光の明るさを測ることで露出を 
決めるのが入射光式露出計。そして被写 
体そのものの明るさを測るのが反射光式 
露出計。照明光を測るのかそれによる被 
写体の反射光を測るのかの違いだ が、 と 
もに一長一短が ある。 一眼レフの TTL 

露出計は反射光式露出計である。 
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左が代表的な反射光式露出計であるスポットメーター。中央が入射光式露出 
計。右はスポットメーターと入射光式の両方の機能を持った多機能型露出計。 





入射光式露出計は白い受光 
部を被写体の位置でカメラ 
のほうに向けて測光する。 
被写体を照明する光そのも 
のの明るさを測るので、被 
写体の持つ反射率の影響を 
受けない。 


入射 光式 露出計と、 反射光式露出計 


入射光式露出計は光球と呼ぶ白い受光 
部を被写体の位®でカメラのほうに向け 
て測る◦その場の照明光を測って露出を 
決めるので被写体が白いものであろうと 


黒いものであろうとその反射率の影響は 
受けない。それだけに確実な露出が測れ 
るとも言える。光球が丸く半球状になつ 
ているのは被写体が立体物という前提か 


ら で、 もし複写などのように平らなもの 
を撮影するときは平面受光板を使う。 

被写体の位置で測光す ることから、 花 
や人物写真そして商品写真などの撮影に 
適して いる。 特にストロボを使う撮影の 
露出の測定には欠かせない露出計で ある。 

被写体の位置で測光するために風景の 
撮影には使えない。また発光面を測るこ 
ともできない。さらに被写体の反射率に 
関係な く 測光で きる とはいえ、実際には 
白い被写体だけのときや黒い被写体だけ 
のときは露5^正が必要になる。白いも 
のを白一色に、里一いものを黑一色に写し 
たのでは、それぞれの階調が写真として 
J 儿やすく再現できないからである。 

反射光式露出計は、被写体の明るさそ 
のものを測る ことから 次ぺージにす 
る 約！^が あり、使う 上では問題点を含 
んで いる。しかし 一眼レフの TTLI 路出 
計は反射光式露出計で あり' その TTL 
露出則にはさまざまなメリットが ある。 
それはファインダースクリ t ンに映るも 
のは可でも測光で きるということである。 
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反射光式露出計は 
被写体は反射率18 
パーセントの灰色 
のものであるとい 
うことを前提に測 
光する 
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被写体の白から黒までを平均すると 
反射率18パーセントの灰色になる 
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すると被写体の白 

いものは白く、黒 

いものは黒く写る 
L ^ 


灰色がフィルム上 
で同じ灰色になる 
ような露出を行う 


反射光式露出計の約束事 

被写体 1 J 
- 出 


反射光式露出計は被写体の明るさその 

ものを測っている が、 その明るさという 

のは照明光に被写体の反射率を掛け合わ 
せたもの。白いものの反射率は高く、黒 
いものは低いので反射率にょって被写体 
の明るさは変わり、測光値も変わってく 
る。その測光値は被写体の絶対的な明る 

さであって、白さ 黒 さではない。そのた 
めに白い被写体は明るい被写体、黒い被 
写体は暗い被写体だと測っ てしまう。 

そこで白から黒までの ちょ うど中間の 
灰色を測光の際の基準の明るさというこ 
とに している。 これが約！^ で、 露出計 
が表示した露出は「被写体が この 灰色の 
ときのものです」という条件が前提にあ 
ると いう こと。このことを 忘れて、 ある 
いは知らないで雪景色を撮影す ると、 白 
ではなく灰色の雪景色になって しまう。 

この中間の灰色は正確には〇パーセン 
卜の 反射率で ある。 そこでこの基準の灰 
色を した 露出合わせ用の撮影用品と して 
22パーセント反射板と か、 グレーカード 
といった ものが市販され ている。 
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背景が明るい逆光だが灰 
色の丨8ノくーセント反射板 
を測光することて正しい 
露出を測ることができる s 
ただし光線状態、4寺に1喔 
光時にはこの灰色反射板 
の角度のとりかたで「て 
かり」の影響を受けるた 
めに測光値に ±0.5 段程 
度の違いが生じるので注 
意が必要である。そこで 
本書では「てかり J のな 
い反射板の作り方を34ぺ 
—ジで紹介する。そして 
本書の真の狙いは18/<— 
セントの反射板がなくて 
も確実な露出が決められ 
るテクニックを紹介する 
ところにある。 


2パ—セント反射板を使った測光 


W パーセント反射板は被写体を代表す 
る明るさのものなので、これを撮5^する 
被写体の位置におき、ここを測光すれば 
正しい露出が決められる。入射光式露出 
計のメリットを反射光式露出計で得られ 

るようにしたものである。 

奎日の表紙の裏側もこの 8 ハ ー セント 
反射板になるように印刷してある。紙の 
反射率や印刷工程によって多少の誤差が 
あるのは承知していただきたいが、測光 
のときには大いに役に立つはずである。 

使用上の注意としては、これは市販の 
クレ力^~ドも同じたか^^^するときの 
反射板の角度。表面が完全なマット面で 
はないために照明光線による「てかり」 
が混じると実際よりも明るくなり、結果 
的にアンダ ー な測光値になつてしまう。 
そこで「てかり」が見えないような角度 
にして測るようにす る。 

そこででは 「て かり」のないとつ 

ておきの反射板を糾 ぺ ー ジで紹介す る。 
しかも手作り。パソコンでお絵かきソフ 
卜をお持ちであれば製作可能で ある。 
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反射光式露出計の性格 



ここでは反射光式露出計は被 

う 測つ ている のかと いうことをもう 少し 
詳しく見て みる。 ここで一10う反射光式露 
出計とは一眼レフの TTL 露出計であれ 
ば平均測光や^<部重点測光の場合で、 
また単体露出計で も 同じで ある。 


上の図は3つの明るさに対して露出計 
が指示す る 露出で撮影す ると、 どれ もフ 
ィルムには同じ濃度になるといぅことを 
示した もの。 受光部からの電気的な I 力 






振らせ、その測光値ならこの 
とシャツタ1を組み合わせた露出にすれ 
ば、 フイルムには最適な光量が送り込ま 
れる という 意味で ある。 


ところが K ぺ . —ジ上のぼのょぅに八ナ. 



面が灰色の場合と、面積は狭いが真っ白 


な場へ口では. 



写体の状況はまつたく異 


なるのに受光部からの出力は同じような 
値になる。被写体がどのような状況であ 
れ受光部は光の総和を出力するからであ 
る。 そして実際の写真撮影では左べー ジ 
下の図のように被写体は明るいものから 
暗いものまでが入り組んでいる。それで 
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明るいもの 
は小さくて 
も露出計の 
針を十分に 
振らせる 
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基準露出 



明るいところと暗いところの総 
和が同じなのでいい結果になる 



画面内に明るいものがあると測 
光値はそれに支配されてしまう 



総計]00の明るさに対して基 
準露出を指示するという想定 


___反射率18パーセン 

If 10 11 • . 一義 … 

品品 :^:. 」 : 』浩函： 


卜の灰色（数字は 
明るさのパワー） 


露出計は反射率18パーセ 
ントの灰色に対して基準 
露出が設定されている 


平均測光露出計の性格 
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も露出討の受光郃は光の総和を出力する 

だけである。そのためにどこかに明るい 
,部分があると測光 M はそれに支配されて 
しまう。^<部重点測光や単体3路出計で 
被写体を漠然と測るとこのような問題が 
あるということを認識しておきたい。 
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粗いのがはじめに作った白の面積 
比か丨8パーセントのパターンで、 
ハイ グレードの用紙にブリントす 
るとほぼ正しし、測光値が得られた 
細かいほうが丨9パーセ 


ノ 


のも 


の 

v 


0 


これは64ドット分のうち12ド 
を白くして作ったもので面積| 


的には64分の丨2て淹勺 I 9ノくーセ: 


ノト 

となる。細かなバターンになると 
プリント時に黒インクが微細では 
あるが広がって反射率を下げるた 
めに19パーセントのほうが'良かつ 
たのではないかと思う。 
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反 

射 

板 


ブリントアウトしたものを 
黒いボードに張った手作り 
反射板0それをそのまま測 
光した露出て寸最影したもの< 
カメラがスポット測光を備 
えて I 、ればハガキ大の大き 
さでも十分に測光できる。 
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パソコンのグラフイックソフトで2パ 

1セント反射板と同等の濃度になるパタ 
ンをれり、真っ白な紙にフリントする 
というものである。この手作り反射板の 
1つのポイントが、プリント用紙でイン 
クジェットプリンタ1用のハイグレード 
タイプを使うこと。このプリント用紙は 
純白であると同時にかなりいいマット面 
なので「てかり」がなく大変測光がしやす 
い。 Q パーセントのパタ1ンというと難 
しそうだが理屈は簡単。当たった光の〇 
パーセントを反射するものということだ 
から、黒地に白の面積比が2パーセント 
というものを作ればいい。ただし実際に 
は真っ白な紙でも反射率は1〇〇パ . ^セ 
ントではないし、真っ黒なインクでも反 
射率は〇パ t セントではない。そこでい 
ろいろな比率のパタ1ンを作り、入射光 
式露出計と反射光式露出計でチェックし 
たところ、白の面積比が0パーセントの 
パタ1ンがもっとも良かった。手作りレ 
ベルのものなので^®な精度は保証でき 
ないが十分実用になることは®かである。 
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被写体の白さ黒さと露出補正 


反射光式露出計である一眼レフの TT 


L 露出計は反射率 Q 


〇 , 


セントの灰色を 


一光し、それがフィルムで同じ濃さの炚 


色になるような露出を指一小す る。 したが 
つて白いものを測光し、その指示のまま 
撮影す ると 白が灰色に写る ので、 露出は 


アンダ^^ ~になる。 逆 


いものを測光し 


そのまま撮影すると黒が灰色に写るので 
露 a - 1 は才^~バーになる◦そこで白いもの 


は白く、 


ものは顆く写るょぅにする 


のが露 Bi 止である 
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白いセーターの測光値による露出 
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黑いスカートの測光値による露出 




















































































































































白、黒、そして灰色の背景という3つの明るさがそろった被写体。スポット測光で白いセーターを測 
光し、+ 2段の露出補正を行った露出と、黒いスカートを測光し、 一 2段の露出補正を行った露出は、灰 
色を測光したときと同じ露出量となった。そして肌に対する露出も適正である。これが白いもの、黒 
いものに対する露出 f 甫正のもっとも基本的な考え方である。85ミリ絞り F 4 l /9_> ISO 100 
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白いテーブルを測光し、ハイライト基準測光にするとそこが真っ白に写る露出になる。ハイラ 
イト側には + 2* 1/3段、シャドー側には一 2* 2/3段と露出補正量を決めているのがハイライト 


基準測光、シャドー基準測光で、そこにはフィルムの再現幅が5段階という前提がある。 



白いテーブルの測光値による露出 白いテーブルをハイライト基準測光した露出 


ハイライト 基準測 光、 シャド—基準測 光 


被写体の屮でそこがフイルムのハイ 
ライト再現‘_の明るさに写るような露 
出を決める測光方法をハイライト基準測 
光と言う。そのために露出計の測光値よ 
りも露出量をプラス2 i 一 3段多くする。 
同様に被写体の中でそこをフイルム上の 
シャドー再現‘_の黒さに写したいとき 
はマイナス2 .23 段露出量を少なくす 
る。これをシャドー基準測光と言う。 

いずれも被写体の中でハイライトに再 
現したい®やシャドーに再現したい部 
分をスポット測 光し、 そこから露出量を 
シフトするもので、これは tfr べ^ —ジの白 

を白っぽく写す露_正や黒を黒っぽく 
写す露正の考え方の典型と言える。 

このプラスとマイナスの露_正量は、 
フイルムの再1が EV 値にして5段階 
分というのが前提になつて いる。 なおハ 
イライト基準測光は被写体のハイライト 
部が重要な場合に使うが、このときシャ 
ドー側は黒くつぶれてしまうかも知れな 
い。 同様にシャドー基準測光ではハイラ 
イトがとんでしまうかも知れない。 














































ネ幾体の輝いているところをその通りにフイ 
ルムに再現したいときにハイライト基準測 
光を利用する。ここでは^[幾体の輝いている 
部分をスボット測光し、+ 2‘1/3段の露出補 
正をした露出で撮影したもの。ハイライト 
基準測光は被写体の中のハイライト部分が 
重要なときに3〒う 。I 80ミリ+ 2 x テレコン 
バーター絞り F 5.6 AE ISO !00 


岩と;皮しぶきの情景だが、一0异(二し 
て砕けて散る波しぶきは測光が難し 
い。そこで露出を決めるもうひとつ 
のポイントが岩。この岩が真っ黒に 
写ればいい。そこで遠景の岩をスポ 
ット測光し、シャドー基準測光によ 
る 一2 • 2/3段の露出補正を行った。 
この一 2* 2/3段という補正量はフィ 
ル厶が黒くつぶれるところの基準だ 
が、これはフィルムの再現幅を5段 
階としたことによるもの。現実には 
6段階の再現幅があるのでここは 一 
3段としてもよし'。135〜400ミリ絞 
り FII 1/35渺 ISO 100 
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白し、壁の土蔵を AE によるカメラまか 
せで撮影すると白い壁が灰色に写っ 
てしまう。そこで+ 2段の露出補正を 
すると壁は白く再現される 3 カメラ 
の露出計は被写体が白し、ものかどう 
かを自動で判断することはできない< 
ただし多分割測光は非常に明るいと 
ころではある判断をするので注意が 
必要である（後述)。2 8〜70ミリ絞 


カメラまかせの露出 0 絞り F 2.8 AE (1/500#) 


り F 2.8 AE 露出補正+ 2 
秒 ） ISO 100 


/ I 25 



準値に比べてどの程度の明るさのものな 


のかはわからな 


i 〇 
IV 


とにかく受光素子 


入つた全光量をただ単純に出力し、これ 
を藤準倘として衷示するたけで ある。 そ 
こでこの被写体の白さ黑さは撮影者が力 
メラに教えてあげなくてはいけ ない。 こ 
れが露 Si 正で ある。 AE の1道叩はこの 


0 


*^1 


がカメラ自体ではできないとい 


うこと。もし カメラが fl い服たとか肌色 
だとかを自動で識別し、自動で露 S 
をするようになれば AE も完成の域に達 
する。とにかく現時点では自動露 Sii 正 


というものはな 


1 〇 


露 S 正は全画而がほぼ均一な明るさ 


の被 




であれば考えやすい。白い1量吊 


色をフイルムに白く^るようにするには 
プラス2段、明るい yc 色を明るい火色に 



i はプラス1段である。しかし左べ 


ジの波のように白以外の明るさのもの 


が混じつていた 




立 n 


分の範囲が変 


化するよぅな状況では難し 


〇 


A E 撮影では、露出補正は欠かせない操作 


露出計は測っている被写体が， - T いもの 
なのか黒いものなのか、あるいは測光基 
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白い波が画面の半分程度を占め、残りの海面も白 
っぽく、標準の灰色より明るい。露出計の指示通 
りの露出では右の画面のようにアンダーになる。 
そこで露出補正をプラス側に丨 • 1/3段行 1 うと実感 
通りの明るさに写る。全画面が白であれば+ 2段だ 
がそうではないのでい丨/3段にする。しかし美際 
にどれくらし、の補正量がい L 、かを判断することが 
難しい場合がよくある。400ミリ絞り F 8 
AE 露出 I 1 IE + い丨/3 (丨/400#) ISO 100 



露出補正をしなかった画面 。 AE (1/[000#) 
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白い波の画面に占める割合が時間と共に変化し、さらに黒い部分があり、また空も入ってい 
るという測光の難しい状況=このように画面内に明暗がある場合には、露出+甫正をしように 
もどれだけの f 甫正をすればいいかはわからない。ここでスポット測光が威力を発揮する。 



白し、波だけをスポット測光して+ 2段の露出補正。 カメラの AE まかせの露出。 
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顔の右側と左側で明るさにやや差がある 
が彦頁全^(本をスポット測光し、そのままの 
露出で撮影したもの。その結果、顔は基 
準露出の明るさに写ってはいるが、写真 
としては暗く感じることから露出として 
はアンダーである。女性の顔は測光値の 
ままではなく、プラスの補正が必要であ 
る。絞り F 2.5 1/1251 少 ISO 100 



右の露出に文寸して+ I . 5段の露出補正を 
行ったもの。肌の明るい感じがちょうど 


よく再現され女性写真としては、これが 
適正露出である。なお背景は明るいレー 
スの力ーテン。中央部重点測光でも、顔 
に近づいて同ネ羡の露出ネ甫正をすれば同じ 
結果が得られる。スポット測光露出補 
正 +1.5 段 F 2.5 1/5， ISO 100 




女性の肌の露出補正 


女性の顔を測光したときはフラスに露 
_正をする。女性の肌は反射光或露出 
計が測る被写体の中では基準値ょりも明 
るく、 基準値ではない。スポット測光の 
誤解された使い方に、顔をスポット測光 
してそのまま撮影するといぅのがよくあ 
る。 もし顔の明るさが Q パーセント反射 
板の灰色と同じレベルであればいいが、 
これはやや浅黒い顔。日に焼けた真っ黒 
な顔であれば、それこそマィナスに露出 
補正をすることになるが、女性の肌は明 
るい。その明るい感じを出すにはプラス 
の補正が必要である。 

補正量は顔を測光した場合はそこには 
0や -T や 陰影 がある ことから プラス 1 段 
が基¥。胸などの肌だけを測光した場合 
はブラス q 〜1 .23 段。そして2段がい 
いときもあり、 iggg な例で顔をハィキ I 
な調子にしたいときにはプラス W 段もあ 
り得る。明るい感じに写した顔は露出が 
才^—バ I なのではなく、髪の暗い ところ 
などが写直(のシャド^~~部として締まって 
いれば、それは適正露出である。 


適 f- 


環： f :一 
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1段の露出補正に対して+ 2段の?甫正をしたもの。さらに明るい感じの画面だが、黒い服 
や瞳が黒く写っている。シャドー部分が黒く締まっていれば露出オーバーではなく、これも 


顔をスポット測光し、+ I 段の露出補正をしたもの。一般的にはこれが適正露出で 
ある。85ミリ絞り F 2 AE ロック露出補正+1 (1/60#) ISO 100 


正露出である。85ミリ絞り F 2 AE □ック露出補正+2 (丨/30#) ISO 100 
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露出補正 ±0 絞り F 3.5 AE (1/20#) 


シャンデリアは電灯の集まりなの 
でそれ自体は非常に明るい被写体 
だが、この構図ではシャンデリア 
のアップではなく、照明された壁 
も被写体。と、これは典型的な夜 
景のシチュエーションと同じ。そ 
こで+丨 .5 段の露出補正をするとち 
ようどいい露出となる。24〜85ミ 
リ絞り F 3,5 AE 露出補正+ 
,5 (1/8 秒 ） ISO 100 
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奮 K は測光の難しい被写体というィメ 
1ジがある。照明灯やネオンなどの_ 
に明るいものから真っ暗なところまでが 
画面に入っているからで、被写体の明る 
さの範囲が極めて広い。これが写真で再 
现できる範囲を明るいほうにも g いほう 
にもはみ II してしまうからである。しか 
し傳京の撮影では真っ暗なところは対象 
外で、露出を合わせるのは建物やあたり 
の®京な ど、 いわゆる照明された f 。 
しかし露出計はそれよりも輝度の高い照 
明光源の影響を大きく受けてしまう。こ 
の光源を避けて測光できれば露正は 
■小•要とも言えるが、遠い奮15ではそうも 
いかない。そこでプラスの露 sii 正を行 
うが、基本的には q 段。そして画面の中 
に照明光源が多いときはプラス2段の露 
5^正も必要なことがある。 

また一傷6ではどこを重要視するかで適 
正露出も変わってくる。そこでプラス q 
段を中心に2 13段の前後露出をするか、 
あるいは測光値に対してプラス1段と2 
段を撮影しておく方法もある。 
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空に明るさが残っているころの夜景だが、電灯は露出計にはかなりのパワーを感じさせるために露出補正 
をしないと暗い。24〜85ミリ絞り F 8 中央部重点測光 AE 露出補正 ±0(2 秒 ） ISO 100 



上の露出に対して+ I 段の露出補正をしたもの。さらに時間が経過して空が暗くなると+し5 
段、そして2段;斤くの補正が必要になる。絞り F 8 AE 露出補正+1 (4 秒 ） ISO 100 















































































































































































建物の白い部分をス 
ポット測光し+ 2,5 
段の露出補正をする 
と、白 I 、部分の階調 
がその通りに再現さ 


れる 


〇 、― 


で黒い街 


灯は測光にはほとん 
ど影響はない。 



黒い車をスポット測 
光する場合、明るい 
ものが測光エリアに 
あるとその影響を受 
けるので、ここでは 
へ 、、 j ドライトを避け 
てドア中心に測る。 
多少の映り込みがあ 
るので、露出補正は 
— 2段とする。 




2 


力所で露出補正を行う 


露 SS T ; は画面の中のもっとも写した 
いところや 測光し やすいところに 対して 
行ぅ。 そこでこの 露_正を画面内の2 
力所について行って みる。 そして補正後 
の露出量が一致すれば、ょり洗 



し 


ソ確かな露 

なるということが言える。また一致し 


ない場合には、露正量について再度 
検討して みる。 

まず白の露正は基本はプラス9 


だが、これは1 



全体が由 





口いろいろな明るさがある中におけ 


る白はプラス2〜3段の間で考える◦ひ 


と口て言えばフラス2段では白っぽい® 


じであ t 


3段では真っ白という感じで 


ある。 フィルムはプラス3段までは階調 
を fi r し、 これを越えると1^1くとんで しま 

でいろいろな明るさがある画面 


対しては' まずはプラス 2.5 を 


基準にする。そこで左の写真では建物の 
ぃ_をスポット測 光し、 プラス R の 
露 33® 正をすれば白い_は実感通りに 



次に黒い車をマイナス2段の露出 


IV?. 


にしてスポット測光をしてみ る。 すると 



不的には同じ露出と なつた。このこと 


からこの露出であれば間違いな4正 


写ることが予想で きる。 

ここで tf のマィナス2段というのは黒 
っぽく写るという明るさで ある。 車をス 
ポット測光するとはいっても多少は明る 
いところも含まれて いたり、 ボディへの 
映り込みが ある。 そこで平均して黒っぽ 
いという感じで マ ィナス2段で ある。 

っ黒なものを真っ黒に写すのであればマ 
ィナス3段で ある。 
































































右ページのように 2 力所についてそれぞれ露出 M 正をした結果、ともに同じ露出になった。これでより 
確実な露出にすることができる。この方法は測光インジケーターのないカメラの場合で、測光インジケ 


槪 EE 量の読み取り 


〇 


24〜85ミリ絞り F 5. 6【/6 _> ISO 100 
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2.8 60 


-3 


0 12 3 + 


白い服をスポット測 
光し、同じ露出にな 
るように露出補正操 
作をしたときの表示 






露出補正量を測光インジケ—夕—上に置き換える 


露正量は数字で把握するよりはス 
ケール上に表示されたほうがわかりやす 


y 0 

IV 




b と表示され るよりは、 スケ 
ル上の目盛りの C のところに^ IT があ 


これはデジタル®^とアナログ_計の 
関係に似ている。単に時刻だけを知るの 
であればデジタルでい 


いが、あと pj 


れば：3段といぅ補正量がアナログ的に把 


握で きる からで ある 


〇 


分といつた経過まで知る には、 文字盤の 
あるアナログのほうがわかりやすい 
露正のプラス•マイナスという量の 


しでを 
光上正 

測！補出 

卜夕出露 
ツー露の 
ポケのき 
スジ段と 
をンーた 
顔 


3 - 

2屋 


i 


20 


3 - 


60 


00 


増減も同じで ある。 そしてアナログ時； 


三口 


の文字盤に相当するのが 


S 出計ではフ 


アインダーの中に設けられた測光インジ 


ケ^_夕^„である 


えば AE モ 


0 



I ドの撮影で、まず露出 
決定のポイントになるところを測光して 
露 S 正を し、 そのときの露出を確認す 

先 AE であればシャツタ1ス 


る 




ピ ー ドの確認で ある。 次に別のと ころを 
測光し、同じ シヤツタ 1 スピ ー ドになる 
ょうに 露正 ダイヤルを 问 す。 そして 
そのとき測光 インジ ケ^夕^~に示された 
補正 量が、 その被写体に対して適切と判 
断できれば、その露出はょり離笑なもの 
と言うことができる。 右ぺージの2 力 所 
の露 g 止操作が、アナログ感覚ででき 
るということで ある。 

そして この露_正量を測光インジケ 
• 夕^^のスケ^^ル上に日 rf として2 き換え 
ることが、実は露出決定の要となる考え 


方なのである 


0 


































AE モードで顔に対して + I 段の露出補正をしたときの露出量は、絞り F 2. 8ではシャツタースピードが 
60。次に白い服の明るいところをスポツト測光し、同じ露出になるように露出補正ダイヤルを回すと、 
インジケーターのネ旨標は+ 3となった。これは白いものが真っ白に写るということだが、補正量をインジ 
ケーター上に読むことで露出補正が把握しやすくなる。85ミリ絞り F 2_8 AE (1/60#) ISOIOO 
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露出補正の概念は露出決定の要である 


露 S 正とは、 露出計の指示値に対し 
て露出量を被写体の白さ黒さに応じて加 
減す るためのもの、と 説明して きた。 そ 
して露正は一般的には AE 、 すなわ 
ち自_路出による撮影に対して行ぅ操作 
である。ときに、 フィルムの感度設定を 
意図的にずらして露出レベルを加減する 
こと も あり、これ も 露_ 正である。し 
かし Etg が S で一般的ではない ので、 
ここでは除外す る。 

被写体の白 さ 里〖 さや 8 ハ ー セント 標準 
反射板の灰色よりもどれく らい 明るいか 
暗い か、といつた 露§ 正の考え方。こ 
れを測光 イン ジケ ー タ 1 と組み合わせる 
ことで 俄然、実用性が高まつ てくる。こ 
のとき、 測光 エリアの 狭い スポット 測光 
との組み合わせが 日 賈であることは 言ぅ 
までもない。そしてさまざまな 被写体に 
刘 する 露533¢正の概念をつかむ ことがで 
きれば、 正確な露出を たちどころに 決め 
ることができるようになる。 


第与体の明るさをフイルムでその通り 
に写すための露出の決め方。それは被写 
体のそれぞれの露_正 量を、 測光イン 
ジケ ー タ^ ~ 上に麗き換えるといぅ考え方 
である。これが康日のポイントでもあり、 
Q ぺージ以降に詳しく解説す る。 また こ 
の方法は反射光式露出計だからこそ可能 
な ことで、 一眼レフの TTL 露出計とは 
まさに鬼に金棒の組み合わせでもある。 

多くの一眼レフをはじめとした AE 力 
メラでは、露®正は AE 撮影時の® 
的な_としてとらえられてきた。しか 
しカメラの露出計は自動的に露@正を 
することはできない。カラーネガフイル 
ムの場合はプラス•マイナス2、3段の 
露出のオーバーアンダーはプリントで直 
せるので問題にはならない。しかしカラ 
1リバーサルフイルムでは、 q 段のオー 
.ハ ~アンダ^—で失敗になる。このシビア 
な露出に対しては、現在の自動露出はよ 
くて Q 点くらいの成績で ある。 


そこでカラ^~リバ . _サルフィルムによ 

る 撮影を前提に すると、 カメラの露出計 
では®笑な結果は期待で きない。 したが 
って露出計の指示を頼りに、 そこから 先 
は撮影者が露 S 正を して 適正な露出を 
決めなければいけない。極論を言えば、 
露 as 正はたまに行うものでは なく、 撮 
影のたびに行うものである。露出計で測 
り、その被写体に対してどれだけの露出 
補正を するか。 これはその都度考えなけ 
ればいけ ない、 露出計を使った撮影では 
いわば必須の行程である。ときには露出 
補正が不要な場合があるが、それは露出 
補正をどうす るかと 考えた結果、 〇 でい 
いという だけの ことで ある。 

露正は撮影のたびに行う ものと い 
うと、 撮影が面倒に なると 思われる かも 
知れない。だが、露出の失敗が なくなり、 
1 枚、 1枚を的確な仕上がりの写真にで 
きるの だから、 そのためには惜しむべき 
ではない。 IgglS に露 Hi 正を活用する 
ようになると、 露出の失敗は必ずなくす 

ことができるのである。 
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多分割測光のために 
分割された S P C 



ファインダー内測光 


ファインタースクリーン 
上の被写体像が小型レン 
ズによって S P C に結像 
する。スポット測光では 
中心の円い部分のみ使う 


ファインダー内 
測光用受光素子 


フ オーカン ン 
グスクリーン 








ボディ測光によるスポット測光は被写 
体像を直接結像するのでキレがいい 


スポット測光 
用受光素子 


T TL 露出計の構造と特徴 


一眼レフの カメラと しての一番の1 
はそのファィンダー。フィルムに写る画 
像と同じものが見られる ことから フ アイ 
ンダーとしての精度が非常に 高い。 ワイ 
ド、超望遠、撵与とどのような撮影でも、 
そのフオーカスと搬影視野が:確に決め 


られ る。 このフアインダ^~の！^ tr の一向さ 

が内蔵の TTL 露出計の震をも極めて 

高い ものにしている。 TT というのは 

Through-The-Lenz ( レンズを通して ) 
の略。撮影レンズを通して被写体の画像 
を直接測光する、カメラに内蔵された露 


出計としては理想的な形態で ある。 いや、 
内蔵露出計に限らず、単体露出計に比べ 
ても、その機動性や使いやすさにおいて 
写真の露出を測るといぅ点では、 S の 
露出計と^ 一=える。 

測光の受光素子は半導体の SPC (シ 

リコン•フォト*セル)。この SPC 受光 
素了は小さくても感度が高く、さまざま 
なパタ^ンに作 ることができる。 多分 割 
測光やスポット測光な ど、 高度で複雑な 
測光を可能に している。 

TTL 露出計は、その受光部の設置場 
所にょってファインダー測光とボディ測 
光に分けられる。ファインダー測光はフ 
ァインダ^^光 M 子系の中で測光するもので 
多くの 一 J レフがこの方式。ファインダ 
1 測光は小さなレンズと一体化した受光 
素子が接眼窓の横や上にある。ファイン 

ダースクリ^ —ンの映像がこの小さなレン 

ズにょって受光素子の上に結 像。 受光素 
子は SPC を細かに分割した もので、こ 
の分割パタ1ンが多分割測光の各々の受 
光素子になる。ファインダースクリーン 
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上の映像を 1 個の小さなレンズで受光素 


匕こ 


結像させるため 


度がスポット測光の測 





J の f の精 

ソアのキレに 


ra « してくる 


0 


ボディ測光は半透過式の第1ミラーを 
通過し、次の第2ミラーで}^に導かれ 


现 ■:議 

j へ：：".. .：：：.. 一 

~ . 



た光線を、ミラ^ — ボックス ト面の受光 




測る◦この一 X 又光部は A F センサーが 
罪ねている場合もある。スポット測光で 
は被写体が直接測光できるので、一 


養 


リアのキレがいいのもボディ測光の f 
ボディ測光はファインダーから独立して 


\4 


るので、ファインダー交換式の一眼レ 


フでは^§である。またストロボの TT 
L ダイレクト調光はストロボ侃影中のフ 


イルム 




像を测 るが、 そのためにフ 


ルム而のほうを向いた受光素子がミラ 


ボックスの 


2ある。 したがつてこ 


才もホテ 


光である 


0 


実際にフイルムに^る iff 像そのものの 
明るさが直接測れるだけに、 TTL 露出 


は数多くのメ 


ソ 


トヵある 


〇 


まずレンズ交換をしてもファインダ^ — 
でとらえる両面で測るので、レンズの画 

ヽ、画面の中の被写体だけが 


角に関係な 


測光の対象になる。単体露出計では受光 
角が問題になる が、 TTL 露出計ではこ 
の受光€:の問題から解放され る。 これは 
特に望遠撮影や接写で威力を発揮す る。 


超接写では TTL 方式でなければ測 



きないと言える 


0 



写でレンズを繰り出すと実効 FWI が 


暗くなる"そのためには露出倍数をかけ 
なければいけない が、 TTL 測光ではそ 


れも不要。同様にフイルタ1を装着した 


ときもそのまま測光すればよ 


■出倍 


数を気にする必要もな 


〇 


ただし色フイ 


ルターでは、光源の色温度や受光部やフ 


イルムの感&性 



つては補正が必要な 


場台があるが。 

最近はレンズの小型化のためにズーミ 
ングにょって 明るさの 変化す る ズ^ —ムレ 
ンズが多い。しかし、これらのレンズで 
も F 値がいくつであっても正しく測光が 
できる。 

天体望遠鏡や顕微鏡などの光学系を組 

み台わせたり、^作りレンズやピンホ^— 


; p 与 W などでも iF し 




出を iffl ることが 


できる 


〇 


眼レフはファインダーで見ら 


れるものであれば何でも撮影できるよ 
に、 TTL 露出計はファインダーで見ら 


れるものは何でも測光できる 


0 
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3 つの測光方式 

最近の AF 一眼レフは多分割測 光 、 h 
央部重点測 光、 そしてスポット測光の3 
つの測光モ^~~ドを搭載して いる。 それぞ 
れに g 徴があるので撮影状況に応じて使 

多分割測光 

AF 一 吸レフがその先近們をアピ^ —ル 
している測 光モ ー ド。 画面をいくつかに 
分割し、それぞれの受光素子の明るさ情 
報から被写体の状況を rs し、露出を割 
り出す。絶対的な明るさ、受光素子間の 
明るさの差、その分布の仕方などが判断 
：£$：になる。また AFS からの距離情 
報が使われる こと も ある。 

例ぇば両面の^<に比べて周囲が明る 
いと、 これは逆光だと判断す る。 ただし 
周囲が中央ょりも明るいときは、すべて 
が逆光とは言い切れない。このあたりの 
判断が難しい。そのためにおそらく逆光 
であろう という ことから^<を重視した 
測光にはなるが、周！ 一 を無視するところ 


までは踏み切れない。 

ひとつの 受光素子だけが飛び抜けて明 
るいと、 これは何か光源の ように 非常に 
明るい ものであろうということで これを 

測光対象から 外す。 しかしそれをあまり 
徹底すると、今度は冋りが 暗くて一つ だ 
け明るい、 ちょう ど舞台の ような 過顺光 
では逆の結果に なってしまう。 結局はほ 
かの明るさとのバランスから適 中 n に 加減 
を するといつた程度. になる。 

画面の半分が明るく半分が暗いと、中 
央部 I 点測光では明るいほうで決まって 
しまう が、 多分割測光では暗いほうとの 
^■間にするといつたことをす る。 

また画面全体の測光値が IS 〇1〇〇 
において EV " から/:以上の明るさにな 
ると、 これは高輝度の被写体という こと 
で意図的に明るく写るようにす る。 

多分割測光の完成度の高さは、いかに 
多くの状況に対してオートでいい結果を 
出すかということ。これは各受光素子か 
らの！^によって、どのような処理手順 
で露出を割り出すかにかかつている。こ 


の処理手順のことをアルゴリズムと言う 
が、 多分割測光の#一能はまさにこのアル 
ゴリズムのうまさにかかつている。 

結局、多分割測光とはいつてもカタロ 
グで言われているょうないい露出になる 
のは、そのカメラの相其疋した状況に被写 
体が一致したとき。それが全撮影ヶース 
に対して どれく らいになる か、 これは撮 
影の内容にょっても変わってくる。状況 
を判断するとはいつても逆効果になつて 
はいけないので^{疋まではで きず、 ある 
程度の加減に留めることしかできない。 

したがつて多分 割测光は、 とつさにシ 
ャッ タ 1を切らなければいけない とき、 
あるいはとにかく AE で撮らなければな 
らない ときに、もつとも 失敗の少ない測 
光モ^— ドと いう こと。 露出にシビアな力 
ラーリバ ー サルフィルムを使う とき、 す 
ベてを多分割測光の AE に頼って撮影す 
るのは危険である。 

また多分割測光はカメラがさまざまな 
判断をしているだけに、そこに撮影者が 
露 Sig 正を加えることはできない。 
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中央部重点測光では、明る I 、太陽と海面の反射で露出はアンダーになる 
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多分割測光では輝度の高い情景では、それが明るく写るようにする 


中央部重点測光 

両面^:の測光感度を高くし、周辺に 
いくに従って感度を低く する。 その程度 

はカメラによつていろいろである。被一与 
体を漠然と、マイルドに測光するときに 
向いている。しかし明暗差のある被写体 
には向かない。$部重点測光で多い测 


光の失敗は被写体の中に明るいものや，：！： 
いものが混在して いると、 q ぺージに記 
したよぅ に、 その影■を受けて露出がア 
ンダ j になつてしまうこと。それを避け 
るには明るい部分、白い§1¢：を避けて测 
光す る。 被写体に近づくことができれば 
より画実な測光ができる。 


スホット測光 

忠部重点測光でも、被写体に近づく 

ことで、冋りの明るさの影響を受けるこ 
となく測光したいだけを测光するこ 
とができる。しかし被写体のそばに近づ 
けない場合もある。そこで測光エリアを 
煙 1に狹 くし、 居ながらにして被写体に 
近づいたのと同じことができるようにし 
たのがスポット測 光。 

では被写体にスポット測光するだけで 
適正な露出になるかというと、そうでは 
ない。才1トフォ1カスは狙つたところ 
にフォーカスを<口わせるだけなのでいい 

が、露出の場合は狙っただけでは適正な 
露出にはならない。スポット測光も反射 
光式露出計なので、露 S 正を行う必要 
がある。狙った被写体の白さ、黒さ、明 
るさの感じに応じて露_正を して、 は 
じめて適正な露出になる。 

露出決定の要は露91 補正の概念だが、 
これは£部電占_測光もスポット測光も 
同じ。 両者の違いは測光エリアが広いか 
狭いかだけである。 
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露出モ—ド 

絞りとシヤツタ^ —を、 どぅ組み合わせ 
るかが写真の表現になる。それぞれを独 
立させて設定するのがマニュアル露出。 
カメラの露出モードでは基$の基本で 
ある。掘影^かシャツタ^ —スピ^—ドある 
いは絞りの一方を 設定し、 残りをカメラ 
が， PI 動制御するのがシャツタ1速度優先 
AE と絞り優先 AE 。 そして、シヤツタ 
1と絞りの [ JJyy ともカメラが， N 動制御す 
るのがプログラム AE 。 シャツタ—と絞 
りの組み An わせがあらかじめプログラム 
されていることからこぅ呼ぶ。このプロ 
グラム AE には、 標準プログラムのほか 
にポ-—トレート、スポ'~ツ、風景、接写、 
し魯京ポー トレ ー ト 、といつた撮影状況に 
合わせたマルチプログラムがある。 
プログラム AE 

マルチプログラムは、初心者向きの機 
能として多くの一眼レフが搭載している。 
これは絞りとシヤツタ1スピードの知識 
がなくても、撮影意図を反映させること 


力できるといぅもの。ポ ト レ ト モ^— 
ドはできるだけ絞りを開ける、スポーツ 
モードは r 能な限り速いシャッタ1スピ 
1ドにする、風景モードはできるだけ絞 
る。またレンズの焦点距離に応じて、絞 
りとシャッタ1スピードの組み合わせ方 
も変える。 AF 一眼レフはレンズの焦点 
距離情報がカメラ側に伝達されるので、 
このよぅな細かい対応ができる。 

しかし、開放 F 値が FM 3といつ た、 
さほど叩るくはない楞スームを f ^ し 
た場合は、ポートレートモードもスポ丨 
ツモードも結果的にしていることは同じ。 
初心者 HJ の撮影モ ー ドでありながら、初 
心者がまず使ぅ標準ズ ー ムではそれほど 
写真表現としての蕋は出ない。大 n 径の 

明るいレンズやマクロレンズ など、 使 LI 
R 的がはっきりしたレンズを組み合わせ 
たときに、 その効 m が现れ る。 

したがってプログラム A E のモ ー ドの 
数が多いほど、優れたカメラということ 
ではない。絞りとシャツタ1の知識さえ 
身につければ、すなわちカラ ー リバーサ 


ルフィルムを使うくらいの写真フアン、 
カメラフアンにとつては不要な撮影モー 
ド。 マルチプログラムのために、カメラ 

の液晶__と操作 S は烦靴になる 
ないほうがカメラとしてそれだけシンブ 
ルで操作もしやすくなる。 

ただし、マルチプログラムは不要とは 

いえ、例えば心身ともに疲れて、思笼此 
力もなくなつてしまつたが撮影はしたい 
ということがある。また写真の知識のな 
い人が、そのカメラを使うということも 
ありうる。このようなときはプログラム 
AE があれば助かる。そこでマルチプロ 
グラムではなく、シンプルな標準プログ 
ラムのみであればいい。またブログラム 
シフトにより、ダイヤル操作ひとつで絞 
りとシャッタ^―の組みム Z わせを変えるこ 
ともできる。 

そしてプログラム AE は、所詮はシャ 
ッターと絞りの組み合わせをカメラが行 
うだけで、露出の自体は他の AE モ 
1ドと変わらない。すなわち自動路出の 
失敗は同じようにするので ある。 





































絞り優先<^|、シャッタ|速度優先/\1^ 

絞り優先 AE とシヤッタ1速度優先 A 
E は寮効に使える。絞り優先 AE は撮影 
者が絞りをセットするが、写真の絵作り 
において絞りは重要である。開放で使ぅ 
か、 1段絞る か、 2段絞る か、 また被写 
界深度をどこまで 深く するかな ど。 また 
ボケの形 や 周辺光量、シャープ さや フレ 
アやゴーストなどの光学#^にも絞りは 
関係してくる。 

シャッタースピードは被写体のブレ量 
を調節す る。 ブレのないシャープな写真 
に するとき は、 レンズの焦点 h 離や動く 
被写体の速さに応じて高速のシャッタ 1 
にす る。 逆にブレを生かして動感を出す 
には低速のシャッタ1にす る。 

絞り優先 A E にしろ シヤツタ 1 速度優 
先 AE にしろ、 それぞれを セットす るだ 
けで絵作りが完成するわけではない。絞 
り優先 A E では自動^ IJ 御されるシャツタ 
1 スピ ー ドは どうなるか、 シヤツタ ー 速 
度優先 A E では自動®®:される絞りが ど 
うなるか、 その確認が必要で ある。 絞り 


を絞ればシャッタ1は遅くなり、シャッ 
夕1を速くすれば絞りは 開く。 両者はま 
さに鎖でつながれたような関係である。 

そこで、できるだけ古问速のシャッタ1 
を切りたいというとき、言葉の上からは 
シャッター速度優先 AE がいいと思われ 
るかも知れない。しかし絞りは開放にな 
ったらそれ以上、明るくはならないから 
むやみに速いシャッタ I はセットできな 
い。そこでもっとも速いシャッタ1が切 

れるのは、絞り優先 AE にして絞りを開 
放にしたときである。 

シャッター速度優先 AE はブレを動感 
として 写真に表現し. たいとき、また 絞り 

優先 A E ではストロボのスロ^~シンクロ 

撮影がしにくいときに便利で ある。 そし 
ていずれも使うシャッタ^ —スピ^—ドは低 
速で ある。 

マニュアル 

絞りと シャツタ ー スピ ー ドをそれぞれ 

単独で設定するマニュアル。撮影時にお 

けるマニュアルの fj 傾は露出 n 姐をずつと 
通定させておける、という こと。 AE は 


被写体の^^やカメラを向けた方向によ 
って露出が変わる◦変わっては困るとき 
は AE ロックをする が、 カメラによって 
はこれがすぐに解除され たり、 またシャ 
ッタ 1 を WJ ると 解除され る ものも ある。 
そこで露出量を固定して搬影したいとき 

にはマニュアルがいい。 

またカメラによつては AE とマニユア 

ルではファインダー内の露出 m . j 係の表示 
が変わる。例えば AE のときには測光イ 

ンジケ^^夕^^は® 正の襄示スケ^~ル 
となり、 マニュアルに すると 輝度差表示 
になる というもの。 AE 撮影時に 、 AE 
ロックを すると そこで測 光 インジケ^ — 夕 
—で輝度差表示が行われると大変便利で 
ある。 しかしそこまで考えられていない 
カメラでは、測光インジケータ1を活用 
した露出決定を行うにはマニュアルにし 
なければならない。 

AE で撮影するかマニュアルで撮影す 
るかという選択以前に、より確実に露出 
を 決める ために、 測光システムのほうか 
ら撮影モ . ^ ドを 選択す ることになる。 






































周囲は陰になった木なのでやや暗い。シャツはいろいろ 
な明るさが混じっているが、平均するとほ ( ま標準の灰色 
の明るさ。この例では中央部重点測光と多分割測光がま 
ったく同じ露出で、さらにスポット測光で顔に対して+ 

I 段の露出補正を行ったものも同じ露出である。女性の 
顔はやや明るく写さなければいけないが、周囲の暗さが 
彦頁をちようどいい明るさにした、という例である。 



背景は黒い格子と緑の葉。格子の向こうには明るい地面 
があるが面積:としてはわずか。この例では画面の中央部 
分の多くが真っ黒な服ということで、多分割測光による 
A E でも顔がちようどいい明るさになった。これは偶然 
の結果であって、多分割測光が良頁をこの明るさになるよ 
うに考えたわけではない。女性の顔だから+ I ,5段の露出 
補正をする、という多分害 lj 測光はまだない。 


A E が無難に撮影できる 状況と 、 A E の失坆 


左の写真は、女性ポ 


レ 


-■ 


お 


て AE が適正露出で写せる例で ある。 や 


や暗い背景に中 if な明るさの 


J 义〇 


あるい 


は中庸な明るさの背®に摞い Ran 以外 


はゃゃ暗ぃとぃぅ状況でぁる。その結71、 


央部重点測光でも多分割測光でも顔は 


〇 


やや明るい感じになる 


女性の肌は， H から黒の中間の基準値よ 


りも1段から2段ほど明るい。したがつ 
て周りがやや暗いというと きに、 AE で 
は領がちようどいい W るさになる。胡り 


顔以外は輿つ^と 




況では顔は露出ォーバーにな 


A くと 


んでしまうが、この程度の背景であれば 
顔はちようどいい 1 : PJ るさに与る。 


これに対して左べ—ジのように0い 


フ义 



の例では背景がかな n 




いの 



でその分、 AE は多少は明るくしよぅと 
する。 しかしそれよりも白い服のほ 
強力なので、その白を基準レベルにしよ 
うとするから j い服は灰色に近い感じに 
写つてし まう。 それだけに顔はアンダー 


である 


0 


そして；卜の例のよぅに背景が， H い^で 
顔以外は白といぅ状況。 AE はこれを 
そのままフィルム上で基準レベルの濃度 
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右の：!犬'况をスポット測光と測光インジケ 
一夕一で露出を決めたもの。顔は+し白 
い服の明るいところは+ 3て f 衾のところ 
が+2となるような露出である。300ミリ 
絞り F 4 1/8渺 ISO 100 



白い服では、多分害_光で背景が喑くて 
も]!頁への露出はアンダーになつてしまう, 
かといって多分割測光では露出補正のし 
ようもない。300ミリ絞り F 4 AE (1/ 
200#) ISO 100 
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背景がどうであろうとスポット測光と測 
光インジケ^—夕一で顔が+ I 、服か+ 
2,5〜3となるような露出にすればいい。 
ちなみに背景の白し、壁は+ 2 . 5であった〇 
80ミリ絞り F 5.6 1/60# ISO 100 



白い服に加えて背景も白い壁。カメラの 
多分割測光は、これが白し、被写体である 
ということはわからないから、これを基 
準値の灰色にしてしまう。80ミリ絞り 
F 5.6 AE (1/180#) ISO [〇〇 


にするから灰色の服、灰色の壁になつて 
しまう。 その結果顔はかなり暗い。 AE 
はともに多分割測光だが、服や背景が ， n 

いということはわからないからこのよう 


なことになる。そこで露 Si 正をすれば 
いいのだが、多分割測光はカメラがいろ 
いろな処理をしているので、単純に白い 
ところだからプラス2段の補正でいいか 


どぅかはわからない 
- 止しい明るさのほぅはスポット沏光と 
測光ィンジケ - ~夕^~~で各部を沏光して決 
めた露出である。 


59 













































:ぼ_麵: 



:廳 

F3™p 

: .:::::: 卜： ...::: も::::: 


. 、爆. 



'誦 


AE (1/8 渺） 



'禽ぢ ㉟ 

'■響 



AE (1/4 渺) 



AE (1/20#) 

多分割測光で同じ桜の木の構図を変えたところ、露出は 
このように変イ匕した。下の画面は大変いい結果である。 
しかし中段の画面は丨段暗く、上の画面は2段暗い。下 
の画面のときに AE ロックをイ吏えばいいが、 AE で撮影して 
いるとき、下の画面のときが適正露出ですなどというこ 
とはわからない。むしろ中央部重点測光で桜だけを露出 
補正+丨，5にして AE ロックをするほうが確実である。 
28〜135ミリ絞り FI I 露出字甫正±0 ISO 100 


A E の問題点 


1本の桜の木を多分割測光で構図を変 
えたもの だが、この3カット だけで露出 
は2段^{化して いる。 同じものの撮 g 
であれば構図を変えても露出は変わらな 
いというのが理想。だが現実の AE では 

えれば、現状の AE 


それは無理。 



はこの程度の もの、ということで ある 
左べ ー ジの明るい灰色の 泊犬と 人物 


0 


そして、さらに 背景に空が 入るとどうな 


としう歹である 


0 rn -x u 


は白ではな 


N 4 


が明るい吹色で人物よりも明る 


力 



一。それ 

面の半分を占めているので、 AE の 


露出はかなりこの影響を受ける。そのた 
めに人物は露出不足である。このときも 
下段のスポット測光と測光インジケータ 


—によるもので、顔をプラス1にすれば 
露出は雜 SK である。 

そして同じ被写体を、 カメラ ポジシヨ 


ンを1^し下けて背景に^ L か少し入るよぅ 
にすると、^<部重点測光では i な露 
UJ アンダ^—である。多分割測光では明る 
いのは空であろうと lie 。 その影響を少 



なくす るよう にはしているが 


側の写真よりアンダーになつている 


0 


このように AE は背景に明るい空が入つ 
たりす ると、 それだけで露出は コロコロ 
と 変わつてし まう。 その点スポット測光 


は1実である 


〇 
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中央部重点測光 AE (1/250#) 



多分割測光 AE (1/6 诉少) 



m 


懿: 


: ni'i 


::⑦れ如磁 


スポット測光顔を+1 l / l 5 f 少 



中央部重点測光 AE (1/3_>) 



多分割測光 A E (I /30#) 



スポット測光顔を十丨丨/1贷少 


酬の上に空が入るような構図になると、中央部重灰色よりは明るい感じの泊犬と人物。中央部重点測 
点測光ではその明るい空の影響を受けて、ほかは極光と多分害_光は、ともに狛犬の明るさを主に測っ 
端な露出アンダーになってしまう。これに比べるとてしまうために人物は暗い。スポット測光では顔が 
多分割測光はまだいいが、それでも空の影響を受け測光ィンジケーターで+1となるような露出である。 
ている。背景がどうであろうと、やはり確実なのは24〜85ミリ絞り F 5.6 AE は共に露出補正±0 
スポット測光である。24〜85ミリ絞り F 5.6 AE は ISO 100 
共に露出補正± 〇 ISO 100 
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上の写真と同じようにスポット測光で十い2/3の露 
出にしたもの。露出補正の概念で露出を決めれば、 
どのような明るさのところでも白く写せる。中央部 
重点測光でも同じ D 絞り F 8 1/80# ISO 100 


光が弱くなったときに上と同様の花を多分割測光で 
AEf 最影したもの。このときはリミッターのかかる明 
るさではないので白い花が灰色に写ってしまう。絞 

り F 8 1/20渺 ISO 100 • 


太陽を反射させて輝く海は、被写体の中ではもっと 
も明るいもの。中央部重点測光はそれを正直に測光 
するのでフイルムには中間の灰色に写る:.絞り FI 丨 

AE (1/20_少 ） ISO 100 


■.ヂ NT ノソ‘で¬ 
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多分害 y 測光は高輝度な被写体では、絞りと ゞ ャッタ 
—の追従を止めて明るく写るようにリミッターをか 
ける。しかしこの被写^[本は明る過ぎるためにやや才 
—バー である。絞り Fll AE ( I /35 D #) ISO 100 




s - ^ 




,：：> 




花をスポット測光し測光インジケーターで+丨 • 2/3 
となる露出。この被写体なら中央部重点測光で同じ 
測り方をしても いい。 絞り F 8 l /50_ ISO 100 


'物多、 

%■ぎ#^ 

■1:.参 ..:： J 

禱 W 遲 

太陽の直射光下の白い花。多分割測光のリミッター 
が効いて適正な露出になった例。中央部重点測光で 
は灰色に写る。絞り F 8 AE (1/640 秒) ISO 100 
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中央部重点測光では、明るい空のために当然のこと 
ながら露出はアンダーになる。空を避けて AE ロック 
をすればいいが。絞り F 5.6 1/90# ISO 100 



多分割測光による AEt 最影。カメラの判断がうまくい 
き空の影響を排除して適正になった例。常にこうで 
あればいいのだが。絞り F 5,6 1/45# ISO 100 





j 




S 


右と同 W え態を同じカメラでも、中央部重点測光に 
するとこのように明かりによって露出は絞られ、極 
端なアンダーになってしまう。50ミリ絞り F 2 AE 
(1/125#) ISO 100 


| ：'： •■■'• r .' 

i 

I 

f .. q 


多分割測光の場合、 AF でフォーカスを合わせたとこ 
ろを重視するようにしたカメラでは、そばにこのよ 
うに明かりがあってもその影響は受けない。50ミリ 
絞り F 2 AE (1/ 丨5#) ISO 100 


I 




右と同じ状況だが、中央部重点測光では顔と腕の明極端な過!頃光状態で写真にはやや無理な条件ではあ 
るさと周囲の黒とが総和で33ページのような优態にるが、多分割測光では周囲の暗さのために人物はか 
なり人物には適正な露出になった。50ミリ絞り F 2,8 なり才ーバーな露出になってしまった。50ミリ絞 
AE (1/25#) ISO 100 り F 2.8 AE (1/丨_>) ISO 100 
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中央部重点測光 AE (1/80#) 
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中央部重点測光 AE (1/3 诉少) 
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多分割測光 AE (1/501 少) 


多分割測光 AE (1/15#) 



II 





スポット測光石畳が+ 2 * 2/3 i /25# 





獲 


: . 

II 雜 


スポット測光顔が +1.5 I /4# 


白っぼい石畳の中で人物は、晒の上では面積的に 
大変小さい。それゆえに、中央部重点測光ではほぼ 
全画面が白いものを撮っているようなものなのでか 
なリアンダーになる。多分害 u 測光はそれでもやや露 
出を多くしたが、まだ適正まではいかない。スポッ 
卜測光では白い石畳を + 2* 2/3と、とぶ寸前になる 
ようにし、ズー厶をテレにして肌を見ると+ 1 . 丨/ 
3、白い服が+い2/3となる露出である。70〜200ミ 
リ絞り F 5.6 ISOIOO 


前べージのライトスタンドのそばの人物の場合、多 
分割测光は AF モードで人物に合焦させたときにはい 
し、結果になつたが、ここに掲載するカメラはまた別 
のネ幾ネ重で、しかも フォー カスは マニュアルに したと 
きのもの。すると中央苔15重点測光よりも多少明るく 
写す矛 M にしかならない。そこで彦頁を、スポット測 
光し、そこが+丨 .5 となる露出にすればいい結果にな 
る。中央部重点測光でも顔に近づいて同様に測光す 
れば同じである。85ミリ絞り F 4 ISOIOO 


























































































上の 2 点は多分害_光だが、右は顔に AF でフォー 
カスを合わせてから構図を取り直したもの。左は 
この構図のまま、すなわち服で AF を合焦させたも 
の。このカメラでは顔に合焦させるとかなりアン 
ダーになってしまった。その後ろの空が影響して 
いるのかもしれない。その点スポット測光て彦頁を+ 

I 、胸の肌が+2、服が±0という露出であれば完璧 
である。85ミリ絞り F 2.8 ISO 100 



スポット測光顔が+1服が±0 1/2 5 〇|少 
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人一.一 :ふ:--‘ふ乂•: *r -- - 

服で AF 合焦 AE (1/320#) 顔で AF 合焦 AE (1/80诉少) 


以上まとめてみると、多分旬 n 画光はい 
ろいろな写真的な処理をしているだけに 
$部重点測光でそのまま A E 撮影した 
ものよりはいい」しかし条例が少し難し 
くなる と、 やはり結果はよくない。 P 連 
万別の被写体に対して、これをすべて自 
動で適正に写すことは無理なのである。 
その点スポット测光で、あるいは^:部 
重点測光なら被写体に近づき、露正 
をしたり、測光インジケ^ —夕^による？一一 
き換えをすればどのよぅな状況でも完璧 
な露出にすることができるのである。 
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明るい背景のために人物は暗い^^ 





歲纖______ 

戀__顏麵，、 


元に戻つて構図を取り直して撮影， 


^■1 主要な被写体である顔だけを測 
° _ a : ; 1鐘光し、必要な露出補正をして AE 
ロックをすれば、後はどのよう 
な構図にしても常に I 頁に対して 
適正な露出てヾ 



E 

P 

ツ 



j 段の露出補正をして AE ロック 


W ：：； lei. 


露出計が測光したままの露出では、条 
件が よくない かぎり適; な 露出には なら 
ない。 そこで露933^正をするの だが、こ 
の露_正とは別の方法で自動露出の弱 
点を補うのが AE ロック。 

A E すなわち自動露[.1をロックす ると 
いうのは、その露出 4 が指示した鹿出最 
を動かないように固定す る こと。 これで 
露出モードをあたかもマニュアルにした 
かのようになり、. PJ の中で明るさの変 
化がどのようになろうとロックした露出 
1 M で露出が行われる。 

AE ロックのもつとも 一般的な使い方 
は、 測光に影響を与える 明るいところを 
避けて ロックするというもの。 風景では 
空を避けて AE ロックをすることが多い。 
また被写体に近づいてそこで AE ロック 
をし、 元に戻って構図を取り直す という 
使い方はポー トレー トではよく行う。明 
るさで惑わされる露出計の問題点がクリ 
ア できる、 唯一の P 段で もある。 そして 
当然の ことながら、 露 5 di ^ J -; と 併用する 
ことも多い。 












































空を避けてカメラを下に向け、海の風景だけを 多分割測光だが、この構図のままの自動露出で 


測光して AE ロック。元の構図に戻して撮影した は明るい空の影響を受けて露出はアンダーであ 

もの。絞り F 5.6 AE ロック（1/9明少） る。絞り F 5.6 AE (1/350#) ISO 100 



AE ロックをしなし、場合、離陸して明るし、空が背景になると自動露 
出はそれに追従するので、ジヱット機はその分アンダーになる。 
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滑走中に AE ロックをすると、離陸した才幾体に対して露出量が固定 
されているので、背景の明るさに関係なく同じ明るさに写せる 3 
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カメラまかせの AEo 露出はややアンダーである 



嘖水の照明がつくとさらにアンダーになってしまう。 


そこで明るいフロアをスポッ 
測光して+ I の露出補正。 
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その露出ではエレベーター 
は測光インジケーターで一2 £ 



うして決めた露出は照明に関係なく適正である。 


自分で露出を決めることの意味 

( [の中、あらゆるものが n 動化によつ の中では、ことカラ^ — リバ 'サルフイル 

ムに対するカメラの AE は、まだまだ未 


て進歩し、ユ^ —ザ^—もその恩恵に浴して 
きた。カメラも AE と AF といぅ2大才 
. ^卜で気軽にだれにでも写真が写せるよ 
ぅになつた。だが、これは一般の人が写 
自ーハを楽しナ〕カラ^ネガフィルムの場合。 
カラ^~リパ^~サルフィルムでは現在の A 
E は十分ではない。 

生 活機 器の中にあるさまざまな D 動化 


完成である。これは技術が至らないので 
はなく、自_路出はそれだけ難しいから 
である。写真で撮影する被写体のあらゆ 
る状況に対してオートで最適な露出を決 
めるといぅことは所證は無理。 

カメラの AE 任せの撮影では、もちろ 
んいい結果の写真もあるが、ときにはが 


つかりするような露出もある AE では 
どう写るかがわからない、.というところ 
も不安である。 

だが有り難いことに、現在の多くの一 
眼レフはスポット測光と測光ィンジケー 
夕-—を備えている。そこで露95^正の概 
念を基にこれを活用すれば、どのような 
シ ^ンでも確実な露出を決めることがで 
きる。 そしてそれがフィルムにどう写る 
かまでが1抓めるようになる。これが向分 
で露出を決めることの意味である。 
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もっとも簡単なスポット測光の使い方 


測光インジケーターと写真の再現幅 


とぶところ、つぶれるところが撮影時にわかる 

数値を読むときの注意点 . 

AE モ ー ド時の輝度差表示 .. . 

測光インジケーターに対する取扱説明書の誤 
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明るい背景では多分割測光で 
も、カメラまかせの AE では人 
物は真っ暗(上)。スポット測 
光にして顔を+ I の露出ネ甫正を 
すれば、簡単に適正露出の写 
真が写せる（左)。 



白を白っぼく写すた 
めの+ 2段の露出補 
正をし、鳥をスポッ 
卜測光して AE ロッ 
ク。これだけで鳥の 
白い羽の階調を適正 
に再現することがで 
きる露出となる。近 
づけない被写体では 
スポット測光に勝る 
ものはない。 


もっとも簡単なスポット測光の使い方 


スポット測光を使うには高度な技術が 

要ると 思われて いると ころが あり、 また 
そう書いて いる 写真の解説書も ある。 だ 
が、 これは間？ S いで ある。 

スポット測光は測光エリアを爆®に狭 

くしただけで、 測つている こと^ は 中 

央部重点 測 光と 同じ。 £部重点測光で 
は被写体に近づいて肝心なところ だけを 
测光 する。 これに対して近づかなくても 
肝心の被写体 だけが 測 光で きる、 これが 
スポット 測 光で ある。 そして^<部重点 
測光では露 Si 正は不可欠 だが、 それと 
同様、スポット 測 光においても露 -3^ 正 
は不可欠で ある。 この露538正の必要性 
に触れていないから、 スポット 測光は難 
しいということになつてし まう。露 _ 

正さえ行えばスポット測光は近づかなく 
てもいい分、^-^部重占潮光よりもさら 
に便利で有用は測光方式なのである。 

スポット測光はその円い測光エリアに 
肝心の被写体を とらえ、 AE モードでは 
AE ロックを する。 そして必要に応じた 
露 as 正を する。 それだけでいい。 
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測光インジケーターは、ファインター視野の夕 H 則に横方向か縦方向に設け 
られている。縦方向の場合は上がプラス側でフィルム上には明るく写る。 
横方向の場合は右がプラス側になるカメラがあれば、逆にマイナス側にな 
るカメラもある。というのは、シャッタースビードを速くしたり絞りを絞 
り込むという操作は、人間の感覚ではダイヤルを右方向に回す。すると露 
出量としては少なくなるので、インジケーターとしては右がマイナスにな 
る。右がマイナスではおかしいということからダイヤルの回転方向とは逆 
の方向にネ旨漂が動くようにしたカメラもある。ということからは測光イン 
ジケーターは縦方向に設けたほうが、人間の感覚からは使いやすい。なお 
測光インジケーターは士 3 IS あるとこれが写真の再現幅に相当することか 
ら、本書ではこの土3段のインジケーターで解説を行つている。 



測光インジケ—夕—の勵き 


金属ボディの一昔前の一眼レフが苫 
市場で人気だが、こと測光とその表示シ 
ステムに関しては現在の一眼レフのほう 
がは るかに 優れてい る。 その最 たる もの 
が測光インジケ ー タ ー である。 

以前の T T L 露出計では定点マークに 
針の指示、あるいは LED の点灯で露出 
を合わせていた。またシヤッタ^~スピ^— 
ドや絞りの衷示が並んだところを針や L 
ED が指すタイプのものもある。しかし 
いずれにしても IS ® としては粗く、カラ 
1リバーサルフィルムの S 段には対応で 
きておらず、また使いづら い。 

それが現在の液晶による細かなスケー 
ル表示に なったことで、 古同 I 度に露出が 
測れる ようになった。 測光 イン ジケ ー タ 
—はスポット測光と組み合わせて使うこ 
とで、さらに その真価が発揮され る。 それ 
は露正の考え方を基にすれば、各被 
写体の明るさをインジケータ1上に®き 
える ことかで きる からで ある。 露33^^ 
正が AE 撮影時の補助爆北から、測光の 
、王役割をする ようになったのである。 


一一 ▼ 

i : 11:一:謂 
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写真が再現できる白から黒までの階調は測光インジケーターではちょう 
どブラス*マイナス3段の範囲と考えることができる。そしてインジケ 
-夕一上の各ネ尉票は、それぞれこのような感じの明るさに写るというこ 
とを意味している。そこでスポット測光とこの測光インジケーターを活 
用して画面の中をいろいろと測光すれば、確実な露出を決めることがで 
きる 〇 
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これ以上は白くとぶ 
白っぽく写る 
明るい感じに写る 
基準の明るさ 
暗い感じに写る 

黒っぽ < 写る 

これ以下はつぶれる 


測光インジケ 




夕 


In 


と写真の再現幅 


測光インジケータ1上の i 表示は露 
正〖里を意味しているが、その概念を 
さらに飛躍させて みる。 そして測光イン 
ジケーターの各目盛りは、写真に写した 
ときに再現される被写体の明るさと解釈 
するのである。すると測光インジケータ 
1が大変わかりやすく、使いやすくなる。 

このプラスに3段、マイナスに3段と 
いうレンジは、実は写真が再現できる幅 
である。プラス3がちようど真っ，：！：に写 
り、 これ以上露出を多くすると白く とん 
でしまう。同様にマイナス3では真っ黒 
に 写り、 それ以下では黒くつぶれる。力 
ラーリバーサルフィルムには実際にはマ 
イナス U くらいまでは 写っ ている が、 力 
ラープリントや印刷にするとつぶれてし 
まうので、マイナス3を下限とする。 

そして〇のところが基準の明るさで、 
上の図のように各数値のところが、それ 
ぞれの言葉で言い表したように写るとい 
うこと。 これは露_正量と同じだが、 

測光インジケータ1から写る明るさへと 
直訳して しまう ので ある。 
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白壁の明るいところが+ 2となるような露出は絞りが F 5. 6で I / 3消少。この露出で 
は茅葺き屋根の上面が+丨 • 丨/3、下側が一丨となり、白い酒瓶が +2. 2/3でこれは 
并瓦の階調をかすかに残して真っ白に近く写る。建赖の奥の障子が一2 • 2/3でこれ 
はつぶれる直前だが'、かすかに写るということがわかる。 
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扁3 


ここでは実際の被写体について、その 
各部を スポット 測光したときの測光ィン 
ジケーター上の読みと、その写りを掲載 
測光ィンジケーターの持つ意味が 


する 


现解できると®ぅ。 
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外は雨で十分な光量がないが、ま 
ずは顔が測光インジケーター上で+ 

1となる露出は、 マニュアルでは 絞 
りが F 5 , 6 X 1 i I / m Q 当然三脚を使 

っているが、この露出ではほかが 
どうなるかをチェックしてみる。 
すると服が一丨 • 1/3でこれはやや 
暗い感じに、背景の壁は+ 2〜2 _ 
2/3で白っぽく写るということが輝 
度差表示によってわかる。28〜135 
ミリ絞り F 5.6 \/m ISO 100 


測光インジケ—夕—による輝度差表示 


露_正の考え方を測光イン ジケー タ 
1へと発展 させ、 露_正量を スケ ー ル 
で直読するというのが露出決定のポイン 
卜 である。 その直読す ると き、 インジケ 
1夕1上の各数 {子を、 やや 明るく 写る、 


やや暗く写る、白っぽく写る、などとい 
つた 被写体の明るさ暗さを 表す 言葉に 置 
き換える。この被写体の明るさ暗さのこ 
とを輝度と言う。輝度とは^*は光源の 
明るさを 表す 言葉だが、 反射光式 露出計 


では被写体の明るさのことを言ぅ。 

スポット測光で、まずは決めた露出で 
ほかの箇所を測光すると、その輝度に応 
じて^ II が測光ィンジケーター上を移動 
して表示す る。 これが輝度差衷：小で、す 
ばや4実な露出が決められるもっとも 
重要な_ である。 
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_ ■■匯 


肌の明る 
いところ 



〔白い服〕 


胸や足の明るい肌が+ f • 2/3となるような露 
出では、背景はちょうど+3となった。これは 
真っ白にとぶ明るさだが、かすかに路面の模 
様が出る程度に真っ白に写っている。70〜200 
ミリ絞り F 2.8 1/40# ISO 100 
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Ar 


胸の肌^背景1 


人間の目にはよく見えているレースの力ーテン 
の向こうの建物は写ってほしくない。するとそ 
こがインジケーターでは+ 3が点咸してスケ_ル 
アウト、すなわちとぶということ。実際にも背 
景はその通りに写っていない。70〜200ミリ絞 
り F2.8 1/10# ISO 100 




3 _ 




i ¥二 


とぶところ、つぶれるところが撮影時にわかる 
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28 〜 70 ミリ絞り F 5.6 
1/125# ISO I 00 


段 : -ill 


:: r :. ) E : 芘 ： .） 

'•：!；'■. •: 

w :: 



il II 0 1 2 3 1 

■ ■■■■■•■"■"画 

来 


〔軒下] 


fpm] 


〔門の中の仁王像 j 


日の当たった路面 I 


白い壁が +2. 1/3、軒下が 一 2/3となる露出が適正と思われたので、そ 
の露出では日の当たった路面は+ 3が点滅0これはスケールアウトで白 
くとぶことを意味する。次に仁王門の中の仁王像を見ると一 3が点減^ 
人間の目には明瞭に見えている像だが、写真ではつぶれて再現されな 
いということが^’事前にわかる。この、とぶと二ろ、つぶれるところを 
B 口座に読むためには土 3段の測光インジケーターが必要である。 


人間の目にはよく見えていても写真 
にすると 白く とんだり、黒くつぶれたり 
することがよく ある。 撮影の時点で、こ 
のとぶ、つぶれるが S できるのも輝度 
差表示の メリット。 ただし、そのために 
はプラスマィナス3段のレンジを持つ測 
光ィンジ ケ^ 夕 . —が必要で ある。 
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( I 陰の摒の涵 



G 日陰の塀の 


日の当たつ 
た黒い板壁 


この情景の中でもっとも明るいのは日の当たった 
白い壁。そこをズームアップして測光インジケー 
夕一 で+3 と なる露出にする。次にもっとも暗いと 
ころは左の塀の軒下だが、そこは一 3をスケールア 
ウト。塀の白壁の下の黒塀は一 2* 2/3となった¢7： 
でシャドー部の露出としてはこれは適正である。 
その塀の白壁を見ると+ f /3 とほぼ標準の灰色に写る。そして日の当 
たった黒しヽ板壁が 一 | 。 同じ白や黒でも照明;]え態によっていろいろな 
明るさになるということが輝度差表示からわかる。28〜135ミリ絞 
り F 8 1/8诉少 ISO 100 


日の当たつ 
た白い壁 



占 
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日の当たった白し、初待 y は+3。測光インジケー 
ターて •+ 3となったものはすべてとぶのではな 
く、このように陰の模 i 奉は残って写る。 



測光部分の状態によっては、測光値が+3で必ずとぶわけではなく、一 3でもつぶれるわけではなし 


0 


正面階段の日陰の SB 分は 一 3となった。 一 3は黒 
くつぶれるはずだが、階段の上面部分はかす 
かにフィルムには写っている。これは陰の部 
分は一 3以^に B 音いということて、もある。 


瓦屋根は測光インジケーターでは + 2* 1/3と 
かなり明るい被写体として数イ直を示した力\ 
写真にはそれほど白くは写っていない。これ 
は瓦のてかりが測光値を高くしたためである 


〇 


スポット測光とはいえ、その狭い測光 


エリアの中は0ぺージで解説した$§ 


f— 


重点測光と同じ露出計の傾向が ある。 そ 


J でプラス3でもその 


卜】 

[-* 

1 

1 

‘1 

r 


黒い糧があ 


れば、それはとばないで残って写る。同 
様にマィナス3 でも、 その中に多少の白 




はつぶれないで写る 
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/X. 


露出補正はせずに背景の壁をスポ 
ット測光して AE ロック（上)。そし 
て左のユリの花の^—番白 I 、ところ 


^L , 1 


l /3 t 



は真 


-3 2 


0 

■ 


2 


0 — 


0 --- 争 _ 


3 + 

■ 


+1_1/3の露出補正」[背景| 


ユリのハイ 

ライト部 


を見ると+い 
にとぶ直前の明るさにしたいのてて 
そこが+ 2 • 2/3となるように露出 
卡甫正ダイヤルを回す。するとその 
露出補正量は十い1/3段となった 
が、その^!え態で中央のユリを見る 
と+2となり、白っぽく写るという 
ことで、この補正量でいいと判断 

できる。70〜200ミリ絞り FI I 
I 秒 ISO 100 


輝度差表示はマニュアルモードで適正 
露出を決めるときにわかりやすく、実際 

にも使いやすいが、 AE モ^ドでもこの 
輝度差表示ので きる カメラが ある。 

輝度差表示は、とりあえず決めた露出 

に対しての表示なので AE モードでは A 
E ロックをしてからということになる。 
そこで被写体の中で測光しやすいところ、 
例えば人物であればプラス1段の露 asi 
正をし、顔にスポット測光エリアを合わ 
せて AE ロックをする。すると測光イン 
ジケ^~夕^~の1のところに^55^が1つ点 
灯し、それは動かない。次にほかの^^ 
にスポット測光エリアを向ける と、 そこ 
の明るさに応じて測光インジケータ1上 
を_が動き、輝度差を表示する。そし 
て全体のバランスから、もう少し明るく 
したほうがいい、あるいは喑くしたほう 
がいいというときには、さらに露正 
を行う。すると測光インジケータ1上の 
は補正した分シフトして新たに輝度 
差表示を行うので、再度それでチヱック 
してみ る。 
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故班錄 


85ミリ絞り F 2 AE 顔をスポット測光露出 
補正+ 丨，5 (1/9 渺） ISO (00 


AE モード時にも輝度差表示ができれば適正露 
出をすばやく決めることができる。この例で 
は、まず+1段の露出補正をして顔をスポット 
測光して A E ロック （ G ))。 そしてススキをスポ 
ット測光するとそのときの輝度差表示は+ 
2 (②)、こけ茶色の服は一2 ( ③）となった。 
これでは服が黒っぽく写ってしまうので露出 
辛甫正をさらに 0 J 段多くして+丨.5段にする 
((1))。顔は+ I .5 になるがこれは問題ない。ま 
たススキは + 2. 5段になるが、さらに明るい感 
じになるもののとびはしないので大丈夫。と 
いうことから F 2、 1/30#という露出が最適、 
というように決められる。 
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この写真の中には取扱説明書が言っているところの 
「適正」な被写体はない。基準値の0よりも明るいも 
のと暗いものしかないからである。しかし被写体の 
それぞれの明るさを測光インジケーターに文 th ヒさせ 
れば、確実な露出を決めることができる。この測光 
インジケーターの真の活用法について、取扱説明書 
はもっと勉強すべきである。 


一眼レフの取扱説明書における測光ィ 
ンジヶ ー タ 1 の使い方に関する表現が、 
実はおかしい。といぅのはプラス側に指 
標があるときを露出才^—バ . ^、マイナス 
側にあるときを露出アンダーといぅ言い 
力をしている。この才^ —ハ . ^、アンダーと 
いう表現はプラス•マイナス〇の基^^ 
に 35 IT がくるのが適正、と考えているか 
らである。〇のところが適 r になるのは 


露出の基準である灰色の被写体について 

11 一口える こと。 したかつてここで才^ —，ハ . — 

とかアンダ^~と'一一一 —1 えるのは灰色、おょひ 
それと同等の輝度を持つ被写体に対して 
だけである。そもそも〇のところを適正 
と表現していること0体、昔からの定点 
式露出計から抜け切れていないのである。 
測光インジケ^~夕 . —は H なる露出合わせ 
の目成 I りではなく、被写体の輝度をフイ 


ルムに対比させるといぅ慟きをするとこ 
ろまで進化してきたので ある。 

光ィンジケータ1上の_の意味は 




5411で解説してきたように露 S 正の考 


え方からすれば、白いものはプラス2の 

ところに糧がきて適正露出で ある。 女 

性の顔は、プラス1〜 b のところに 
がきて適正で ある。 取扱説明書はこれを 

い被 


才1 


と言つてしまつて 


いる 



写体に対しても同様で、例えば黒い服は 
インジケ^—夕^—上では、マイナス2〜3 
のところに纖がきて適正である。この 
マイナス2とかマイナス3はアンダーで 
はなく、黒を黒く写すためには適正なの 
である。この白や里 r そして明るい感じ • 
暗い感じといつた、いろいろな明るさの 
被 Y 体を測光インジケ^^ 夕 』^に対比させ 
るという解説がなされていない。せっか 


の_なの 


、 


取扱説明書はューザー 


に説明できずに終わつてしまつている 

Is しいことで ある。 


〇 


測光インジケ—夕—に対する取扱説明書の誤解 
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"A- 


丨太陽の下の才 


( P はスケールアウト1 


レンジ色の空 


太陽の下の鮮やかなオレンジ色の空をスポット測光し、そこが測光インジ 
ケーター上で+ I .5 段の明るさになるような露出にする。そして左の海面を 
チェックするとちようど±0、そして岩を見ると一 3が点滅するのでここは 
真っ黒につぶれることがわかる。朝日の写真の露出はほとんどがこの方法 
で決めることができる。400ミリ絞り F 5.6 1/200# ISOIOO 


朝日•夕日もっとも鮮やかなオレンジ色をプラス C 段 

極めて明るい太陽によって露出計の指 えるオレンジ色の空をスポット測光し、 
示はアンダーになりやすい。測光のボィ そこが測光ィンジケータ1でプラス C 
ントは太陽を避け、もっとも鮮やかに見 段になるよぅな露出にすればいい。 
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医の海 



の暗い雲〕 


右上の 




鮮やかなオレ 
ンジ色の空 


測光のポイントは画面中央の岩のすぐ右手のもっとも鮮 
やかなオレンジ色に見えるところ。そこでズームをテレ 
端にしてこの部分を拡大してスポット測光し、ここが測 
光インジケーターで+ I _ 5段になる露出にする。そしてほ 
かを測光すると左の図のようになった。ほかの部分もス 
ポット測光することで、そこがどのような明るさに写る 
かが撮影時にチェックできる。28〜105ミリ絞り F 8 
I /90# 赤強調フイルタ ー ^吏用 ISO 100 



これは夕日だが'、ここ 
でもズー厶アップをし 
て太陽のすぐ左のオレ 
ンジ色の空が+ I .5 に 
なるような露出にした 
もの。さらに左の方を 
測光していくと徐々に 
暗くなり + CL 5 程度に 
なる。太陽の影響を避 
けるためにズームで拡 
大測光することは有効 
である。28〜105ミリ 
絞り F 5 • 61/6瞅 
赤強調フィルター使用 

ISO 100 
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中央部重点測光では輝く海面を中間の灰色にするので + I .5 段の露出補 
正をする。多分 flj 測光では EVI 5.50 SO 100)以上の明るさではリミツ 
夕一をかけるのでこの；]犬況ではややオーノく一になってしまう。 



多分割測光露出キ甫正±0 中央部重点測光露出ネ甫正±0 

絞り FU AE (1/3501 少） 絞り Ftl l / l 50 Cf 少 



左の輝く海面は+ 3段をスケールアウトする力荒全に真っ白になってしまうので 
はなく波のわずかな影は写る。画面中央付近の輝く海面が+ 2 . 5段、その露出で 
遠景の空を見ると+ 0 • 5段なので全体には間違いのなし、露出になると予想でき 
る。なおこの露出は多分割測光がちようどリミッターをかける明るさでもある. 
200〜400ミリ絞り FI 11/350# ISO 100 


風景写真の味ではもっとも明るい被写 
体。^<部重点測光でプラス C 段の露出 

補正、あるいはもつとも明るく輝く海面 
をスポット測光してプラス2 〜 R 段。 


光る海 輝く海面をプラス K 段 
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もっとも明るく輝く海面をスポット測光し、そこが測光インジケーターで+ 2 • 5段に 
なるようにした露出。そして右下の砂浜をチェックすると一 t , 5段となったので全体 
のバランスはいいとわかる。丨〇〇〜300ミリ絞り FM 丨 /750# ISO 100 
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絞り F 8 露出補正+2 (6 秒） 絞り F 8 露出補正±0 (1,5#) 
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ここで露出計の針を振らせ 
ているのは残照の空の明る 
さ。この状況では中央部重 
点測光と多分割測光はとも 
に同じ露出をネ标した。た 
だし I 1 IE を加えないそのま 
まの露出では上段右の画面 
のように空の色はきれいだ 
が全#にはアンダー。そこ 
で+1段の露出補正をした 
のが左の画面。+ 2段では才 
—バーで色も薄くなってし 
まう。24〜85ミリ絞り F 8 
露出補正+ I (3 秒 ） ISO 100 
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絞り F 5.6 中央部重点測光 
露出補正 + CL 5 (3 秒） 



絞り F 5.6 中央部重点測光 
露出補正 +1.5 (6 秒） 
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空の鮮やかなオレンジ色を中央部重点測光で測り、+ I 段の露出補正をしたもの。もう 
少し空が暗くなってくると相対的に街が明るくなるので+丨，5段の露出 t 甫正になる。 
100〜300ミリ絞り F 5.6 中史部重点測光露出補正+1 (4 秒 ） ISO 100 


















夜景は電球などの光源が集まったものと考えれば、そ 
の測光値のままでは露出がアンダーになることがわか 
る。絞り F 8 中央部重点測光露出補正±0 (2 秒） 


のつまデの景構 
量てのリをで成壁 
はし測ア測はさや 
プま光を光街れ路 
ラう値撮す灯る面 
ス°で影るやとな 
1.5 そはすこネきど 
段こ露ると才は照 Z 
がで出こにンい明フ 
基露はとなないさ -T 
準出当とるどがれ；^ 

。 ffi 然同。照、た 15 

正アじこ明ほ部沉 
をンでれ光と芬泰又 
行ダ 、は 源んでの 
う1そシそど画“ 
がにのヤのの而 g 备 

そなまンも夜が 出 




+ 2段の露出補正をしたもの 
でこちらの露出でもよい。 

絞り F 8 中央部重点測光 
露出補正±2 (8 秒） 


正 

を 

す 

る 


中央部重点測光で十 I 段の露出補正をしたも 
の。実感に近いが+ 2段の補正をした画面のど 
ちらも適正と言える。24〜85ミリ絞り F 8 中 
央部重点測光露出補正+1 (4 秒） 
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中央部重点測光の測光値のままで撮影した麵。空 
と画面の下 I /4が暗いが、それでもまだアンダーな露 
出である。絞り F 5.6 露出す甫正±〇 ( I m ) 



上の写真に対して十い2/3の露出す甫正をしたものだ 
が、やや才ーノて一である。基準の露出補正量である+ 

I . 5段とほぼ同じ補正量ながらオーバーなのは画面内 
に喑し、ところが多く、中央部重点測光ではその分露 
出を多くするように測光しているからである。街の 
明かりの部分だけを測光すれば+丨 .5 段の補正でい 
い。絞り F 5.6 露出補正+丨_ 2/3 (25#) 
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この構図の状態で中央部重点測光で測光し、+ 2/3段の露出補正をしたもの。右 
の写真に比べて I 段弱の f 甫正でいいのは、画面内に測光の対象にならない暗い 
部分が多いからである。24〜85ミリ絞り F 5.6 露出補正+2/3 (15#) 





























雪原が +2 となる露出で木の右側の霧氷の白っぽ 

上 んぐ、 r 一 3 d ； い ところをチェックすると+ |。 これで適切な露 

出になると判断できる。28〜丨05ミリ絞り F 丨 I 
I ハ25# ISO 100 
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G 手前の雪面〕 


@下の川面〕 



の当たった雪原〕 


，: :。為ばぶ誠^ 

日の当たった雪原が+丨 • 2/3となるような露出で各部分をス 
ポット測光すると左の図のようになった。特に右下の川面 
が一卜2/3。これは黒くつぶれる一歩手前ということで、こ 
れなら全体の階調がちょうど良くなることが撮影の時点で 
わかる。28〜105ミリ絞り F 5_6 1/60# ISO 50 


晴れた1111 K 色の白さをその通りに再現 
する には、 そこが測光 インジ ケ^ ^ 夕^ — で 
プラス2になるよぅな露出にするのが基 
準。 曇っていればプラス C である。しか 
し雪景色の雪面の状況はほかの被写体と 
の兼ね合いもあるのでこれはあくまでも 
目安。 やはりスポット測光と測光 インジ 
ケ^—夕^—で各をチェックするのが一 
番である。 



雪景色白い世界はプラス2が基準 
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雪面が +2 (1/100#) 


m 

Wk 


雪面が +h 2/3 (び丨25#) 


雪面が + f 


1/3 (1/160#) 


雪面を測光してそこが測光インジケーターで+ 
い2/3となるような露出を基準に土 2/31 安の前 
後露出を行ったもの。+い2/3と+ 2が良好であ 
る。また+い2/3のときの白樺の幹は+丨であ 
った。28〜108ミリ絞り FH ISO 50 


下の状況を多分害_光の AE で露出補正をしないで 
撮影したもの。全画面が眩しいほどの雪原でリミ 
ッターが働く明るさであれば白く写るが、この状 
況はそこまで明るくはないので結局は暗く写って 
しまう。絞り F 8 AE (1/320#) 
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絞り優先 AE で AE ロックをし、スポット測光による輝度差表示で手前の雪面が測光イン 
ジケーターで十い2/3となるように露出補正をした画面。日陰の雪は + 0.3 となり良好 
な写りが予想できる。400ミリ絞り F 8 AE (1/160#) ISO 50 


93 





































































測光イ ンジケータ ーで桜が+ 2となる露出にして緑の草 
を見るとちようど±0。間違いなく最適な露出である。 
70〜200ミリ絞り FI I 1/40# ISO 100 
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Cb 陰の桜〕 


G 日の当たった桜1 


この桜の木は淡いピンク色をしているのでその色を出すた 
めに日の当たったところが+ I _2/3となる露出にする。そし 
て日陰の桜を見ると+ I 、松が一 I 。松は暗いので一 I であれ 
ばほぼその通りに写るということて全体にも適正な露出に 

なる。28〜135ミリ絞り F 8 l /3_ ISO 100 


白い 花プラス2が基準 

露53^正の概念から白いものを白く写 
すには、 プラス2段の露出にするといぅ 
のは！！ 星 M 色と 同じ。 桜の花も日が当たつ 
て明るいところはこれが基準に なり、 日 
陰の桜はこれよりも1段暗くてプラス1 
段が 目安。 桜も真つ白ではなくピンク色 
の花では、その色を出すために2段まで 
はせずプラス U 段程度が いい。 アンダー 
なほぅが色は濃くなるからで ある。 
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露出補正 + I (1/4诉少） 露出 f 甫正±0 (1/80#) 
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真っ白な力トレアの花を露出補正 
をしない画面から丨段ずつ計4力 
ットを撮影したもの。露出補正を 
しない画面では灰色に写ってしま 
うので全くの露出アンダー。+ I 段 
で もまだ白さが'再現できない。+ 2 
段がよく、+ 3段ではノ\イライト部 
分がややとんでしまう。90ミリ絞 
り F 4 ISO 100 


露出補正+ 2 (1/2诉少) 



露出補正+ 3 (1/1_>) 


逆光で明るい感じの白いスイセンの花0背景は日陰 
でかなり喑いが、それでも多分割測光はその白さの 
影響でややアンダーになってしまった。そこでスポ 
ット測光で花の中央のオレンジ色のところが+0_7と 
なる露出にし、それで左上の明るし、花びらを見ると+ 
2- 1/3となり、ここが明るい感じの白に写ることがわ 


かる。100ミリ絞り F 5.6 ISO 100 



スポット測光1/200# 


多分割測光露出補正±0 (1/400#) 
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赤を測光し、その露出で撮影したもの。左 
ページのオリジナルに上匕べるとやや喑い D 



上の赤の測光値に対して+1段の露出補正を 


したもの。適正な明るさに写る 



オレンジ色を測光して、そのままの露出で 


主最影したもの。赤のときよりもさらに暗い。 


ボードに市販の色紙を張って作った色紙チャート。左の白 
黄色を測光した露出て撮影。黄色が灰色の から黒も同じ色紙を張ったものだが、左上が18パーセント 

レベルの明るさに写るので非常に暗い。 反射板に近い灰色なので、ここで露出を測ることもできる。 




色と 135 出色にもそれぞれの露出補正が必要 


世の中の被写体は白黒ょりも色が付い 
ているもののほぅが多い◦そこで色に対 
する露出の考え方というものが必要にな 
つてく る。 朝日、 夕日のところで、鮮や 
かなオレンジ色はそこをスポット測光し 
プラス q 段の露_正をすると、ほぼそ 


の通り 



に写せると書いた。これは才 


レンジ色は2パーセント標準反射板の灰 
色に比べて-段ほど明るいという ことで 


ある 


〇 



こ 


他の色にもそれぞれ最適な露 . I 


補正量がある。ただしその色にもさらに 
明るい暗いがあるということも知つてお 
きたい。 

ここでは色紙を張って作った色紙チヤ 




r の 赤、 オレンジ、黄色をそれぞれス 
ポット測光し、そのままの露出で撮影す 
るとどうなる かを掲載した。色それぞれ 
に露93^正が必要であることがわかると 
思う。 そしてこの色に対しての露篇正 
ができるようになると、 写真の露出 もよ 
り 的確に決める ことができるようになる。 
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この色紙チヤートで色の露出補正量がわかる。まず太陽光を斜め方向から当てて 「て かり」がないように 
し、右上の灰色をスポット測光する。それに対して各色の測光値がどうなるかその差を読む。すると赤が+ 
I 、オレンジが+1.5、黄色が+2、青は+ 0_5、緑は0あたりになるはずである。すなわち、その色に対して 
はそれだけの露出補正をすれば正しい露出になるということである。ちなみに白は + 2. 5、黒は一 2. 5あた 
りになる。なお日陰や蛍光灯では光源の色温度のために赤の測光レベルは低くなる。 
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順光状態で撮影する普通の緑は測光したままの露出でいい。また綠 
色は可視光線の中では中間域の波長で、色温度の影響が少ないのも 
測光には好都合である。90ミリ絞り F 2.8 1/10# ISO 50 


明るい感じの右某は測光値のままの露出 
では普通の緑色になつてしまう。そこで+ 

I 段の露出補正をするが、露出を才ーバ _ 
にすると明るくはなるがその分、色が薄 
くなる。その兼ね合いから + 0.5 〜 I 段の 
間で考える。下の写真は中央部重点測光 
で測光し、そのままの露出と+ I 段明るく 
したもの。 


露出補正±0 


逆光で透けた葉の緑は、順光では見られない 
美しさと明るさがある。この色と明るさを再 
現するには+ I 段の露出補正をする。丨00〜300 
ミリ絞り F 5.6 1/60# ISO 100 



露出補正 +I 







緑色の露出 測光の基準色 

風景や花の撮影の露出決定の基準にな 
るのが緑色。順光時の草や木の緑色は露 
正は不要で、その測光値のままの露 
出でいいから である。ただし 若葉や逆光 
で 鮮やかな緑はプラス1 段、 針1霸など 

の 深い緑はマィナス1段で ある。 


98 
























竹の子の美しい緑。中央の緑が±0の明るさで、その下が2/3段ほど明るく、節の下の濃い 
緑は 0.5 段ほど暗い。スポット測光であればこのような微妙な差をも読み取ることができ、 
より確実に露出を決めることができる。135〜400ミリ絞り F 5.6 1/31 少 ISO 100 




























チューリップの真っ赤なところをスポット測光し、+ I 段の露出補正をし 
たもの。このとき左の花の下の緑が± 0となったのでまず間違いのない露 
出である。100〜300ミリ絞り F 丨1 l / f 5# ISO 100 



スポット測光した赤いチュ^—リッフが+ I となる露出。 露出ネ甫正+1 


AE では色が濃く一見きれいに見えるが、白いチューリッフ赤いハイビスカスの花も、 
が白くないことからもアンダーである。やはり赤をスポッ + I 段の露出補正をすると 

卜測光して+1段というのがもっとも確実な露出である D 実感通りの明るさに写る。 



多分割測光による AE のままではアンダーに写る。 露出補正±0 



%ぺージの色紙チヤートの例のよぅに 
赤色の場合はプラス1段の露_正をす 
るのが基準で ある。 ただし露出計の赤に 
対する感度にもよるので、自分の カメラ 
の赤^3^度を知っておく必要が ある。 


赤色の露出プラス1段補正 
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多分割測光による AE 


露出補正±0 (!/16〇_>) 
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\ 

[黒っぽい服]〔 

コスモス j 


ピンクの コスモスは 赤よりもさらに明るい。あるカメラに 
よる多分割測光の AE で露出補正をしないと、上のように極 
端な露出アンダーになってしまう。そこで スポッ ト測光と 
測光インジケーターで図のように コスモスが +丨 • 1/3、顔 
が+ I 、黒い服が一 2/3となるような露出にすると完璧な結 
果である。28〜丨05ミリ絞り F 2. 8 I /400 f 少 [SO 100 



和 


紅葉も赤は+1段、オレンジ色は +1*5 段明るくする。特に逆光に透けてきれいなモミジの 
色を再現するには、このプラスの補正は欠かせない。18〜35ミリ絞り F 8 1/60# iSOlOO 
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黄色いバラだが AE では多分割測光でも 
露出はアンダーになり橙色のノ くラにな 
ってしまった。ここでも黄色いバラを 
スポット測光し、そこが測光インジケ 
一夕一で+ 2となる露出にすればその通 
りの黄色に写せる。300ミリ絞り F 4 
ISO 100 




AE 多分割測光露出補正±0 (1/800? 少) 



AE ではアンダー。そこで黄色い花びらが+2、花の中央の 
橙色のところが+1となる露出にすれば適正である。100 


ミリ絞り F 5.6 1/320# ISO 100 


スポット測光でノ ゞ 、ラを+ 2 I /5_ 多分割測光露出補正士〇 (1/125#) 
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黄色の露出プラス Z 段の補正 

色紙チヤートのチェックでは黄色はプ 
ラス2段の露®正が必要であることが 
わかる が、 実際に黄色い花を撮影しても 
そのことが言える。黄色は白に準ずる明 
るい色といぅことである。ただし左ぺ一 
ジの逆光に輝く一面の菜のの例では 
プラス2段ではやや才-—バーで1 〜 C 段 

程度が よい。 


















中央部重点測光で測光し、露出 
補正をしないで撮影すると黄色 
が標準の灰色の明るさに写るの 
でこのように暗い。 l /30 f 少 


黄色の標準的な露出彳甫正量であ 
る+ 2段の露出にすると明るさは 
その通りに再現されるが花の階 
調がなくなってしまう。1/8秒 


逆光で見る菜の花は鮮やかな黄色である。そ 
こで+ 2段の露出補正をすると黄色は実感通り 
の明るさに写る。しかし花自体の階調がなく 
なってしまうために写真としてはよくない。 
逆光の菜の花は明るさがやや暗くはなるが+ 

I 〜丨. 5段の補正に抑えたほうがいい。70〜200 
ミリ絞り H 6 げ15# ISO 100 
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ズームをテレ端にして遠くの海面が土 0となる露出で青い空 


をチヱックすると、画面左の雲のすぐ上の±0から白っぽい 
右の空は+ 2という明るさとなる。青空はその青さ白さによ 
って0〜+2の範囲でとらえる。24〜85ミリ絞り F 5.6 
(/I 25 f 少 ISO 100偏光フイルター使用 



メジロの右下の白い梅の花をスポット測光し、そこが+ 2となる露出で空 
をチェックすると +0.5 となったが、狙い通りの写りである。300ミリ+ 
2 X テレコンバーター絞り F 8 1/250# ISO 100 (画面はトリミング) 


青色の露出 青さに応じて補正 

空の青さと海の青さは同じよぅに考え 
る。 抜ける よぅな 青空やエメラルドブル 
1の海は測光値の まま、 そして青みが薄 
くなればプラス1へと補正す る。 ただし 
空は白っぽくな ると プラス2 にもなる。 
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エメラルドブルーの海は左の濃いところが測光イ 
ンジケーターで 一 1/3、浪辺に近づき浅くなるほど 
淡くなり+ 2/3ほど。色の濃さ薄さに応じて、0か 


ら+ I の間て置き換える。35〜丨05ミリ絞り F 5.6 透き通った感じのきれいな海だが濃い色ではな 

1/1251 少 ISO 100偏光フィルター使用 い。ここでは+ I 段の露出 f 甫正でそのクリアな印 

象が再現できる。もちろんほかの被写体である 
空とのバランスもいい。35〜135ミリ絞り F 8 
i /12^ ISO 100偏光フィルター使用 
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赤紫色のギガンチューム。ズームアッフにし 
て花を大きく写し、明るいところが十し陰の 
吾 [5 分が一 I となるような露出にしたもの。この 
露出で画面下の茎の淡い緑をチェックしてみ 
ると+0.5、遠景の森の綠が一丨となったの 
で、このことからも露出は大丈夫だと言える。 
135〜400ミリ絞り F 5.6 1/15# ISOIOO 



紫の花菖蒲だが、白い部分を避けるために 
近づいて紫色のところだけスポット測光 5 
それでも白いすじが f 昆ざっているので+ 2/ 
3にし、その露出で緑の葉を見るとほぼ0。 
緑の助けも借りて適正露出となった。90ミ 
リ絞り F 5 1/100# ISOIOO 





dl 1 

心 上 



■、て 

' ..し气ぺベ 





青と同じで深みのある紫はマィナス M 
から薄い紫色ではプラス1程度までの明 
るさの範囲に置き換える。色が薄くなる 
ということは 白の成分が多くなる という 
ことで、 その分プラスにシフトする。 


售 


紫色の露出普通の紫は露出補正不要 
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ラベンダ™の紫が ±0 となる露出では緑も±0。そして白 
樺の白いところが+2となったので、これなら間違いな 
い。この濃さの紫色は露出計の^^通りでいいことがわ 
かる。135〜400ミリ絞り F 22 1/8秒 ISOIOO 


黄色い花を避けて紫のスミレだけをスポット 
測先露出補正をしなし、測光値のままの± 0の 
露出だが、この紫でもいい結果になった。 
100〜300ミリ絞り F 38 1/8|少 ISO 100 
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G 右のほお〕 


の明るい壁) 


〔左のほお、右の壁〕 


背景の壁の角の陰影を見てもわか 
るように、左からの柔らかい光線0 
顔の右と左のほおの明るさや胸の 
肌の明るさから露出を決める。そ 
の露出で背景の壁を見ると、左の 
明るいところは+ 2_ 2/3で白っぽ 
く写ることがわかる。そして、月 g 
は一2でここは黒っぽ 1 く写ること力く 

わかる。28〜135ミリ絞り F 5.6 
I ハ5# ISO 100 


肌の明るさと露出 

女性写真では肌の明るさが露出を決め 
るポイント。顔を測光したらプラス1段 
の露正をするのが基本。これは逆光 


など比® s フラットな照明のときで、光 
によつ ては顔にも P 於ができる。 
そしてこの！^があったほうが顔の立体 
感が出せるので写真としては好ましい。 
謄ボがある場<1 口はそれぞれをスポット測 


光し、その差を見る。1段くらいの差が 
写真としては最適の コントラストで、 明 
るいほぅを プラス ^段程度にするのが 目 
安。こぅして決めた露出は緑色に対して 
も同一になることから適正で ある。 
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胸の肌は陰影がなくフラットなのでここをスポット測光し、そこが十い2/3となるような露出。胸 
は顔に比べると陰影がないので明るめにする。そしてこの露出で緑の葉をチェックしてみると芝が 


0. 木の葉が1/3となり、まさに適正露出である。28〜丨35ミリ絞り F 5-6 l /40# ISO 100 



-321012 3 + 



f 緑の葉 ) I 顔1 「白い服] 
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肌のほかに緑の葉と白い服という露出を決めるポイントが 
3つある。それぞれの明るさを左の測光インジケーターの 
ようにしたもの。このように確美に露出が決められるので 
前後露出は不要。女性写真は麦清が大切だからそちらに力 
ット数が使える。85ミリ絞り F 2 1/50# ISO 100 























真上に太陽があるが、このように葉の陰を利用するときれいな写真が撮影で 
きる。ここでは明るい感じにするために彦頁を+ 2にしたところ、すぐ左の綠の 
葉が±0となりちようどいい。28〜〖35ミリ絞り F 5 1/20# ISO 100 










_ 


k. 


1•一 


典型的な逆光だが、顔が+丨 .5 となる露出では服が±0でこれだけでまず大丈 
夫。そして背景の明るさは下の草が+ 3という才餘だが実際にはわずかに写っ 
ている。暗いところは 一2 でこれはつぶれることなく黒っぽく写るということ 


で、結果もその通りである。85ミリ絞り F 2 


1/350# 1 SO 10 G 
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mm 



あずまや 


_ _ 東屋の中からと撮影場所としては手前はかなり暗い。露出 

は ji 頁のほおをスポット測光し、ここが+1となるようにしたもの。右腕もほぼ同じである。さらに背 
景を上から下までスポット測光でチェックしてみると、一番上はとぶが、それ以外はバランスがと 

絞り F 2 1/30# ISO 100 


れる明るさになることがわかる。85ミリ 




1<： 
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多分割測光では極端な露出オーバーに 。 \/m 




黒いなりにも、その 
階調が出るように服 
: ¥—2 となるような露 
出にする。そして顔 
を見ると+2となっ 
た。これなら白くと 
it こともなく、両方と 
も適切に再現するこ 
と力ぐできる。85ミリ 

絞り F 2_8 173诉少 

ISO 100 



黒い 背景、 白い背景 

逆光とは反対の i で人物が明るく周 
囲が暗いとき。適切な呼び方がないが、 
ここでは一部で使われている過順光と呼 


ぶことにす る。 多分割測光のあるカメラ 
では顔が直；つ白にとんでしまつた。状況 
判断がうまくできなかつたのである。 

この写真の露出のポイントは暗いとこ 
ろはどこまで写し出すか、そのとき顔の 


明るさはどの程度になるか、である。ス 
ポット測光と測光インジケ ー タ 1 による 
露出の決定法ではこれを読むように知る 
ことができる。_な露出とはこういう 
ことである。 
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和 : で 、: i 、 

i 繼 


近づいて顔が十い1/3となる 
露出では、ほかは左のように 
なった。でき過ぎではないか 
と言われそうだが、過激な光 
線状態でなければこのように 
うまく収まるものである。ス 
ポット測光と測光インジケー 
夕一を使えば容易に適正露出 
が決められる。28〜丨35ミリ 
絞り F 5,6 0.31 少 ISO 100 


多分割測光による AE 



-3 2 


0 


2 3 + 


kk 


〔黒い小石 


正面 
の壁 


dj 


G 顔 it 白い小石] 




からプラス2段の露3¢正をすれば A E 
でも大丈夫かとい うと、 そうでもない。 
この例では実際にはプラス1段の差だつ 
たからで ある。 やはり各ポイントがどう 
与るかをチェックすることで ある。 



逆光ではないが人物の周囲が白いとき 
も カメラ まかせでは露出はアンダ^ —にな 
る。 人物に近づく か、 ズームをテレにし 
て各 S をスポット測光すれば、露出は 
確実に決められる。ほとんどが白い壁だ 
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テーブルの上がかなり明るい感じに写る + 2 • 1/3になるような露出では顔、 
は+い1/3〜+2、そして黒い服は一 2*2/3 となり、これはわずかに階調を 
残して黒く写る。そして窓の外はスケールアウトで白くとぶ。とぶところ、 
そして白から黒まで階調がどうなるかチェックできるのも、この測光方法 
のメリットである。28ミリソフト絞り R 1/3诉少 ISO ! 00 






JL . ,, 

的^^一“ … … 

m M ni 


絶勝-，褊广 i 






上の写真とは光線状態が異なり、全くの逆光 Q 手前には室内の白熱灯がついているので人物はやや赤 
い。顔が+丨となる露出では服は一 2.5、白い柱が +2 S そしてレースの力ーテンが+3となった。この+ 
3が白くとぶというのは、このような写りになるということである。28ミリソフト絞り F 4 \/m ISO 100 


ハイライトとシャド—の露出 

窓際のポ^ ^トレ^―卜における、白くと 
ぶところと黒くつぶれるところの 実際の 
測光例。プラスマイナス3段の測光イン 
ジケ^—夕^—が必要な理由が ここにある。 
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やや 口— キーな画面。露出の基本である顔が + 丨 とな 
る露出で黒い服をチヱックすると薄白く見えるとこ 
ろで一丨，5。左下の陰では一2 . 5〜3、そしてスケール 
アウトと、シャドー部の階調も読むことができる。 

24〜85ミリ絞り F 5,6 」/6渺 ISO 100 





















【写体の白さや輝度を測光インジ 
で、このように確実な露出にす 
) 反射率で測制直が変わつてしま 
-カバーして余りある、すばらし 

絞り F 5.6 1/9诉少 ISOIOO 




標準反射板による正しい露出。測光 
インジケーターをイ更えば反射板がな 
くても同様の露出が可能となる。 


白い服に明るい花という被写体では 
カメラまかせの AE では露出は極端な 
アンダーになってしまう。 



-3 2 


0 


2 3 + 


■ 
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■ 


■ 


_ 



(m , 八重鱗 


¢1の肌 


ノ 

r 服の 

] [服の胸の下] 

明部 


標準反射板がなくても、初 
ヶ—ターに 置き換える こ と 
ることができる。被写体 (7： 
う反射光式露出計の弱点を 
い測光方法である。85ミリ 






スポット測光の優位性 

スポット 測 光と 測光 インジケ ー タ 1 の 
組み合わせによる露出決定のテクニック 
は、 マスターすればどのよぅな測光方式 ‘ 
よりも^^な結果を出す ことができる。 
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入射光式露出計は受光球をカメラのほうに向けて測光するが、 


の受光5求は立体物が受ける光を測るようになっているために、上 
からの光線をかなり受けてしまう。実際に人物の彦頁には上からは 
そこまでの光は当たっていないので、このようなときは手のひら 
をかざして正面からの光を主に測るようにする。 


ッ反光の露しと 
ク射とで出い思ポ 
す光測気が使わ1 
る式光を！いれ卜 

かに イつ3 方て レ 
らよンけ段をい1 
確つジたもしる卜 
美てヶいアな入撮 
で被丨◦ンい射■影 
あ写夕そダと光に 
る体丨の1下式は 
°そに点にの露安 
のよ 'な写出心 
もるスつ真計し 
の方ポての。て 
を法ッしよだ使 
チは卜まうがえ 
ヱ '測うに正る 



上の写真のように、手のひらをかざして測光したも入射光式露出計を手のひらをかざさないで測光した 
の。適正露出である。絞り F 5.6 1/8诉少 もの。ややアンダーである。絞り F 5 + 6 1/125# 
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このぺージの2つのブラケティングは0 . 5段刻み。被写体 
の輝度差の大きい朝日の写真では、 0-5 段刻みではあまり 
差は感じないが、雪原の写真では輝度差が少なし、ので0 . 5 
段刻みでも十分に違いが感じられる。左ページの I 段^ 
みは明らかに差が大き過ぎ、このような使い方はフィル 
ムの無駄である。2/3段刻みは輝度差の大きい被写体では 
ちょうどいい。そして1/3段刻みでは差が小さく、この中 
から2カツトが吏えるという感じである。 


適正 


0 . 5段アンダ‘ 


0,5段才—ノく. 



適正 


0,5段アンダー 


0 • 5段才ーノ 


k セ 
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し^ 1 J ikl 
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2 oa 


UJI RDpn 


現®に日！^のカットが選べるように 

適正と思われる露出に対して、ややアン 
ダー めと、 オーバーめの i 刖後露出を撮影 
することをブラケテイングと言う。 

このブラケティングで！？^になるのが 
その前後露出の_ 。カラ ー リバ ー サル 
フィルムにおける露出の良否は g 段で決 
まるので、この Ml みで撮影すれば、 
この中にどれかいいカットが見つけられ 
る。さらに測光が難しい場合 や、 被写体 
の輝_囲が広い場合には23_みが 
いい。朝日や^^京がこれに^？ n する。1 
段刻みでは差が大き過ぎるのでまず使う 
ことはない。 113段刻みは あまり 差がな 
く、安全のための前後露出というよりは 
_な差の中から日賢なカットを選びた 

いとき に 使う。 また13段の差はフイル 
ムを見る ライト テーブルの明るさの差で 
帳消しになつて しまうこと もあるので、 
II 密には写真を見る条件を揃えない とせ 

つかくのシビアさは生きてこない。 


ブラケティング 


5 

* 


段刻み 


段刻み 
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適正 
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1段刻み 
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顔に対して + 2 段の露出補正 



顔に対して+丨 . 5段の露出補正 



露出の才—バ I 、アン ダ I と色の濃さ 


W ぺージ で触れた ことだが、カラー 写 
真では露出がオ ー パ ー になると 色が薄く 
なり、アンターになると濃くなる。とい 
ぅこと から 適正露出は単に画面の 明るさ 
だけでなく、 色に ついても考えることに 
なる。ここに 掲載した写真は ポ^ — トレ^ — 


卜は g 段刻みのブラケティングで、左の 
花は1段刻みで ある。 女性ポ^—トレ—卜 

の場ム ロ、 才^~バ^~ になる ほど^^が明るく 
なることからこの ほうが 好まれる。そこ 
で緑を背景に した 写真では一番明るい画 
面が いい。しかし、 花壇を背景に した 写 


真では明るいほぅは花の色が薄くなって 
しまい写真、としてはよくない。 ともに 顔 
の明るさは同じだが、背景の色によって 
露出の良し悪しが変わるといぅことも知 
っておきたい。なお露出がややアンダー 
な、 すなわち色が濃いフィルムをかなり 
明るい ライト テ^—ブルで M ると、 これが 
もっとも色鮮やかで、きれいで ある。 


顔に対して+ I 段の露出補正 
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適正露出に対して+ I 段 顔に対して+ 2段の露出補正 



適正露出 


顔に対して+ I .5 段の露出補正 


翁 ぃ 

w I 

■ 

*， v .. ;::議，錢 | 
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適正露出に対して一 I 段 顔に対して+1段の露出補正 
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人物がアンダーなオリジナルフイル厶の画ィ象。 



人物の露出がかなりアンダーな写真 
だが、蛍光管をライトテーブルに見 
立ててフィルムを見るときれいに見 
える。そこでデュープリケーティン 
グフィルムで基準露出より I .5 段多い 
露光をすると下のようにほとんど問 
題のない写真にすることができる。 
黄色い花のハイライト部がとんでい 
るが + 、これは適正オリジナルにも見 
られる。なおこれよりもさらにアン 
ダーな写真では シャ ドー部がつぶれ 
気味になるので無 i 里である。 



明るく複写をした画像。この写真だけを見れば救済したものとは思えない< 


露出にシビアなカラ^~リバ ♦ ~サルフイ 
ルムだが、アンダーに写ってしまった画 
像は明るくできるので、その方法を紹介 
する。パソコンで画®理をするのでは 

なく、@な写真的手法である。 

カラーリバーサルフイルムも！^がと 
んでしまったオーバ ー な写真は対処でき 
ない。しかし、アンダ^ ~ な▲面.^^というの 

は暗い中にも霜は写し込まれている。 
これは露出がアンダーなフイルムを®光 
灯の発光管を直接ライトテーブルに見立 
てて、 すなわち明るい光源でルーぺで靦 
くと、明るく鮮やかに見えることからも 
わ 力る。 0 ぺ ージにおいて カラ ー リバ'— 
サルフイルムは、アンダー側に q 段ほど 
記録しているとは こういう ことで ある。 

そこでその方法とは、複写用のカラ ー 
リバ . ~サルフイルムであるデュ >—プリヶ 
― テイングフイルムを使ってで複写 
をす る。 このとき基準露出より多く露出 
をすれば、それだけ明るくすることがで 


露出がアンダ—な 写真を、 救済する方法 
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フジの複写用デュー 
プリケーティングフ 
イルム。軟調で超微 
粒子。適切な複写で 

はオリジナルとほと 
んど変わらない複製 
ポジを作ることがで 
きる。感度表示はな 
いが実効で ISO |〇。 



やや露出アンダーなオリジナルフイル厶。 


11ページのところで掲載した写真 
と同時に撮影した アンダーな カツ 
卜を+1段明るく複写したのが下の 
写真。このデュー プリ ケー テイン 
グ フイルムは 複写時に フイ ルター 
ワークをしたり、トリミングをし 
たりといろいろ遊ぶこともできる 
おもしろい フイルム である。 


上のフィルムを基準よりも丨段露出を多くして複写した画像。 




きる。 そして階調がそれなりにきれいに 
再現で きる のが マイナス n 段まで。 それ 
よりアンダ • —な写真は^^がきたなくな 
るので無理で ある。 なおこのフイルムの 
複写は光源はタングステンで、これに G 
A の C 一^正 フイ ルタ^ ~ を使ぅといいが、 
M 街にはテスト撮影が必要で ある。 
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ハー フ ND フイルターは 明るいほうを 

2段分暗くする 4 X と、3段分暗くす 
る8 x がある。また境目がグラ デーシ 
ョンになっており自然な感じでバラ 
ンスをとる。プラスチック製と高画 
質対応のガラス製がある。 



画面の上方に露出を合わせると喑いところ 画面の下方に露出を合わせると明るいとこ 

がつぶれてしまう。絞り F 5,6 f /3 诉少 ろがとんでしまう。絞り F 5.6 げ10# 


明るさのバランスをとるテクニック 

ハ—フ ND フイルタ— 

輝度差の大きい被写体ではハイライ 
卜がとばないような露出にするとシヤ 
ド^~部がつぶれ、シャド^部がつぶれ 
ないようにするとハイライトがとんで 
しまう。 このようなとき、その間を1 
本の線で仕切ることができる被写体で 
あれば、一方を暗くするハーフ ND フ 
ィルタ^~で明るさのバランスをとるこ 
とができる。露出はシャドー部を主体 
にし、 とんで しまう ハイライト側をフ 
ィルタ1で暗くしてフィルムの再現幅 
に 収める。 
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4 X のハーフ ND フイルターを装着し、画面上方の明るさを落としてバランスをとった画面。右の2点 
の写真のいいところを合わせたようになる。明暗が入り組んだ情景では使えないが、このように直 
線て仕切ることのできる場合は大変有効である。24〜85ミリ絞り F 5.6 l / l _> ISO 100 
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レフ板は携帯しやすいように丸めたり畳んだりできる製 
品が多い。また白いスチレンボードでも代用になり、マ 
ツト状の銀紙かアルミ箔を張れば立派なレフ板になる。 



顔が陰つて陰気な写真になつ 
てしまうところでも、レフ板 
で明るくすることでがぜん人 
物もきれいに写せる。またレ 
フ板をイ吏うと目にキャッチラ 
イトが入り、表清が生き生き 
してくる。左の写真がレフ板 
なしで、下がレフ板使用。 








•辜* 







こではレフ板の作例を掲載した が、 こ 
れ以外の本書のポ^—トレ^—卜はすべて 
レフ板なしで撮影して いる。 顔をそれ 


明るさのハランスをとるテクニック 

レフ板 

女性ポ^—トレ^—卜はょく逆光で撮影 
する が、 顔が暗くなることが 多い。 そ 
こで顔を明るくするためにレフ板を使 
ぅ。 プロの撮影現場では必需品だが、 
アマチュアでも写真のように三脚に固 
定できるタイプのもので あれば、 一人 
の撮影でも使用可能 である。なお、 こ 


なりに 照明す る 光の あるところ、 いわ 
は シチユエ^ " シ ヨンさえ 探せ ほ、 レフ 
板なしで も キヤツチ ライトを 入れてき 
れいに写す ことは可能である。 
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右の写真は、人 
物に露出を合わ 
せて普通に撮影 
したもの。左は 
偏光フィルター 
にストロボの日 

中シンクロを ブ 
ラスしたもの 
太陽か右手にあ 
るので、偏光フ 
ィルター の効果 
もよく現れてい 
る。 


0 


偏光フィルターにストロボを併用。人物に露出を合わせたもの。 



人物は建物の陰にいるために.背景に比 
ベて 暗い(左)。かと いって 人物に露出 
を合わせると背景は露出オーバーにな 
って しまい色もとんでしまう。そこで 
ストロボを発光させれば雨方ともきれ 
いに 写すことができる。 日中シンクロ 
は背景に露出を合わせ、人物はストロ 
ボで適正な明るさにする。24〜85ミリ 
絞り F 3.5 1/18渺 ISO 100 



ンスが手軽にとれ、メリットも多い有 
効な方法である。(テクニックの詳細は 

1 GO ぺ^—ジ) 


レフ板の代わりにストロボを発光さ 
せて人物を明るくする日中シンクロ。 


日中にストロボを同調発光させること 
からこう呼ぶ。背景との明るさのベラ 



明るさのバランスをとるテクニック 

日中シンクロ 
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カメラまかせの AE による露出。絞り FA 1/6秒 



人物が明るくなるようにした露出。絞り F 4 0,7秒 


ン1卜とうこ物 
クに口きにでも黄 
口よボもな露写昏 
とるで背つ出真時 
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黄昏時は風景の中の人物は肉眼では感じない 
がフィルムには暗く写る（上)。かといって露 
出を多くすると背景は昼間のようになってし 
まう（中)。そこで背景に対しては+1段の露 
出補正をし、人物へはストロボを照射するこ 
とでノ《ランスのとれた写真にすることができ 
る。また背景をシャープにするために絞り込 
んでいる（下)。24〜85ミリ ISO 100 



露出補正とスローシンクロによってバランスのとれた写真。絞り F 丨 I 露出補正+1 4秒 








































通常の AE モードでストロボ撮影にすると、シ 
ヤツタースピー ドが 丨 25前後に設定されるので 
夜景は真っ暗になってしまう（上)。次に別の 
カメラだが夜景に露出を合わせると、そこに 
は スト ロボの光が届かないので自動調光では 
多量に発光し、人物は才^—バーになってしま 
う（中)。才ートストロボでも自動調光に工夫 
を凝らし、人物にも適正に照射が行われると 
背景とのバランスがよくなる（下)。 



トストロボでバランスのとれた写真。 


通常の AE によるストロボ撮影。背景の夜景が暗い。 



夜景に露出を合わせたが才一トストロボは才ーノく一。 



夜景に露出を合わせ、さらにうまく調光 I 甫正が行われたオー 













また/\2にょるストロホ撮^影では、手 
ブレを防ぐためにシャツタ^—スピ^—ドは 

12 5前後になる。しかし背景が室内の 
壁ではなく舊京では、その速いシャツタ 
1スピードでは暗い。そこでカメラの露 
出はスローシャツタ1にして谨〇;に合わ 
せ、 人物にはストロボを照射して両方の 
明るさのバランスをとるのもスローシン 
クロ。 才^^トストロボでは人物が才^^パ 
1になることがあるので要注意である。 
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周囲が白い壁という場合のオートストロボは、通常の露出補正と同じ考え方で調光補正を行う 



調光補正+ 2 調光? 1 IE ± 〇 調光1甫正+ I 


カメラによる差もあるが、ストロボの光が届かないほど背景が遠く、そして人物がの中で 
小さいと、調光 tilE をマイナスにしないとオートストロボでは人物はオーバ'一になってしまう, 



調光ネ甫正一 2 調光ネ甫正±0 


調光補正の問題 

ストロボの発光量を自動調節すること 
を自動調光と言い、自動調光に対する露 
® 正のことを調光補正と f つ。 

この調光補正は白いものではプラスの 
補正、黒いものではマイナスの補正とい 
うのは濯吊の露®正と同じ。だがもう 
一つ問題になるのが背景が遠く、ストロ 
ボが照射する被写体が画面の中で小さい 
とき。オートストロボは発光中に被写体 
の明るさをリアルタイムで測り、基準の 
明るさに達したところで発光を瞬時に停 
止させる。ここで背景が遠いとそこから 
の反射光はない。そして被写体が小さい 
と、そこから返つてくる反射光は面積が 
小さいだけに基準の量に達するのにかな 
りの光を照射しなければならない。それ 
は人物にしてみると、それだけ才 I バー 
なストロボ光を受けたことになる。そこ 
でこのようなときは調光補正をマイナス 
にセットす る。 ^はその量で、これが 

難しい。(詳しくは148ぺージ) 
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キレの悪いスポット測光 




キレの悪いスポット測光は周囲が 
明るいと、その影響を受けてアン 
ダーな露出をネ旨示するので注意。 


スポット測光のキレの問題 

ファィンダーの中心部に円く描かれた これがキレの良し悪しで、キレの惡いス 
スポット測光エリア。スポット測光はそ ポット測光はその測光エリアを信用して 
の測光光学系の完成度により、 J 内だけ ■光すると、逆光時に1、2段露出がア 
を測る カメラ もあれば、その周囲の明る ンダーになって しまぅ ことがある。 

そこで自分のカメラのスポット測光の 
キレをチェックする方法を紹介す る。 白 
い画1[紙の$に、スポット測光の測光 
エリアに想 _ f する大きさの黒っぽくて IJ 
いものを 置く。 表面に光沢があると角度 
によって明るさが変わるので、マット状 
か fc 消しのものが いい。 濃い色のピロ ー 
ドなどの生地を円く W つて張ってもいい。 

最初に、この黒っぽい i が十分大き 


さの影響を受けてしまうカメラも ある。 
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く写るように近づいてスポット測光する 
このとき近づき過ぎて黒い_への照明 
を遮らないように。そして少しずつカメ 
ラを遠ざけていき、露 I-J を1段分明るく 
指示したときの n の大きさ。このときの 
円が小さいほどキレがいい。これは、真 
のスポット測光エリアの露出に対して1 
段分の誤差を1;:じさせるエリアというこ 
とである。画用紙の LI いところとの輝度 
差はかなりあるが、この程度の輝度差が 
ある逆光時においてスポット測光が影響 
を受けるエリアを知ることができる。黒 
を灰色にすれば、それだけ輝度差の少な 
いときの影響エリアを知ることができる。 
そしてキレがよくない場 <5 口にはスポッ 

卜測光ではその分、周りに余裕をもって 
測光する。また被写体に近づいたり、ズ 
1ムレンズであれば、ズ—ムをテレ側に 

伸ばして被写体を大きくして測光す る。 
とにかくスポット測光は、その周囲が明 
るいときはこの点に注意して使いたい。 
逆にスポット測光するが周りよりも 
明るい場合は影響は ない。 

































キレのよくないカメラ 



キレのいいカメラ 



ともにファインダー測光だが、キ 
レのいいカメラとよくないカメラ 

の上 t 葱。上段の写真は、それぞれ 
のスポット測光エリアに対応させ 
て置いた黒い植毛紙が黒く写る露 
出で撮影したもの。下段はその露 
出に対してスポット測光が I 段分、 
明るいというネ旨示をすると きの I 
リアで、スポット測光の裾野に当 
たる。キレのいいカメラは、それ 
だけ周囲の影響を受けないという 
ことになる。白黒の輝度差が大き 
いので顕著な差だが、キレの悪い 
スボット測光はこれがスポット測 
光エリアということではない。 



主要な被写体をズームアップし、そこ 
て、 AE ロックをする。ズームのテレ側に 
余裕があるときは有効な手段である。 

キレの悪いスボット測光でも、ズームアップ 
による測光や/ VE ロックにより、明るいところ 
の影響を受けることなく安心して測光するこ 
とができる。キレのいいカメラでも、遠くの 
小さなポイントを測光するときには、ズーム 
アップは便利である。 



n n 
00 


































赤いバラは測光したままの露出ではアンダーになる。普通に赤 
と感じる色に対しては、2/3〜い丨/3段とカメラによる差はある 
が、露出補正が必要である。そして自分のカメラの赤に対する 


露出補正を知れば s 花の撮影も安心してできるようになる。 


自分のカメラの露出計の性格を知る 


前べージのスポット測光のキレの問題 
もそぅだが、ほかにも自分のカメラの測 
光^^に関して知つておきたいことがあ 
る。 それは色に対する露出計の感じ 方。 

%ぺージで色にはそれぞれ1補正が 
必要であると述べた。そして赤色をフイ 
ルム上にその通りの赤に再現するには、 


プラス1段の露53^正を 行ぅ、 とも。こ 
のプラス1段といぅのはいろいろなカメ 
ラの平均的な補正量で、カメラによって 
は23段から1.13段と多少の幅がぁ 
る。これは露出計の赤に対する感度が多 
少異なるため。^^ならフイルムの感色 
性に合っていてほしいのだが、フイルム 


にも 差があり、 さらに次の ぺ ー ジて述べ 
る 光源の問題も ある。 

そこで y ぺ^~ジの色紙チヤートを使っ 
て、 自分のカメラの各色に対する測光レ 
ベルをチェックする。そして特に問題に 
なるのが 赤、 というわけで ある。 花の撮 
影では赤色で露出を合わせることが多い 
からで ある。 しかも、赤にはピンクっぽ 
い色からオレンジがかった 赤、 そして深 
紅といろいろ あり、 これらによつても 厳 

密には補正量は変わる。 

そこで実際に花のあるところで、產日 
の S の裏側に印刷された標準反射率の 
灰色や町ぺージの色紙チヤートを測光し、 
その 值と 花とを比較して みる。 こうして 
露出計の色に対する適切な補正量を知る 
ことができれば、色の被写体でも簡夫な 
露出を決めることができる。 

なお、 AF の測距センサーをスポット 
測光用にも兼用したカメラで、 AF 補助 
光、すなわち赤：^に対する感度を一咼め 
たために、測光感度まで高くなってしま 
つた、という例もある。 
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白黒ではわかりづらいとは思、 
うが、これは白熱灯照明の室 
内でデ ー ライトタイプのカラ 
—リバー サル フイルムで、 色 
温度の補正を行わないで撮景多 
したもの。したがって画面は 
赤みが強い。ここで通常の感 
覚て顔が+ I となるような露出 
にしたのが上の写真。このと 
き人物の左後ろの白い壁は+ 
2と表示され、焦げ茶色の服 
は±0であった。ところが実際 
に写った画像は、測光値より 
も暗い。そこでさらに I 段露 
出を多くし、顔が+2、服が+ 

I 、壁が+3となる露出にした 
のが下の写真。これでほぼ適 
正となった。白熱灯の下では 
デ ー ライトタイプのフイルム 
は感度の補正も必要である。 


その赤に対する測光は、光源の色温度 
によっても変わってくるので注意が必要 
である◦一般には昼間の太陽の直射光が 
前提である。いわゆるデ丄フイトと呼ば 
れている光線で、写真の色を考えるとき 
の基本になる光源である。前べージの色 
に対する感度のチヱ ック もこの昼間の太 
陽光で行うのがい い。 

そして暴つてく ると 色温度は高くなり 
赤の成分が減る。さらに晴天時の日陰で 
青空だけからの光では、色温度が非常に 
一咼くなり、赤の成分が S 3? 的に少なくな 
る。 このようなところでは露出計の赤に 
対する測光値は減るので、 あまり 補正は 

しなくてもいいということになる。 

逆に太陽が傾き、赤みが増してくる色 
温度の低い場合、赤色に対する測光値は 
舞的に高くなる。その！一端な例として 
は白熱灯の下で色温度の補正を行わない 
で撮影する場合。白熱灯下ではフィルム 
の感度もその通りには出ないので、その 

分の補正も加わり、赤はプラス2〜3段 
といった補正も必要で ある。 




































































中央部重点測光でこの構図のままの露出。 


窓の外の明かりがかなり強烈で、次に 
天井からの照明が明るい。この構図の 
ままを中央部重点測光で撮影すると、 
極端な露出アンダーになってしまう。 
そこで明かりを避けて、画面左下の白 
っぽい壁と黒い調度品あたりを中央部 
重点測光て測った露出であれば、実感 
通りの写りとなった。なおスポット測 
光で正面の壁をみるとほぼ土 000測光値 
である。24〜85ミリ絞り F 5,6 I 秒 
ISO 100 



画面内に明かりがあるとき 


画面の中に強い明かりが あると 露出 
計の針はその影響を受けてアンダ—な露 
出を指示する。人問の目にはそれほど強 
いと 感じなくても、露出計はほかの 
との差があれば ある ほど、暗いほうを無 
祝して明るい ところ だけを測つてし まう。 
そこで画面の中に電幻などの照明光源が 
あるときは、 そこを避けて 測 光す る 。 A 
E ロックの使い方と同じで ある。 igs の 
撮影などそれができない状況ではプラス 
1 〜 2 段の露 51 補 ]£ をす る。 だが同じ夜 
景でも照明光源が避けられるのであれば、 
露 SS 1;: なしですむ場合が 多い。 

スポット測光であれば、そのような明 
かりの影響を受けないで必要なところだ 
けを測光することができる。ただし^2¢ 
など暗いところでは、感度が不十分な場 
合もある。またスポット測光でもその測 
光エリアのキレの問題や、さらに細分化 
した被写体では、その中の明るいところ 
の影響を受けることもある。とにかく明 
かりは測光を狂わせるくせ者という感覚 
で対処したい。 
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多分割測光でも明かりの影響を避けることは 
できず、かなりアンダー（右)。そこで明かり 
を避けて画面中央下の部分を測光し、 AE ロッ 
クをしたのが下の画面 u このとき露出補正は 
していない。24〜85ミリ絞り F 4 AE ロック 
(6 秒 ) ISO 100 



ランフの位置は中心から外 
れているが、中央部重点測 
光によるこの構図のままの 
露出ではかなりァンダー 
(右)。そこで明かりを避けて 
壁のところだけを測光する 
と、左の画面のようによく 
なる。この壁は白だが、こ 
れを白く写そうとするとラ 
ンフがとんでしまうので、 
バランス上は壁を基準露出 
にするネ司室がいい。 
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測光インジケ—夕—のレンジの問題 


測光インジケータ1の説明では、ここ 
までそのレンジをプラス • マイナス3段 
として話を進めて きた。 それは 2 ぺ^ — ジ 
の図に もあるよぅに、 写真が再現で きる 
被写体の明るさの範囲が、この計6段階 
分だからで ある。 すなわち、フィルムで 
，日くとぶ ところから 黒く つぶれる ところ 
までの全域が、インジケータ—で表示で 
きる からで ある。 

ところが現在、このプラス•マイナス 

3段の測光 イン ジケータ1を備えた一眼 
レフは、まだそれほど多くは ない。 プラ 
ス.マイナス2段のカメラのほぅが圧倒 
的に多い。これは测光 イン ジケータ 1は、 
もともとは 露出合わせのためのスケール 
として 考えられたものだからで ある。 

一眼レフに内蔵露出計が搭載され たこ 
ろは、この 露出合わせは追針式や定点式 

であった。これはシャツタ1ダイヤルや 

絞りリングを調節して露出計の指針に追 
針を合わせたり、露出計の指針をゼロマ 


1クに合わせれば適正というものである。 
つまりただ針を合わせればいいというレ 
ベルの話である。測光インジケータ1で 
いうとプラス•マイナス〇のところがあ 
るだけ、といういたつて単純な方式であ 
る。 プラス側マイナス側にどれだけ、と 
いう概念は ない。 ただ針式でもその針の 
動き量から、ある程度の輝度差を読むこ 
とはできたが、見やすいものではなかつ 
た。 

メ' ~ 夕- ^は^ 3& S な強度に不安がある 
ことから3個の LED の点灯にょる露出 
合わせが登場した。^<の LED がつけ 
ば適正、プラスがつけば1段以上ォーバ 
1、2 個が同時につけばプラス q 〜1 段 
の間といつた意味あいのものである。ま 
たファインダー視野右にシャツタ1スピ 
1ドの数字が並び、その横に LED が点 
灯するという表示もある。これも2個点 
灯すれば、その中間である。 

そして液晶表示が用いられるようにな 


ったが、多くのカメラが単なるプラス • 
マイナスの記号にょる表示のみで、内容 
的には初期のものと変わらない。そんな 
中でも一部にはワイドレンジの液晶を搭 
載した一眼レフが登場し、^!第に液晶の 
スケールが露出表示の主流になった。；3 
段、あるいは 113 段刻みのスケ^ — ルにょ 
って細かな露出の調節が可能となった。 

ということからプラス•マイナス2段 
でも露出合わせという観点からは十分な 
レンジで ある。 しかし、測光インジケ— 
夕 1 がフイルムの再現幅を意味す る、 と 
いう考え方に発展したことで、2段では 
狭いということになつてしまつた。 

ではプラス•マイナス2段階の インジ 
ケータ1ではどうなのか。実際には2段 
で測光ができる場合も ある。 だが足りな 
いときは問題で ある。 白く写るところや、 
とんで しまう ところが読めない。暗いほ 
うも、里一い感じに写るところや黒くつぶ 
れるところが|郝めない。これはやはり不 
便で ある。 

だが、この読めないところを読む方法 









































±3 段の測光イ ン ジケーター ±2 段の測光イ ンジケーター 



[[岩〕 〔左の海面 I 〔輝く海面] [左の海面1 


±2段では、白くとぶところ、黒くつぶれるところが読めない。 


がある。絞りやシャッターを暗いほう、 
あるいは明るいほうに1段シフトして輝 
度差チェックをするのである。 

例えばプラス2段の_が点滅した場 
ムロ、 2段以上である ことは わかる が、 そ 
れが q 段なのか3段なのかはわからない_ 

そこでマニュアルモ‘~ドの場ムロはシャッ 

夕—を1段速くす るか、 絞りをっ 
てみ る。このと き指示が r- となれば 実際 
は M 段ということにな り、2 となれば 実 
際は3段で ある。このときま だ2 段のと 
ころが点滅していたら、実際は3段以上 

ということになる。 AE モードの場八口は 

露 S 正をマイナス1段にすれば、同様 
のシフト操作をしたことになる。 

このシフト操作で対処はできるが、実 
際にこれを行うのはやはり面倒である。 
これからカメラを購入する場 <5 口にはこの 
測光インジケ—夕 1 についてチェックす 
ることをお薦めしたい。そして、プラス • 
マイナス3段階の測光インジケータ1が 
これからの TTL 露出計の主流になるこ 
とも間違いない。 
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測光インジケ—夕—のないカメラの測光法 


測光インジケータ1のないカメラでも 
露正の考え方を基にすれば、面倒で 
はあるが ^ 笑な露出を決める ことができ 
る。 

絞り優先 AE の場合 

A E モードでは露_正^^を活用す 
る。露95^正 M を測光インジケータ1の 
H 盛りに置き換えるようにして考える。 
絞り優先 A E では被写体の主要のほ 

かに、やや明るいところや暗いところを 
測光する。そしてそれぞれの明るさに応 
じて露 Sg 正をし、そのときのシヤツタ 
1スピードを読む。白っぽい被写体であ 
ればプラス2、暗い感じであればマイナ 
ス 1 というように。こうして 3 占、ある 
いは 4 点を測光し、どれも同じシヤツタ 
—スピードになればいい。しかし皆同じ 
シヤツタ^ ~~ スピ^ ― ドにはならず、 q 段や 
1段のズレは生じる。そのときは露528 
正量はこれでいいかと測り直す。こうし 
て 一― ^つのシヤツタ^スピ^ドに決へ * する。 


主要被写体だけでなくほかの_も測 
光し、 それぞれに露_正をしてシャツ 
夕1スピードを11 i む。 そして最^:2に決 
めたシャツタ1スピードであれば確度の 
高い露出になる。なおこの方法は恥べ一 
ジの2力所で露31正を 行う、 の測光箇 
所を増やしたのと同じで ある。 

マニュアル露出の場合 

絞りとシヤツタースピードを調節して 
露出計の表示がプラス V マィナス〇の適 
止表示になるようにするメータードマニ 
ュアル。この〇のところは灰色レベルの 

被写体に対しては適正露出だが、それ以 
外の明るさの被写体では適正では ない、 
ということはすでに述べた。そこで明る 
いところや暗いところは、その程度に応 
じて露033^正をする。ここでは絞りをレ 
ンズの絞りリングで操作するカメラにつ 
いて説明す る。 

まず主要被写体を測光し、そこに対す 
る露53^正をして基準になる絞りとシヤ 


ッタ^—スピ^—ドを決める。通 ( LIJ はここで 
終わってしまう が、より 確かな露出にす 
るためにほかの-部分も測光するの が、こ 
の方法で ある。 

そこで別の個所を測光する。例えば ， n 
い雲を测光し、そこが〇になるように絞 
り リングを操作す る。 そして雲を 白 っぽ 
く写すにはプラス2段の露止をすれ 
ばいいから、絞りリングをその位置から 
2段®開ける。そして S の基準露出 
の絞り値になればいいが、ずれるかもし 
れない。もしさらに1段開けて基準露出 
になつたとすると雲に対しては 3 段階の 
露正をしたことになり、雲は白くと 
ぶことがわかる。あるいは基準露出を1 
段暗くすれば雲は白っぽく写り、その階 
調も再現することができる。 

次に別の部分を測光し、同様に被写体 
の明るさに応じた露 ag 正をして基準露 
出と比較す る。 同じになればそれは非常 
に確度の高い露出ということになる。 
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マニュアルの場合 


絞り優先 A E の場合 
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( J ) 遠景の山を測光すると F 11、 シャツタ 
ー スピード125で適正表示となった。 
この山はややかすんでいるので+1段 
の露出補正をして F 8 で125をまず基 
準露出とする。 

}—►! 露出補正+1 

1 气 

2216118 5.6 4 125 


② シャッタースピードは125のまま白い 
雲を測光。絞リリングを回すと F 22 で 
適正表示となった G 雲を白く再現する 
ために十2段の露出補正をすると絞リ 
は F 11 となる。これは基準露出の F 8 
より1段暗いので、もし F 8にすると 
雲は+ 3段分明るいということになリ 
真っ白にとぶことがわかる。 

S - ►； 露出補正+ 3 

j _ I _ _ 

2216118 5.6 4 125 


0) 例えば絞りを F 2.8 にし、 +1.5 段の露 
出補正をして顔を測光するとシャツタ 
—スピード表示が125になったとする。 


125 2.8 y 露出補正 +1.5 


( 2 ) 明るい背景にスポット測光エリアを合 
わせ、シャッタースピードが125にな 
るように露出補正をする。このときの 
露出補正暈が+ 3となったのでここは 
白くとぶことがわかる。 


125 2.8 +/ 露出補正+ 3 


( 3 ) 暗い背景をスポット測光しシャッター 

スピードが125になるように露出補正 
を行うと 一 2となったので、ここはか 
なり暗く写ることがわかる。 


125 2.8 t 露出補正一2 


@森を測ると F 4 が適正表示。基準露出 
はこれに対して 一 2段の露出補正をし 
たことになる。これにより森はつぶれ 
はしないが、かなり暗く写るというこ 
とがわかる。 


；◄ -1露出補正 一 2 

— \ _ I _ I—— 

221611 8 5.6 4 1 25 

I ~~~ 


マニュアルでは露出補正量を絞りリング 
上の移動置に置き換えて露出を決める。 


( 4 ) 真っ青な服を測光してシャッタースピ 
—ドが125になるような露出補正量は 
+〇.5となったので，ここは適正に写る 
ことがわかる。 


125 2.8 +/ :靈出補正 + 0.5 


この露出であれば明るい背景はとぶ 
が、それ以外はフィルムの階調にう 
まく収まリ、適正な露出になること 
がわかる。 
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スポット測光は受光素子の面積が小さいので測光感度は中央咅 [5 重点測光や多 
分害_光に比べて3〜4段分低い。そこに F 3• 5といつた暗いレンズを装着す 
るとさらに測光感度は低下してしまう。しかし、夜景をスポット測光で測る 
必要はなく、中央部重点測光か多分割測光が測りやすい。この写真は開放 F 値 
が 3. 5のワイドズームで中央部重点測光で測光し、絞り F 6, 7、+ I 段の露出補正 
をして撮影した夜景 。 H • 4のレンズを装着したときは E V 0 まで測光できる力 
メラで、これに F 3. 5のレンズを装着すると EV 2 + 5 まてう則れることになり、こ 
の夜景がまさにその暗さの限界。巳72,5は「3.5で2秒、 F 6_7 では8秒。そし 
て I 段の露出?甫正をしているので1货少という露出時間になる。丨8〜35ミリ絞 
り F 6.7 中央部重点測光露出補正+丨 （15 秒 ） ISOIOQ 








とのくらい暗い ところまで 測光で きる 
かという露出計の感度は、装着レンズの 
明るさが関係す る。 

FJ のレンズを装着したときの T T L 
露出計の暗いところの測光限界は一般に 
は Isoloo のフィルムを使うとして 
EVO から1。これは FJ •で2秒あるい 
は1秒という露出のところまで測れるこ 
とになる。 

ここで Fq のレンズを壯衣着すると、絞 
り FM の開放で同様に2秒、あるいは1 
秒という露出のところまでしか測れない0 
FM では6秒、あるいは3秒という露出。 
都会の塵识では何とか測れるかなという 
露出なので、少し喑い塵！^では測光でき 
ないことになる。実際の露出ではこれに 
プラス1段から2段の露_正をするの 
で Q 秒とか Q 秒といつた露出時間になる。 
しかし、この0秒や Q 秒は測光後の露出 
補正なので測光感度が、そこまで高くな 

つたということではない。 


装着レンズの明るさと測光感度 
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この範囲内で 
あればズーム 
位置に関係な 
く F 値は一定 



電子タイヤルで絞りを設定するカメラ 


11 



ワイド 



I JtaUJ 

アレ牺 


絞りリングで絞りの設定をするカメラ 


2.8 



ワイド端 


ejZIlOlT 
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ズーム 位置に 
よって F 値は 
常に変化する 


I X 111 

アレ珊 


| • ■ - & - LH-a HHa a - a A % + J wb. 

■■■..■ ■* _. *v_% . p ,,l*.T JI 1 ' -- ,- % r -, %.*v' ■ + "*■-1 ■■ ■ 

1 - ■■ -■*■«-- - - - p" - ■ 1 » - ■* - 
11 B- ■ .■ ■ ■ - ■ _B u a B ■ ■ 

t ■ BJ 11 T - Hta-t BB « + «-Bb X rB 

II- ■■■ 一 ■> ， ■■■-_■■«- ■.■■ 一 ■l_la • 钃， 

i.— 1 > ■ - a— ■rBHAr-BPBBKk^BUPB-l 

■ JH* ■■■ 二 一二二 

■ I -il.F ■■ f , 一 ■ ■.!>;■ ■B9B■•!• ■■■■:■ I _ 

* f I 達： s: •:葬ゾ贫器： 

.^1 — kr rue ■ B ■■rink .!<■•!■■ n 灌 ■■■••• —■g.E'w' 

i _■>: ぐ： ◊:■:- 「ぐ ? ぐ：心 ： 〈◊.?;■>:」：■:.: 

/一 1 


_■ raB - J 1 J 
4 ,!>p:l.a •■!■.>■ 

__■ ■■■<• ■ ■ 
k L . « L n L ■. 
■.■一 ■•■TIBe 

. 1丨 r-iB-JIl-h 

-. L v::-:i-:-:.: 


xvv ^X 


rri I r fa i • r L r i 
a ■lla'l— 一 f I- ■■» 

■ h ■ r 1 ” ■ HF r i ,r 

-BJ, ■ L ,la■_ ■ 
i n ■ + 1 p fa ■ V _ 
- ■1 4 1 J ■•>._ 
i ■e.l ■Jal_ -a j 


Lll»ll - rb^r-I .PBB. 

-V A T - ^ > r b ■ 

J. n ^ ■ _■ — rj 1 J ^ I ^- ■ > 

+ J 1 I 11• «- I • fc r A r 
k r L r > r - I p L r a - b r 

b~ K r ■ ■ b r fc.- b- B ■ 4 BB B 
•r 1 _sJll-kl'lllr.lTli 


•BBBJ ■•■aa% ■>_■.!■_ 

■ ■Ilifcdl l Alli ■ 一 ■■ 

-IJI-■■ iJlillBJ 」 ^al_ 

H ^ J- l *-1 - * B fc- ■ *- 

B B- a i B filBk ■_■ 丨 rj.li'lrj p 

"> ，％ %-v,_\_r::. p ,v,VTV- 
'-■■vv | ン v J t > く >,>-."I■ ■ v»:-:-:rx-:-> 

i I*!' 1 !■l.li' 1 ■ ■■ad ■■■!■■ rBr-lraB 

■■•l'lJ'li.il-- BtlillJ-ll 卜 |,.: 騙 _ 騙鬱 |1|. 鬍 _|| 

i ■ E^n~'l_ —'■■Blai-l.I—Ji f ,|« 贅 | < 4.*| I r 

ふ ™*" v%J-ia-* ■% \』,广て 1 ■..^■—-.■ t ' , : 、 B "r"--. ■ 

■ n 4 : | i i• 

— ■feBBhllBi.EBlke 
■ JJT* 一 ■.Ll'Jl■#■ 

B ■ B ■ ■ B d - A- ■ ■ 

JIallipl.B.iilaJjri 
-■ ■ ■ fa > 7 a s » 

_ hs-fll ■ B ■■■ _ 

raT+ikTK+^ K « r 

H L-K rn L.ih 


S4 


6 


8 


開放 F 値との間の絞りにしたときで ある。 

とはいってもテレ端においてはその開放 
F 値よりも 明るい絞りを設定することは 
できない が、 逆の場合。例えば FM 〜 b 
のレンズで ワイド 域で撮影 するとき、 絞 
りを FW に設定し、そして被写体を拡大 

しようとしてス^ムアツフをする。十 T 1 狀 m 
F 値はむになる。そこでシャツタ1スピ 
_—ドを決めてもとのワイド域に戻すと、 
絞りは FC に戻るので露出はオーバーに 
なつて しまう。 テレ端で測光するときは 
テレ端の開放 F 値よりも絞っていれば、 
この場合 Fb より暗い F 値であれば問題 
は起きない。 

絞りリングで絞りの設定を行うカメラ 
ではどの絞り値でもズ^~ムを行うと必ず 
F 値も変化する。したがってズ5アツ 
プによる測光では元に戻したときの F 値 
の変化量、特に中間画角のとき、それを 
正確に把握することは難しい。 

ということから F 値の変化する'スーム 
レンズを使う場合、ボディから絞りの設 
定ができるカメラが冇利である。 


F 値の変化するズ—ムレンズの測光 

最近はズームをすると開放 F 値が変化 
するズ^—ムレンズが多い。標準ズ^ —ムや 
ワイドズームでは FC 〜 h 、 望遠ズーム 
では F !3 〜 M といったレンズである。こ 
れら開放 F 値の変化するズームレンズを 
装着してマニュアル露出や AE でも AE 
ロックをする場合、注意しなければいけ 
ないことがある。焦点距離を変えないで 
画角を決めてから露出を測るときはいい 
が、 ズームをテレ端に し、 被写体を拡大 
して測光するときである。テレ端からワ 
イド域に焦点距離を戻すと、絞りが明る 

くなった分' 露出がオーバーになってし 
まぅといぅ ケースで ある。 この問題は絞 
りの設定法によって2つに分けられる。 
絞りを カメ ラボディの電子ダイヤルによ 
ってセットする カメラと、 レンズの絞り 
リングを直！作するカメラで ある。 

電子ダイヤルによる設定では、テレ端 
時の 開放 F 値よりも 暗い F 値にしたと き 
は問題ない。テ レ 端の F 値とワイド 端の 
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ともに 85 ミリ FL 4 の絞り開方女 
の画像。上の写真は顔が十1に 
なるようにした露出で、人物 
自体はアンダーではないが露 
出不足の印象を受ける。そこ 
で露出を CL 5段多くした下の 
写真は画面周辺部における光 
量不足そのものは変わらない 
が、全体に明るくなったこと 
で暗い印象はなくなる。絞り 
FI .4 1/350# ISO 100 





周辺光量の低下で写真としては暗い印象を受ける。絞り FI .4 1/125# 
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絞り開放で撮影した写真では露出がア 
ンダーに感じることが よくある。 これは 
で、ここに 掲載した ように 壁などの 
ような フラツ トな ところを. 撮影す ると、 
画面周辺が暗くなるからで ある。 これは 
絞り開放時においてはレンズの周辺光量 
の低ドが 大きく、 その結果暗く写ってし 
まう ので ある。 

レンズは光の入口と出 PI の ある 円い筒 
のような もの。 画面の周辺に行く光線は 
筒に斜めに入って斜めに出て行くから y 
然入：！と出：：でケラレて しまう。 これを 
f 後食と 零っ。： ：径食は絞りを1段から 
2段絞ると解消す る。 特に n 柽食が大き 
いのが Q ミリ FU の標準レンズで、画角 
の広さの割に大口径だからで ある。 

スポット測光で測る露出はレンズの光 
軸上で ある 画面中心部に対するものなの 
で、 周辺光量の低下には知らん顔 である。 
そこで絞り開放でこのような気になる情 
景の場合には、露出を底上げす るか、 シ 
ヤッタ I スピードがその分、遅くなって 
も1段くらいは絞る ことである。 
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24 〜 85 ミ リズ _ ムの ワイド 
端、絞り F 3. 5開放の画像 
で、画面中央の白い壁が+ 
2となる露出で人物も適正で 
ある。だがこのように均一 
な明るさの壁では、口径食 
による周辺光量の低下が写 
真として気になる。そこで 
絞りを F 5 ,6まで絞れば周辺 
光量の低下は ( まほ' 1 ^消する 
ので シャッター スビードを 
I 段階遅くしてでも、丨段 
階絞ったほうが結果的には 
きれいな写真になる。 





il 






TTL 露出計は画面周辺部の明るさを測ることはできない。そのために周辺光 
量の低下によって画面周辺が暗くなることは、撮影時にはなかなか予想が 
つかない。口径食はどのようなレンズにも大なり小なりあるものだが、標 
準レンズからワイド系のレンズで目立ちやすい。そこでこれらのレンズを 
絞り開放で撮影するときは、画面周辺は喑く写るということを想定して構 
図を考えるなり、右の例のように多少露出を多めにするといった対策が必 
要である。ただし下の写真のように被写体自体、画面中央が明るく周辺が 
暗いと、この周辺光量のイ fe 下はさらに顕著になってしまう。このようなと 
きは絞りは口径食がなくなるところまで絞るのが一番の対策である。 
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ポイントは瞳だが露出は力ーテンで、決まり、そして力ーテンをとば 
しては意味がない。下の写真はカーテンを測光し、+ 3の露出補正を 
したものだが、79ぺージのように力ーテンのネ莫様は残つており、と 
ばない；この理屈はスボット測光も中央部重点測光も同じである。 


3つの測光方式を使い分ける 


スポット測光プラス測光インジケータ 
I による確実な測光について述べてきて 

いるが、中央部重点測光や多分 sg [ J 光が 

、タメという ことでは ない。 それぞれの メ 
リットを虫 かし、 被写体に合わせて使い 
分けることが測光モードの賢い使い方で 


ある。 

真部重点測光は常に露正を前提 

にしているといぅ点で、その使い方はス 
ポット測光と基本的には同じである。違 
いは測光エリアが広いか狭いかだけ。ス 
ポット測光は近づかなくても測れるとい 


うと ころが一番の®:^ である。 

一面の ii * 色や一面の緑の森、一色の 
お廿描など画面全体がフラットな場合は、 
露321正もしやすい^:部重点測光が使 
いやす い。 多少明るいものと暗いものが 
混ざって いても、 それをマイルドに測っ 
てしまうのも^ 5-^ 部重点測光のいいとこ 
ろで ある。 また舊京はスポット測光では 
測光感度が低くなってしまうために使え 
ないことが 多い。 奮！$の撮影ではまず露 
正を伴うことになるので、 

点測光が いい。 また花や人_影でも中 
央部重点測光では近づいて測光インジケ 
. ~夕1を使えば、今まで述べてきた方法 
で確実な露出決定ができる。 

そしてはカラーネガフイルムでは多分 
割測光にし、すべてをカメラまかせにし 

ていい。またカラーリバーサルフイルム 
でも、とっさの撮影であれこれ考えてい 
る時間がないときは、多分割測光にして 
おくのが一番安全。スポット測光がいい 
というのは、測光のための時間があると 
いう前提条件が つく。 
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スナップ写真では露出を いろいろ 考えて い 
る時間的な余裕はない。とっさの撮影でと 
りあえず失敗 力し 番少ないのは多分割測光 
である。したがってカメラは普段は多分割 
測光モードにしておく。そして露出を決め 
る時間があるときにスポット測光に切り替 
えて測光する、というのが一番いい。そし 
て実はそこまで考えられている一眼レフが 
ある。 AE モード時に多分割測光あるいは中 
央窗^重点測光になっていても、 AE ロックを 
するとそこて測光回路が自動的にスポット 
測光に切り替わり、その AE ロックをした露 
出に対する輝度差表示を行う。そして必要 
とあれば露出補正をする。測光モードを有 
機的に結びつけた見事な測光システムだ。 


夜景の撮影では露出辛甫正をすること 
が多く、またスポット測光では感度 
の点で測れないことがあるので、中 
央部重点測光洲吏いやすい。本書で 
はスポット測光の彳憂位1生を書いてき 


たが、一眼レフの T T L 露出計がスポッ 
卜測光一本だけでは、やはり困る。 
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夜景を背景にしたスローシンクロ撮影における自動調光は、人物が画面の中で 
小さいと、そこからの反射光も少なくなることから結果的に発光量を多くして 
しまい、ストロボはオーバー露出になってしまう。この例のように人物が画面 
内で小さく'しかも反射率の低い服の場合は調光補正を一2段にする。カメラの 
内 J 1 ストロボではできないが、クリッブオン式ストロボではマニュアル発光を 
させて、そのストロボ光がどの程度の被写体を照射するかを見て、その面積的 
な大きさと白さから（と言ってもこれが難しいが）調光補正量を考える。ただ 
しストロボの調光補正は、定常光ほどシビアではない。1段程度の過不足でも 
許せる場合が多し、ので、積極的【二調光補正をしてみることである。 



ストロボを使う撮影はそのストロボ 
の発光量をどう調節するかによって3つ 
に分けられる。光量が十分にない室内に 
おける獲吊のストロボ撮影に日中シンク 

口とスロ^ ~シンクロである。室内スト ロ 

ボは奥行きのあまりない室内や、壁を背 
景にしたストロボ撮影。背景の明るさを 
気にする必要が なく、 カメラの AE モー 
ドでも定常光のときの露 SS 正と同じ感 
覚で調光補正をすればいい。 

日中シンクロは、背景が明るい場合は 
調光補正はそれほど難しくはない。人物 
が画面の中で小さいときにはマイナス1 
段程度の補正です む。 問題は遵足など暗 

い背景で行うスローシンクロの調光補正。 

自動調光の受光部に反射光として戻って 
くる 被写体からの光が少ない と、 それだ 
け ストロボからの発光量は 多くなる。 こ 
れは画面内の人物の大きさと反射率が関 
係す る。 画面内で半分以上を 占め、白っ 
ぽく反射率が高い場合はプラス2_正。 
そして 小さくなったら マイナス1 段、反 
射率が低ければマイナス2段、が目安。 
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カメラの自動調光の方式にもよるが、もっとも多い自動調光の失は、このように景が 
夜景で人物の画面内の面ネ責が小さい場合に才ーバーになってしまうこと。左の画面は調光 
補正を一 2段にしたもの。マイナスの調光補正はなかなか難しいが、人物の大きさと反身寸： 
から、まずは適当な感覚でいいからやってみて、自分のカメラの傾向を知ることである 






右はストロボなし、左はストロボを発光0背景が明るい日中シンクロでは 
の大きさによるマイナスネ甫正がバランスすることがあり、 

が面面の中でやや大きく、白い服の場合は+1、かなり小さ 



人物へのブラス補正と画面内 
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それほど調光補正に気を使う必要はない。人物 
s い場合は一丨といった t 甫正でいい。 
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背景の明るさを気にしなくてい 
い室内ストロボす最影。このとき 
は、定常光の露出補正とまった 
く同じ感覚で調光補正を行えば 
いい。これは白い壁で画面中心 
部に黒し、服の人物と若干の器物 
があるという状況《右は調光補 
正が土 0の画面でやはり白 I 、壁の 
影響でアンダーである。そこで 
+ 1段の調光補正をしたのが左の 
画面で、ほぼ適正な発光量とな 

つた。 
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v ' 日力 q 頃いたころだ力 \ ス 
トロボを使わないと人物 
はやや喑い。また、スト 
ロボの影をできるだけ目 
立たなくするためにバウ 
ンスリフレクターを使用。 
背景の露出は、絞り F8 で 
1/財少。そこでストロボは 
マニュアル発光にして顔 
をスポット式のフラッシ 
ュメーター で測り、絞り 
F 丨丨となるように光量を調 
節。これで彦頁はストロボ 
で+1の明るさになること 
がわかる。24〜85ミリ 
ISO 100 


||i 

ハ進 


で 

1 .. 

ip:.'、: : 一 3 



# 3 

1 

: 

I . ノ: 


フッシユメ ーター カ番. 


ストロボの確実な露出は、フラッシュメ—夕—で 


0動調光は、背景が暗くて遠い、いわ 

ゆるスロ^~シンクロのときストロホの 

発光量を適正に3することは難しい。 
当然、調光補正も難しくなる。そこでス 
トロボにおける_な露出は、ガィドナ 
ンバーによって距離から絞り； E を割り出 

すマニュアル撮影。しかし、このマニュ 

アルもストロボを直接発光させた場合は 
いいが、影を柔らかくするためにバウン 
ス撮影にしたり、リフレクタ1を使うと 
対応できない。ここは一® g ではあるがフ 
ラッシュメーターを利用し、ストロボ光 
によって照明された被写体を M 接測るの 
がやはり一番である。 

フラッシュメ 夕^ にも 入射光式と反 
射光式が あるが、 アマチュアが使いやす 
いのは反射光式で ある。 特に套片のよう 
な 露正の概念で適正露出を考える場 
合は、同じ発想で露出が決められるから 
である。そして スポット测光が できる フ 
ラッシュメ^—夕^— であれ ほ、 さらに C 利 
である。どのようなストロボ 撮影で も 確 
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背景の力ーテンを明るくするための基準霡出は F2.8 で1/2辑少。フラッシュメーターのシャッタ 
—スビードを30にして、バウンスリフレクターを取り付けたクリッブオン式ストロボをマニュ 
アル発光し、メーターの読みで、顔が+1段の F4 になるように発光量をセット。すると白いセー 
夕一と力ーテンがともに+ 2となった。85ミリ絞り F 2.8 丨/2辑少 ISO 100 








が 




1 




mm 


151 




























電子タイヤル 
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すでに述べてきたようにカラ^~リ 


V 


サルフイルムは 0.5 段の露出の多い少ない 
で適正かどうかが分かれる。したがって 


りとシャツタ1スピードは h 段刻みで 



ないと対応できな 


tv 


J の点では昔から 


あるシャツタ^—ダイヤルは1段刻みなの 


でカラ 


ぐ、 




礼くて向力な 


サルフイルムの撮影には 

。とはいえ、現在の 電子 


ダイヤルになる以前からこのシャッタ^~ 
ダイヤルは•長い間使われてきており、も 
ちろんカラーリバ - —サルフイルムの撮 SS 
もされてきた。これは絞りリングの中間 
クリックによって対応することができた 
からである。しかしすベてのレンズに中 
間クリックがあったわけではない。やは 
り不便をしていたわけである。 

そしてカメラの電子化の一つの流れが 
シャッタ^~のクオーツこれ卜 
それまでの機械式ガバナ^よりもはるか 
に高い精度でシャツタ1スピードの_ 
ができるようになつた。となれば、あと 



はそのスピ^~ドをどう設定するかで' 巾 J 
初はアップダウンの2ボタン式が多かっ 
たが、電子ダイヤルの登場によって、そ 
の設定がすばやくできるようになった。 
上の1段刻みと S 段刻みの比較の図を 

見ると、スロ^ —シヤツタ^—側のレンジの 
広さと設定の細かさで、いかに電子ダイ 
ヤルが優れているかがわかる。 

電子ダイヤルによって q 段刻みよりも 
細かい113段刻みも可能になった。そし 
て M 段刻みがいいか、113段刻みがいい 

か、という疆になる。一般的には M 段 
刻みで十分に対応できるが、さらに細か 
な設定をしたいときには13段刻みが冇 
効な場合もある◦そしてブラケテイング 
においても1|3段と2|3段は、それなり 
の音襲がある。そこでカメラの方でどち 
らも簡単な操作で切り替えができれば最 
高である。現在でもカスタム設定でどち 
らのステップも可能にしたカメラがある 
が、切り替えが面倒で、また測光インジ 
ケ^~夕^~~の表示が見にくくなったり、レ 
ンジが狭くなったりで完全ではない。 
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被写体に恐いものなしの露出決定法 


ある写真のテクニック解説書に、スポ 
ット測 光は画面の中のどこを測光するか 
で露出は大きく変わるので注意しなけれ 
ばいけない、 と 書かれている。そして別 
の本には、スポット測光は被写体の中に 
基準露出となる〇パーセントの反射率を 
持つを探し出すのがポィントである、 
とも。 これらの本に よると、 2 ぺ^ —ジや 
114ぺージの ような 状況では露出は測 

れな いことになる。 そしても つと ひどい 
のはスポット測光は高度なテクニックを 
必要と する、と 最初から使うな という 姿 
勢である。 

解説書がこの有り様で、そして当の一 
眼レフを作つている メ ー カ ー でさえ、取 
扱説明書で測光ィンジケータ1の正しい 
使い方が説明されていない。 スポット 測 
光の¥効な使い方が双方とも理解できて 

いなかつたので ある。 

まだ スポット 測光のカメラがなかつた 
ころ、 私は中央部重点測光で写真を撮つ 


ていたが、当然露 31 正が必要で ある。 
しかしどの被写体も単純に露正がか 
けられるようなものばかりではない。い 
ろいろな明るさのものが入り組んでいる 
と、どう補正をしたらいいのかわからな 
い場合が ある。 これも ある 写真の解説書 
の中で、暗い雰囲気の中に明るい被写体 
が あると いう風景で、点測光で 
露 3® 正をして撮影す ると いい、という 
なんとも いい加減な解説が あつた。 そし 
て、 やはりというか、スポット測光は難 
しいから使わないほうがいい、 とも。 

輝度差の大きい！一一:京ではそれ全体を測 
つて露_正をすることなど不可能であ 
る。 露正は、1つずつの明るさに対 
して考えることができるものである。被 
写体に近づいて測光するのはそのためで 
ある。スポット測光は、近づかなくても 
測れる というと ころが^-^部重点測光と 
の違い。何も難しいことではない。そし 
てどのような被写体でもそこを測光した 


らその明るさに応じて露33^正を する。 
露出の決定では不可欠な行程で ある。 そ 
してこの露正は^:部重点測光であ 
ろうとスポット測光であろうと、考え方 
はまったく 同じで ある。 なのにスポット 
測光を難しいと決めつけている解説書は、 
結局は露_正についてすら、$のこ 
とがわかっていないので ある。 

そして解説書では露_正を芸術的、 
感覚的な表現で扱っ ている。 しかしこれ 
では読者にはわからない。露531正とは 
被写体の明るさをフイルムのどの濃度に 
写るようにするかという置き換えの操作 
であり、 露 53 一正の概念こそ適正露出の 
決め手で ある。 そしてプラス•マイナス 

3段というフイルムの再識に対して被 
与体をどう収めるかがアナログ感覚で把 
握できるのが測光インジケータ1である。 

i 日で ここまで 解説して きたように、 
スポット測光とプラス.マイナス3段の 
測光インジケータ^ — があれば、 どのよう 
な被写体で あろうと、 確かな露出を測る 
ことができるので ある。 
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重要な露出 補正と、 A E ロックの 操作性 


露出をカメラの AE にまかせっぱなし 
ではいい結果が得られない ことが多い。 
そのために AE 撮影でも納得の いく、 い 
い露出の写真にするためには露_正と 
AE ロックは欠かせない操作で ある。 そ 
れだけに、露正と AE ロックは使用 
頻度から言えば、シヤッタ1ボタンと同 
等に重要な操作で ある。 

ところが、この点に関して十分に考え 
られていない一眼レフが多い。露止 
と AE ロ ツクの 操作性はカメラにとつて 
その使いやすさを左右する大きな問題で 
ある。それだけにこの操：^が どのよぅ 
に設計されているかは、そのメーカーが 
露出に対してどこまで配慮してカメラを 
作っているかといぅ姿勢が現れていると 
ころでもある。マニュアル機で AE を搭 
載しないカメラであればまったく関係の 
ないこと。だが AE を搭載する以上は、 
使いやすさは大切な「_」である。 

もし 多分割測光の結果が完塵 で、どの 


ような場 ^ J - でもカラ^ — リバ^~~サルフィル 
ムでいい結果が出るのであれば問題はな 
い。 しかし現時 占 〖では、そのような成績 
のいいカメラはない。これはむしろ当然 
のことである。多分割測光といえども力 
メラは何を撮影しているかまでは知らな 
い。 知っているのは撮影者だけ。露出は 
やはり撮影者が日取後にはコントロールし 
なければいけない。そこでそのコントロ 
—ルのしやすさが^要になって くる。 
露出補正 

これはダイヤルを回すだけですぐに設 
定できるのが一番である。露_正ボタ 
ンを押しながらダイヤルを冋すというの 
は同時に2つのことをしなければいけな 
い。それだけ設定がしづらくなる。頻繁 
に行う露 ® 正がしづらくては快適な撮 
影はできない。 

ボタンを押しながらタイヤルを回すと 
いう設計は、露 S 正はあまり頻繁には 
操作しない という 考え方で ある。ところ 


が^<部重点測光とスポット測光では、 
露正をしないと適正な露出にはなら 
ない、と考えるべきで、 AE 撮影では不 
可欠な操作で ある。 したがって、露_ 
正ダイヤルはカメラを操作する上ではシ 
ャッタ1ダイヤルや絞りダイヤルと同等 
の操^:# i が必要で ある。 この露 ® 正ダ 
イヤルの操^:のよ さは、 いいカメラの 

絶対条件で ある。 

そして正をしたと き、 その補正 
M がファインダ^ —の中に丧示されること 
も大切。補正マ—クだけでは不卜分であ 
る。 露 S 正は、 したかしないかではな 
く、 どれだけしたかその量を知ることが 
重要だからで ある。 露_ 正は、カメラ 
を被写体の方に 向け、 ファインダーを靦 
いたままの^で カメラを 持ち替えるこ 
となく、 すぐに設定操作ができるのが最 
良で ある。 

AE ロック 

AE ロックにはさまざまな操作方式が 

ある 。 AE ロックボタンや AE ロックレ 
バ . ^を f している間ロックされる もの、 
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被写体を目の前 
にしたとき、す 
ばやく確実に操 
作できることは 
カメラにとって 
はとても大切な 
性能である。 


指を離しても何秒間かはそのロックが保 
持されるもの、そして指を離してもずつ 
と StS ： し続けるものの3方式。 

指を離すとロックが解除されるタィプ 
ではシャッタ1ボタンを押すまでず っと 
AE ロックボタンを押し続けていなけれ 
ばならない。この方式は問題である。な 
せなら、シャッタ^~~ホタンを押すときは 
カメラブレを起こさないようにカメラ保 
持に注意したり、シ ャッ タ I チャンスを 
犯つ たりと、 ほかに神経を向けなければ 
いけない。すると AE ロックボタンを押 
している指が緩んでしまうことがある。 
これではせっかくの AE ロックも役に立 
たない。 

指を離しても何秒間力はされると 
いうタィプでは、例えば8秒であればそ 
の間はいいが、それを過ぎると元に戻っ 
てしまう。この時間制限を設けるという 
設計は、 AE ロックをかけたまま違うシ 
. —ンを撮影したときの失敗を防ぐという 
意味があるのだが、それをタイマーで逃 
げるというのはいい方法とは言えない。 


この_時間をカスタム設定で変えられ 
るようにしたカメラもあるが、変えたと 
ころで同じである。 

やはり AE ロックはかけたら指を離し 
てもずっとそれを^^し続けるタイプが 
もっとも使いやすい。そしてこのタイプ 
にも2つ ある。 シャッタ^ —を切ると解除 
されるものと、シャッターを切っても保 
持し続けるもの。これは写真は1;^影 
したら、同じところは撮らないという場 
合では解除され る ほうが便利で ある。 反 
対に何枚も同じカットを撮影するときに 
は解除されないほうがいい。そこでどち 
らでも選べるようになっているカメラも 
ある。 なお AE ロックについても、それ 
をかけたときに当然そのことがフアイン 
ダー内に表示されなくてはいけない。 

露出に関しては、これらの操^#!いか 
んで写真撮影の快適度が決まってしまう。 
これからカメラを選ぶという人は、スポ 
ット測光とプラス•マイナス3段の測光 
インジケータ1と同様、最重要ポイント 

としてチェックしてほしい。 
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確実な露出が 決められる、 いい一眼レフとは 


スポット測光とプラス•マイナス 3 段 
の測光インジケータ1によって® IK な露 
出が決められる、というのが^!一の露出 
テクニックである。そして私は、この方 
法によってフイルムを無駄にすることな 
く 撮影を楽しんで いる。 そこで、このよ 
うな露出を行うには実際にはどのような 
カメラがいい か、 をまとめて みたい。 

当然のことだが、まずスポット測光と 
プラス•マイナス 3 段の測光 インジケー 
ターを搭載していることが必須条件◦そ 
してそのスポット測光のキレがいいこと 0 
理弘には、そして現実でもボテイ測光 
が日！だが、ごく一 部の高級種に限られ 
る。 また AF センサーを兼用したために、 
赤色感度が高過ぎるという問題を持った 
カメラもある。もちろんボデイ測光を搭 
載したカメラはフアインダー測光も搭載 
している。そして、そのファインダー測 
光は光学系を含めた受光素子が高精 

度に作られて おり、キレは；^いい。 


このキレの良し亜心しはカタログには蚩日 
かれていない。店頭でチェックできれば 
いいが、これも難しい。だがカメラはこ 
のキレの！^だけで選ぶわけではない。 
そこで、購入したカメラのキレがあまり 
良くなかつたとしても、そこは使い方で 

ある程度はカバーできる。 133 ぺージ 

のキレの惡いカメラでも随分撮影をして 
いるが、^4|16の測光テクニックを生かす 
ことは十分にできる。もちろん結果も上々 
であつたから、あまりキレにこだわる必 
要はない。ただ近づかなくてもいいとい 
ぅスポット測光の S は、裏を返せばキ 
レの良し悪しでもある。ム 7 後、カメラメ 
1カーにおいてはこのあたりの改善を進 
めるべきであろぅ。 

測光ィンジケータ1は、そのレンジが 
プラス.マイナス 3 段あるのがいい。現 
在プラス•マイナス2段のカメラをお使 
いの方は 139 ベ—ジのように シフトし 
て読むことはできるが、やはり不®であ 


る。 3 段のカメラと 2 段のカメラを使い 
比べてみると、この差は歴然である。こ 
と露出にこだわるのであれば、 3 段の力 
メラを選ぶべきである。眼レフメーカ 
1においても、現在プラス•マイナス2 
段ですませている機種においては、大至 
急改善をすべきである。ユーザーに快適 
な撮影を楽しんでもらぅのであれば、こ 
れはメーカーの！^務である。 

次は測光インジケータ1による輝度差 
表示。この輝度差表示によって画面内の 
いろいろなポイントの明るさを即座にフ 
イルム上に置き換えることができるだけ 

に重要な籠で ある。 測光インジケータ 

1 を備えたカメラはマニュアル時には こ 
の輝度差表示が行われる が、 AE モ—ド 
時には単なる露53^正量を表示するにと 

どまつているカメラが多い。マニュアル 

時にしか輝度差表示が使えないといぅの 
はやはり不便である。これは AE モード 
における総 < nS な使いやすさの問題でも 
ある。露正と AE ロックが操作しや 
すく、 そして輝度差表示もで きる。 これ 
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からの AE 一眼レフにおいては、これは 
もう必須の爆 ！ S である。 

ブラケティングのステップ◦この刻み 
幅は5段と23段が即座に選べるように 

なっているカメラがいい。その1刖に 、フ 
ラケティングのオンオフそのものもすば 
やく行えることが重要。というのは、例 
えばこのシーンではブラケティングをし 
ようというときの操作。扉を開けボタン 
を押しながらダイヤルを回し、液晶パネ 
ルを見ながらブラケティングをオンにす 
るというのはやはり面倒である。扉の中 
にあるボタンは撮影中は大変操作がしづ 
らい。 そして液011パネルを見ながらとい 
うのも同様。 

したがってボタンやレバー操作1つで 
即ブラケティングのオンオフが できる の 
が一番い い。 そして2段と2^段の切り 
替えも即座にで きる ことで ある。 現在ブ 
ラケティングをレバ11つでオンオフで 
きる カメラは多い が、 なぜか3段の次が 
1段になつてしまつて いる。 1段はフラ 
ケテイング量としては大きすぎて使わな 


い。それよりも 2 3段を設けるべきでぁ 
る。どうも この あたり、メ ー カ^ — の設計 
者はカラーリバーサルフィルムへの配慮 
が 足りない。 

なおボタンを押しながらダイヤルを冋 
す方式で も、 液晶パネルを見なくても刻 
み幅が間違いなく設定できれば、それで 
もい い。 そして設定したブラケティング 
が.、その刻み幅も含めてファインダー内 
で確！§できる ことである。 

152 ぺ ー ジで述ベた絞りとシャツタ 

1スピ^~ドのステツフ(刻み^)。カラー 
リバーサルフィルムの撮影では g 段刻み 
が基準になるのでシャッタ^ — ダイヤルや 
絞りが1段刻みでは粗すぎて思うような 

露出のコントロールはできない。したが 
ってシャッタ^~も絞りもボディ側の電子 
ダイヤルによって行うカメラがいい。こ 
れは143ぺージの F 値の亦欠化するズー 
ムレンズに対してもメリットがある。ュ 
1ザーの中には以前からのアナログ式ダ 
イヤルが好きたという方もおられるであ 
ろうが、こと露出に関しては最新式の電 


子ダィヤルがいいのである。 

快適に、そして思い通りに写真が写せ 
る。 この趣味の世界がますます広がって 
いくか、失敗の多さに途中でとん挫して 
しまうか。それは選んだカメラによると 
ころが大きい。そういう意味では現在1 
〇〇点のカメラはない。よくて Q 点であ 
る。しかし、ム i 夹に一眼レフはよくな 
ってはいるからいずれ g 点、そして lo 
〇点のカメラが登場するであろう。だが 
それまで待つより、奎日の狙いに合った 
手頃な価格の一眼レフもカメラ店にはあ 
る。そのようなカメラをまずは購入し、 
撮影することである。 

よく交換レンズ群がうんぬんというこ 
とでカメラを決める ことがある。が、 私 
に言わせればどのメーカーでもいい。そ 
れなりに十分楽しめるだけのレンズは用 
意されている。また交換レンズはレンズ 
専門メ^~力^から優れた製品がたくさん 
発売されている。カメラはカタログに惑 
わされる ことなく、じつくりと 実物をい 
じり 回して選んで ほしい。 








































撮影用語解説 

アンダ I 

露出が足りなくて写りが暗いこと-」力 
ラーネガフイルムでは2段程度の露出 
不足はプリントの段階で直せる が、 力 

ラーリバーサルフイルムでは、 5 段不 

足しただけで露出は失敗に なること も 


ある。 ただし1 


〇 


段程度の不足は- 


パ—!: に 明るレラ イトテ^ —フルで見れは*^~ 
分に 見られる。このことから 露出不足 
のフィルムは複製(デューブ)すると 
きに補正すれば救ぅ こともで きる。 

■so 

国際標準 jjn 構の ことで イソと 呼ぶ。 
写真の世界ではフィルムの感度を表し 
以前の ASA と 同じ。カラー リバーサ 

ルフィルムでは Isoioo が実用感 

度と一 咼画質 を両立したフィルムで、力 
ラ^ネガフィルムでは ISO 400 が 
高感度ながら高画質の実用 フィルムで 
ある。 数字が 2倍になると 感度が 2倍 
になり2倍のシヤツタスピ^—ドが 


使える。一般に感度が高くなるほどフ 
イルムの粒子が大きくなることから粒 
一は惡くなる。 


E V 


エクスポ^—ジャー •バリユ . —の頭文字 
で露出量の こと。 絞りとシヤツタ1は 
ともに倍数系列になつている ことから 
同じ露出量でもいろいろな組み八 - t わせ 
が 可能になる。そこで 絞りと シヤツタ 


をそれぞれ 


ゝ 2、 


といつた整 


数に置き換え、その数， Y を足し算した 


EV 値に よつ て露出量を言い表すこと 
ができる。被写体の輝度差 や、 フィル 
ム感度 ISOIOO の場合の EV 値で 
被写体の明るさや露出計の測光範囲な 
どの表記に使われる。(以ぺージ参照) 
色温度 

太陽や白熱電灯など、物が発熱してそ 
こから光が出る光源の場合、その熱の 
温度によって光の色が変わる。そこで 
その温度の数字で光の色を表したのが 
色温度で単位は K (ケルビン)。昼間の 

太陽光が 5500 度 K 、 白熱灯は 28 


〇 〇度 K 、 写真用電球やハロゲン電球 
は 3200 度 K 、 朝日やタロは太陽の 


位置や大気の il にょって変化するが 


71 


50003000 AKO 清天诗 ( ノノ 


陰は青空からの照明で青みがか 


色 


温度は1万度 K を超える◦色温度は相 


対的に高い低いと言い、低いほど赤み 



力 


AEB 





一咼いほど！ e みが増す、 


才1トマチック•エクスポ 



« 


ブラケティングの頭文字で、設定され 
た露出の刻み幅で自動的に才1バ^~と 
アンダーの前後露出を行ぅ^^。露出 
の難しい被写体のとき、段階的に露出 
を行ぅことで適切な明るさの写真を得 
ることができる。露出の刻み幅は M 段 
が一般的で、ほかに丄3段や23段、 

1段などの段階も設定可能なカメラも 
ある。 ( 118ぺージ参照) 

AE a ック 

A E (自靈出)の作動を一時的に固 

定させる こと。 撮影エリア内に測光に 
悪影響を与える明るい®^がある場合、 
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そこを避けて露出を合わせたい-部分に 
測光エリアを合わせて AE ロックをし 
構図を取り直す 。 A E の弱点を補ぅ機 

能◦(邠ぺージ参照) 

1 **% 

才丨ノ I 

アンダーの逆でフイルムに対する露出 
量が多過ぎる こと。 ネガフイルムでは 
フイルムの濃度が 濃くな り、リバーサ 
ルフイルムでは 薄くなる。 ネガ フイ ル 

ムでは3段程度の露出オーパーは平気 

だが、カラーリバーサルフイルムでは 
M 段才^ ^ ‘ハ . ~ でも欠敗になる。また力 
ラーリバーサルフイルムでは才1バー 
なフイルムは救済のしよぅがない。 

階調 

写真のもつとも明るいところから暗い 
ところまでの濃淡の様子のこと。ハイ 
ライト 部(明部)が白く 冴え、 シャド 
1部(暗部)が黒く締まり、その間の 
濃淡がスムーズに再現されていること 
を階調が豊かと言う。逆にハイライト 
部が曇つていたり 、シャド ー 部が締ま 
らず浮いていたりすることを階調が悪 


いと零っ。 写真に おける、よい 露出と 
はこの階調をもっともきれいに再現で 
きるよぅにすることである。 

逆光 

被写体を後方から照明する光線 if 
光源が高い位匿にあればいいが、低い 
位置に あると、 その光線がカメラのレ 
ンズに 当たり、 ゴーストやフレアを発 
生させる。これを防ぐには光がレンズ 
に出たらないよぅにハレ切りを する。 

また露出合わせでは背景が主要被写体 
よりも 明るい ことが多く、 AE 撮影で 
は失敗が起きやすい。レンズや測光に 
とっては やっかいな照明 だが、 被写体 
はエッジが 光り、 花では透けて色が鮮 
やかに なり、 また人物では妙な影 もな 
く顔の _も よくなる など、 きれいに 
写すには もっとも 効果的な 光線。 
シャド I 部 

写直鋪像のもっとも暗い雰。白黒プ 

リントであれば銀 PJ 像のもっとも濃度 
の濃い- K 分。 カラ^プリントやカラ^― 
リバーサルフイルムでは色素の濃度が 


一番濃くなつたと ころ。 この暗部が十 
分に濃く仕上がれば、シャドー部が締 

まつていると言う。 

スポット測光 

露出計の受光角を德辆に狭くして被写 
体の1力所だけをスポット的にその明 
るさを測るようにした測光方式。単体 
露出計では、受光角が1度というスポ 
ットメ^—夕^—がプロの間で愛用されて 
いるが、一眼レフの T 了 L 露出計に組 
み込まれたことでスポット測光はその 
真価を光揮するようになつ た。 

順光 

撮影者やカメラの後方から被写体の方 
に向かつて u てられる照明 光線。 太陽 
を 背にして撮影するときがこの順 光。 
山な どの 風景写真ではがつきにく 
く、人物写真では〔与される人は眩しく 
なつたり、髪の毛や鼻の影ができるな 
ど、 きれいな写真には あまり 適さない 

照明链ぞ ある。 

スロ I 、ンン クロ 

手持ちで撮影するのが難しいくらい遅 
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いシャツタースビードで行ぅストロボ 

撮影のこと◦夕景から一® $、そして室 
内でもストロボ光が： g かない遠くに対 
してもその明るさが写るよぅに露出時 
間を長く し、 そして人物に対してはシ 
ャツタ1を ^1 つたときにストロボを同 

調発光させる撮影法。 (128 ぺージ参 
照) 

多分割測光 

TTL 測光で測光画而をいくつかに分 
割し、それぞれの明るさ^^からカメ 
ラが(与真的な判断を加えて露出を決め 
る測光方^。キヤノンの評価■光、二 

コンのマルチパタ1ン測光、ミノルタ 
のハニカムパターン測光などがこの多 


m 測光で ある。 (4へージ参照) 



タングステンタイプカラ—フイルム 

タングステンとは白熱電球のフイラメ 
ントの材質で、白執_灯のことをタング 
ステン電球とも言う。写真の基準色で 
ある昼間の太陽光に比べて色温度が低 
いが、タングステンタイプはスタジオ 

や 室内な ど 白熱電球 や、 写真電球で撮 


影する場合に発色を合わせたカラーフ 
イルムの こと。 青成分の少ない白熱灯 
において正しい発色が得られるように 
なっているので、このフイルムを屋外 
で使うと青みの強い色再現になる。 


中央部重点測光 

一眼レフのファインタ^ —スク 




ンの 


tlb 像の明るさを m る TTLm 光で、そ 


ly 


ク■スクリーンのを主に測 


光し、 W 面周辺はあまり測光の対象に 


はしな 


:光方式。 TTL 測光ではも 


つ とも M い^用されてきた ことから、 
オーソドツクスな 測光方式と いぅ こと 
になつている。 

テ I ライトタイプカラーフィルム 

デーライトとは昼光、すなわち昼間の 
太陽光の こと。 この太陽の直射光の色 
温度は5500度 K で、 この光に対し 
て正しい色再現をするように作られた 


カラ^—フイルム 


般のカラーネガフ 


イルムはすべてこの方式。カラ^ —ネガ 
フイルムでは、白熱灯や蛍光灯など発 
色が変わる光源で撮影してもプリント 


の段階で自動補正されるので気にせず 


2搬影できる。カラ 




サルフイ 


ルムでは白熱灯や蛍光灯では発色を正 
しく補正す るフイ ルタ1を flz う。 

DX3IF 

カメラの露出計を正しく使うにはフイ 
ルムの感」®をセットしなければいけな 


そこでフイルムの感竟 や、 さらに 


〇 


撮影枚数、露出域などのフイルム S 

がカメラに自動セットできるようにフ 


ルムのパト a . ~ネ に、 金属の電気 



通と非導通のパタ1ンを印刷したもの 

日中シンクロ 


〇 


r 


.明るいところでストロボを同調発 



光させる撮影法。人物に対して背旦 
明るいと露出のバランスが合わない。 
背景に合わせれば人物は暗くなり、人 
物に合わせれば背景がオーバーになつ 
てしまう。そこで露出は背景に合わせ 
人物にはストロボを発光させて明るく 

する。このときシヤツタ^はストロホ 

に同調させるために、 X 同調速よりも 


速いシャッタ1にはできな 


V 
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入射光式露出計 

被写； M ： を照明する光線を直接測ること 


で露山 





影 ® されないので無難な露出が測 


れる。ただし入射光で測った露出です 
ベての被写体が適正に写るとは限らな 
い。，！！あるいは思を主体にした被写体 


(8ベ 


ジ参照) 


では補正が必要。 

ネガフイルム 

フイルムは現像をすると光に感光した 
ところは銀の画像となるために、明る 
いところほどフイルム h では黑い画像 
になる。明暗が逆になるのでネガテイ 
フ[像(^{)と-一一- t つ。カラ^ネガフ 


ィルムは感光した銀が色素に置き換え 
られるが、明暗は逆のままである。 

イキ| 

画面全体が明るい感じの写真で、露出 


カオ 


になつたものではない。こ 


れは；真の大_が明るく描写された 


ものだが 


イライト 部からシャドー 


一 I 


までの階調は正しく再現されていな 


けれ、まハナ a " よ 

tLV Jvfuf ty / V yy 



V ラ V 


写輿の中でもつとも明るい部分 





ントではべ 




の白さがその写真の 


ノ 


イライト部となり、カラーリ 


ぐ、 


1 H 


サ 


ルフイルムではフイルムべ^—スを^ I え 

た無明ながハイライト部とな 
る。どのような感光；^もそのか 


ら被：与体の明るいところはある程度圧 
縮されて記録されるので、急激にとぶ 
ことはなく01然な階調で r 現される。 

反射光式露出計 

光が被写体を照明したその反射光、す 
なわち被写：の明るさそのものを測る 


■?行 


n 

-E I 


被写体の反射率によって明る 


さは変わる ので、 その分の補正が必要 


である 


28 ぺ 


シ參照 ) 


ポジ 


ポジティブ画像(陽画)のことで撮影 

H のカラ^~ポジフィルムがカラ^ —リバ 
一 ~サルフイルム。またネガ画像に対し 
て^にポジ®像になつているものをポ 


ジと言う 


〇 


リバーサルフィルム 


反転現像によって被写体の明暗がその 
通りのポジ両像(陽両)となつて W 現 


されるフイルム。カラ 






サルフ 


イルムはスライド H フイルムとも言わ 
れる 。スライドは 被写体の明るさ やコ 
ントラストをその通りに再現しなけれ 
ばいけないので、露出 もシビアになる， 

口ーキ| 

ハイキーに対する言葉で、画面全体が 


LV 


調子の写真。だが露出がアンダ 


なのでは なく、 その写直 (の 中にもハイ 


ライ 


キチツと写し込まれていな 


IV 


ければいけな 

露出補正 


勤露 d 1 では、どのような明るさのも 


のもフイルム 


は中間の吠色の明る 


さに写してしまぅ。そこで実際に写す 
被写体が灰色よりも明るいものや喑い 
ものであれば、それが明るくあるいは 
暗く写るよぅに露出レベルを補正しな 
くて はいけ ない。 これが露 ag 正で、 
明るく補正するのがプラス補；止、暗く 
写るよぅにするのがマィナス補;[£。 


161 










































著者略歴 

馬場信幸（ばばのぶゆき） 

194 4年、中国•上海市生まれ。千葉大学短期大学部/写真科に在学 
中、工学部田村研究室にて『カメラ毎日』誌掲載のためにカメラ•レ 
ンズのテストに参加。その後、文部技官を5年間勤め、学研写真部に 
入社。カメラ雑誌『キャ/く』の創刊に携わり、メカニズムとテクニッ 
ク記事を担当。同誌副編集長、ビデオカメラ雑誌『ビデオキャパ』編 
集長を経て、現在フリーとして活躍。「きれいな写真 j がモットーの撮 
影*執筆家。現在、毎日ムック『カメラテクニック情報』や、学研の 
カメラ雑誌で健筆を振るう。 

•本誌登場のモデル/相馬茜、梅宮万記子、中山由紀子、木村美樹 

(ネットアージュ） 


こだわり露出テクニック—— TTL 測光フル活用 


1998年6月10日印刷 
1998年6月25日発行 
著者馬場信幸 
編集人網谷隆司郎 
発行人山本進 
発行所毎日新聞社 


忝 100-8051 

東京都千代田 K ーッ橋 

想 630-8251 

大阪市北1乂梅田 

忝 802-8651 

北九州市小倉北区紺歷町 

■45( 卜 8651 

名古屋市中村 K 名駅 

印刷 • 製本 

㈱ 高速オフセット 

©毎日新聞社 

1998(検印省略) 


落丁-乱丁本は小社でおとりかえします。 
303-3212-3257 書籍営業部 
ISBN 4-620-31232-0 


































ふ.... 






' : * .■くゴ. 


■ 








m 








繼 


: 






- 




為 








を'. 


穿 


m 




鏺: 




































































































































































































































































































































p 












9784620312323 


... s :.で 

. 


—M • 鼠， 












ム、 ぬ 






W 




、く）> ‘ ,“,： 

纏| . , 


1920072017005 


^ 一 か.心 




W 




C d 


IS B N 4 - 6 2 0 - 31 2 3 2-0 


、 Ai ^ 羲 


. :タボ漏® 

：" - . V ；5 S 

■.■へ''ぐ.，.東'.. 

へ …：，,'' 


C 0072 ¥1700 E 


定価降体1700円]+税 


11：; 






，マ _.c’—"*' ‘ 


•• A 11*1^5?''' 


' 










，-,也 








■，ケ 


• へ， 








y バ- 




-.こ 


C % 


わり 




.ノへ .：.： I 


ケ .*!"*. • 




、_•；■； ^ 




Shcr 


恭 ■ 


レ活用 


' 

， 

、 




叫^ > 

ノ 


: .: ' <义'、，-ぐ ■ v -、 

為 1 1 

、'.こ.‘1 

，.■、.く. ノ 

:續 

.華 n 

. :a 

- 

" 、:.： 

ご‘.： ' .' ， 

: 

、'-'.. V ‘. ：： 

ひ‘（ブ. 










；.«4- 








I . ... ___■_ 

.：' 












r>v 


--■へ. 

择.、... 












免 


i 








































































































